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Ⅰ  決 算 の 概 要 

令和２年度の一般会計及び各特別会計を合わせた決算額は、歳入総額６４７

億２，２２６万７千円、歳出総額６１２億１，８６５万１千円となり、前年度

の決算額に対し、歳入で２１．０パーセントの増、歳出で２４．１パーセント

の増となった。

歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は、３５億３６１万６千円

となり、形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した実質収支は、   

３０億９，４６１万４千円で、前年度に対し１５．９パーセントの増となった。

また、普通会計における経常収支比率は８９．２パーセントとなる見込みで

あり、前年度に対し２．４ポイントの減となった。

一般会計の状況

１ 決算規模及び収支

令和２年度の決算額は、歳入総額４６８億４，９６１万３千円、歳出総額  

４４４億１，６７４万７千円で、形式収支は２４億３，２８６万６千円となり、

翌年度に繰り越すべき財源４億９００万２千円を控除した実質収支は、２０億

２，３８６万４千円となった。

これを前年度と比較すると、歳入においては１１１億３，６９９万１千円

３１．２パーセントの増、歳出においては１２０億４，５７２万８千円

３７．２パーセントの増、実質収支においては１億７，１７７万４千円

９．３パーセントの増となった。

２ 歳入の内訳

令和２年度の歳入総額４６８億４，９６１万３千円の内訳をみると、市税  

１７９億５，１８９万６千円を含む自主財源は２３６億７，１５９万３千円で   

構成比５０．５パーセントとなった。

また、国・県支出金、市債、地方譲与税等の依存財源は２３１億７，８０２

万円で構成比４９．５パーセントとなった。

これを前年度と比較すると、自主財源は９億２，７３４万７千円 ４．１パー

セントの増、依存財源は１０２億９６４万４千円 ７８．７パーセントの増とな

った。

なお、令和２年度の市税徴収率は、９５．５６パーセントで、前年度と比較

すると、０．３２ポイントの増となった。
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３ 歳出の内訳

令和２年度の歳出総額４４４億１，６７４万７千円の内訳をみると、人件費、

物件費、公債費等の経常的経費は３３０億２，９０７万円で構成比７４．４パ

ーセント、普通建設事業費及び災害復旧費の投資的経費は６４億３，０６５万

８千円で構成比１４．５パーセント、積立金、繰出金等のその他の経費は   

４９億５，７０１万９千円で構成比１１．１パーセントとなった。

これを前年度と比較すると、経常的経費は１００億１，２１２万４千円   

４３．５パーセントの増、投資的経費は８億６，１００万８千円 １５．５パー

セントの増、その他の経費は１１億７，２５９万６千円 ３１．０パーセントの

増となった。

なお、各会計の状況については、令和２年度会計別決算総括表に示すとおり

である。
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区              分

金　　額 前年比 金　　額 前年比 金　　額 前年比

一般会計 49,903,559 22.7 46,849,613 31.2 44,416,747 37.2

8,756,135 △ 1.2 9,215,774 △ 2.4 8,394,723 △ 3.9

122,000 △ 14.1 103,767 △ 13.5 96,372 △ 15.9

聖地公園事業特別会計 63,000 6.8 60,764 3.0 57,593 2.9

農業集落排水事業特別会計 33,500 4.7 33,728 △ 2.7 32,074 4.8

介護保険特別会計 7,349,465 4.3 7,288,821 3.6 7,054,844 1.7

後期高齢者医療特別会計 1,199,880 6.8 1,169,800 7.5 1,166,298 7.5

合　　　　　　計 67,427,539 16.4 64,722,267 21.0 61,218,651 24.1

 Ⅱ   令 和 ２ 年 度 会 計 別 決 算 総 括 表

　予算現額　（Ａ） 　歳入総額　（Ｂ） 　歳出総額　（Ｃ）

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

- 4 -



（単位：千円・％）

逓次繰越 明許繰越 事故繰越 合計（Ｅ）

金　　額 前年比 金　　額 金　　額 金　　額 金　　額 金　　額 前年比 歳入(B)/(A) 歳出(C)/(A)

2,432,866 △ 27.2 119,806 254,180 35,016 409,002 2,023,864 9.3 93.9 89.0

821,051 16.9 821,051 16.9 105.2 95.9

7,395 38.5 7,395 38.5 85.1 79.0

3,171 5.1 3,171 5.1 96.5 91.4

1,654 △ 59.3 1,654 △ 59.3 100.7 95.7

233,977 135.2 233,977 135.2 99.2 96.0

3,502 7.4 3,502 7.4 97.5 97.2

3,503,616 △ 15.8 119,806 254,180 35,016 409,002 3,094,614 15.9 96.0 90.8

歳入歳出差引額 実質収支額 予算に対する

（Ｂ）-（Ｃ）　（Ｄ） （Ｄ）-（Ｅ）　（Ｆ） 決算額の比率

翌年度へ繰り越すべき財源
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Ⅲ   令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 決 算 総 括 表

　歳　　入
（単位：千円・％）

款 決  算  額  （Ａ） 構成比 前年度決算額（Ｂ） 比較（Ａ）-（Ｂ）

　１ 市税 17,951,896 38.3 17,426,734 525,162

　２ 地方譲与税 533,246 1.1 545,356 △ 12,110

　３ 利子割交付金 9,395 0.0 8,763 632

　４ 配当割交付金 56,146 0.1 60,973 △ 4,827

　５ 株式等譲渡所得割交付金 68,089 0.1 40,077 28,012

　６ 法人事業税交付金 79,708 0.2 － 79,708

　７ 地方消費税交付金 1,962,256 4.2 1,635,360 326,896

　８ ゴルフ場利用税交付金 136,384 0.3 133,355 3,029

  ９ 自動車取得税交付金 8 0.0 63,535 △ 63,527

 10 環境性能割交付金 37,760 0.1 18,565 19,195

 11 地方特例交付金 85,398 0.2 214,621 △ 129,223

 12 地方交付税 26,962 0.1 606,863 △ 579,901

 13 交通安全対策特別交付金 12,955 0.0 12,106 849

 14 分担金及び負担金 436,354 0.9 504,271 △ 67,917

 15 使用料及び手数料 430,662 0.9 491,237 △ 60,575

 16 国庫支出金 14,548,863 31.1 4,565,464 9,983,399

 17 県支出金 3,163,050 6.8 2,727,438 435,612

 18 財産収入 188,749 0.4 169,259 19,490

 19 寄附金 604,720 1.3 653,802 △ 49,082

 20 繰入金 70,143 0.2 1,006,245 △ 936,102

 21 繰越金 3,341,603 7.1 1,885,357 1,456,246

 22 諸収入 647,466 1.4 607,341 40,125

 23 市債 2,457,800 5.2 2,335,900 121,900

歳    入    合    計 46,849,613 100.0 35,712,622 11,136,991

　　　　　（１）地方消費税交付金等       ： 地方消費税交付金・利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 所得割交付金・法人事業税交付金・ゴルフ場利用税交付金・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　自動車取得税交付金・環境性能割交付金・地方特例交付金・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　交通安全対策特別交付金

　　　　　（２）分担金及び負担金等       ： 分担金及び負担金・使用料及び手数料

　　　　　（３）諸収入等　　　　　            ： 諸収入・財産収入・寄附金・繰入金

市税

38.3%

国庫支出金

31.1%

繰越金

7.1%

県支出金

6.8%

市債

5.2%

地方消費税交付金等

5.2%

諸収入等

3.3%
分担金及び負担金等

1.8%

地方譲与税

1.1%
地方交付税

0.1%
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○自主財源

　　市が自ら権能に基づいて自主的に収入するもので、市税・分担金及び負担金等　

　（分担金及び負担金・使用料及び手数料)・繰越金・諸収入等（諸収入・財産収入

　・寄附金・繰入金）を自主財源としている。

○依存財源

　　国や県の意思決定に基づき収入されるもので、地方譲与税・地方消費税交付金

　等（地方消費税交付金・利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金

　・法人事業税交付金・ゴルフ場利用税交付金・自動車取得税交付金・環境性能割

　交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金）・地方交付税・国、県支出

　金・市債を依存財源としている。

２３，６７１，５９３千円

２３，１７８，０２０千円

自主財源

50.5%

依存財源

49.5%

市 税

38.3%

繰越金

7.1%

諸収入等

3.3%
分担金及び

負担金等

1.8%

国庫支出金

31.1%

県支出金

6.8%

市 債

5.2%

地方消費税

交付金等

5.2%

地方譲与税

1.1%

地方交付税

0.1%

歳入合計

468億4,961万3千円

歳入の財源構成内訳
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　　歳　入　(　市　税　明　細　書　）
  （単位：千円・％）

　　　　　　　　区　分 比　　較

　科　目 金　額 （Ａ） 構成比 金　額 （Ｂ） 構成比 （Ａ）-（Ｂ）

１　市民税 5,606,887 31.2 5,821,766 33.4 △ 214,879

　１　個　人 4,826,419 26.9 4,767,347 27.4 59,072

　　１　現年課税分 4,744,683 26.4 4,671,436 26.8 73,247

　　２　滞納繰越分 81,736 0.5 95,911 0.6 △ 14,175

　２　法　人 780,468 4.3 1,054,419 6.0 △ 273,951

　　１　現年課税分 776,888 4.3 1,051,870 6.0 △ 274,982

　　２　滞納繰越分 3,580 0.0 2,549 0.0 1,031

２　固定資産税 10,786,984 60.1 10,047,550 57.7 739,434

　１　固定資産税 10,775,156 60.0 10,035,906 57.6 739,250

　　１　現年課税分 10,713,602 59.7 9,972,150 57.2 741,452

　　２　滞納繰越分 61,554 0.3 63,756 0.4 △ 2,202

　２　交付金 11,828 0.1 11,644 0.1 184

　　１　現年課税分 11,828 0.1 11,644 0.1 184

３　軽自動車税 278,611 1.6 265,370 1.5 13,241

　１　環境性能割 9,029 0.1 3,086 0.0 5,943

　　１　環境性能割 9,029 0.1 3,086 0.0 5,943

　２　種別割 269,582 1.5 262,284 1.5 7,298

　　１　現年課税分 264,255 1.5 256,995 1.5 7,260

　　２　滞納繰越分 5,327 0.0 5,289 0.0 38

４　市たばこ税 702,300 3.9 725,359 4.2 △ 23,059

　　１　現年課税分 702,300 3.9 725,359 4.2 △ 23,059

５　特別土地保有税 0 0.0 0 0.0 0

　　１　滞納繰越分 0 0.0 0 0.0 0

６　入湯税 2,248 0.0 1,789 0.0 459

　　１　現年課税分 1,644 0.0 1,789 0.0 △ 145

　　２　滞納繰越分 604 0.0 0 0.0 604

７　都市計画税 574,866 3.2 564,900 3.2 9,966

　　１　現年課税分 570,140 3.2 560,774 3.2 9,366

　　２　滞納繰越分 4,726 0.0 4,126 0.0 600

合　　　　　　計 17,951,896 100.0 17,426,734 100.0 525,162

国民健康保険税 1,784,850 100.0 1,795,532 100.0 △ 10,682

　　１　現年課税分 1,593,131 89.3 1,616,517 90.0 △ 23,386

　　２　滞納繰越分 191,719 10.7 179,015 10.0 12,704

決　　算　　額 前年度決算額
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　歳　出　（　目　的　別　）
（単位：千円・％）

款 決　算　額（Ａ） 構成比 前年度決算額（Ｂ）比較（Ａ）-（Ｂ）

　１　議　会　費 275,188 0.6 277,526 △ 2,338

　２　総　務　費　　 13,846,767 31.2 4,144,596 9,702,171

　３　民　生　費 10,886,539 24.5 10,355,481 531,058

　４　衛　生　費 4,914,953 11.1 3,898,467 1,016,486

　５　労　働　費 39,505 0.1 31,876 7,629

　６　農林水産業費 1,819,965 4.1 1,464,767 355,198

　７　商　工　費 919,721 2.1 784,640 135,081

　８　土　木　費 3,248,266 7.3 2,792,278 455,988

　９　消　防　費 2,125,404 4.8 1,810,853 314,551

１０　教　育　費 4,067,959 9.1 4,689,964 △ 622,005

１１　災害復旧費 670,246 1.5 349,288 320,958

１２　公　債　費 1,602,234 3.6 1,771,283 △ 169,049

歳　　出　　合　　計 44,416,747 100.0 32,371,019 12,045,728

総務費

31.2%

民生費

24.5%

衛生費

11.1%

教育費

9.1%

土木費

7.3%

消防費

4.8%

農林水産業費

4.1%

公債費

3.6%
商工費

2.1%

災害復旧費

1.5%
議会費

0.6%

労働費

0.1%
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　歳　出　（　性　質　別　）
 （単位：千円・％）

区　　　　　　　　　　分 決　算　額（Ａ） 構成比 前年度決算額（Ｂ）比較（Ａ）-（Ｂ）

　１　人　件　費 7,632,226 17.2 7,024,464 607,762

　２　扶　助　費 6,668,844 15.0 6,414,267 254,577

　３　公　債　費 1,602,173 3.6 1,771,283 △ 169,110

　４　物　件　費　　 6,031,698 13.6 5,996,461 35,237

　５　維持補修費 178,431 0.4 149,777 28,654

　６　補助費等 10,915,698 24.6 1,660,694 9,255,004

　７　貸　付　金 208,560 0.4 208,060 500

　８　繰　出　金 2,928,654 6.6 3,308,677 △ 380,023

　９　積　立　金 1,110,239 2.5 54,978 1,055,261

１０　投資及び出資金 709,566 1.6 212,708 496,858

１１　普通建設事業費 5,729,822 12.9 5,203,073 526,749

　　（１）補助事業 3,525,448 7.9 2,940,236 585,212

　　（２）単独事業 2,204,374 5.0 2,262,837 △ 58,463

１２　災害復旧費 700,836 1.6 366,577 334,259

　　（１）補助事業 277,529 0.6 39,290 238,239

　　（２）単独事業 423,307 1.0 327,287 96,020

歳　　出　　合　　計 44,416,747 100.0 32,371,019 12,045,728

その他　　： 貸付金(0.4%)・維持補修費(0.4%)

補助費等

24.6%

人件費

17.2%
扶助費

15.0%

物件費

13.6%

普通建設事業費

12.9%

繰出金

6.6%

公債費

3.6%

積立金

2.5%

投資及び出資金

1.6％
災害復旧費

1.6%

その他

0.8%
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○経常的経費

　　経常的経費は、年々経常的に支出される経費をいい、市が行政活動を行うため
　に必要な固定的経費であり、人件費・扶助費・公債費・物件費・維持補修費・補
　助費等を経常的経費としている。

○投資的経費

　　投資的経費は、その支出の効果が資本の形成に向けられ、施設等がストックと
　して将来に残るものの経費をいい、普通建設事業費・災害復旧費を投資的経費と
　している。

○その他の経費

　　上記以外の貸付金・繰出金・積立金・投資及び出資金をその他の経費としてい
　る。

３３，０２９，０７０千円

６，４３０，６５８千円

４，９５７，０１９千円

経常的経費

74.4%

投資的経費

14.5%

その他の経費

11.1%

補助費等

24.6%

人 件 費

17.2%

扶 助 費

15.0%

物 件 費

13.6%

公 債 費

3.6%

維持補修費

0.4%

普通建設事業費

及び災害復旧費

14.5%

繰 出 金

6.6%

貸付金及び積立金

2.9%

投資及び出資金

1.6%

歳出の構成内訳

444億1,674万円7千円

歳出合計
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Ⅳ   令 和 ２ 年 度 特 別 会 計 決 算 総 括 表

　　　国民健康保険特別会計

事業勘定
（歳入）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

国民健康保険税 1,784,850 19.4 1,795,532 △ 10,682

国庫支出金 19,659 0.2 239 19,420

県支出金 5,959,613 64.7 6,232,934 △ 273,321

財産収入 8 0.0 5 3

繰入金 676,428 7.3 660,006 16,422

繰越金 702,629 7.6 690,487 12,142

諸収入 72,587 0.8 63,035 9,552

歳 入 合 計 9,215,774 100.0 9,442,238 △ 226,464

直営診療施設勘定
（歳入）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

診療収入 38,677 37.3 74,411 △ 35,734

使用料及び手数料 163 0.2 670 △ 507

繰入金 58,776 56.6 40,858 17,918

繰越金 5,338 5.1 3,762 1,576

諸収入 59 0.0 236 △ 177

財産収入 272 0.3 － 272

県支出金 482 0.5 － 482

歳 入 合 計 103,767 100.0 119,937 △ 16,170

款 構成比

款 構成比
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（歳出） 　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円・％）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

総務費 210,455 2.5 204,127 6,328

保険給付費 5,852,031 69.7 6,103,928 △ 251,897

国民健康保険事業費納付金 2,148,709 25.6 2,204,466 △ 55,757

共同事業拠出金 2 0.0 1 1

保健事業費 100,503 1.2 162,389 △ 61,886

積立金 10,008 0.1 10,005 3

諸支出金 73,015 0.9 54,693 18,322

歳 出 合 計 8,394,723 100.0 8,739,609 △ 344,886

（歳出） 　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円・％）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

総務費 75,851 78.7 77,234 △ 1,383

医業費 19,841 20.6 36,685 △ 16,844

公債費 680 0.7 680 0

歳 出 合 計 96,372 100.0 114,599 △ 18,227

構成比

構成比款

款
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　　　聖地公園事業特別会計
（歳入）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

事業収入 33,670 55.4 29,004 4,666

繰入金 24,000 39.5 28,201 △ 4,201

繰越金 3,016 5.0 1,680 1,336

諸収入 78 0.1 82 △ 4

歳 入 合 計 60,764 100.0 58,967 1,797

　　　農業集落排水事業特別会計
（歳入）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

使用料及び手数料 2,285 6.8 2,271 14

県支出金 － － 5,000 △ 5,000

繰入金 27,375 81.2 24,148 3,227

繰越金 4,068 12.0 3,245 823

諸収入 0 0.0 1 △ 1

歳 入 合 計 33,728 100.0 34,665 △ 937

款 構成比

款 構成比
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（歳出） 　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円・％）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

墓地公園事業費 20,183 35.0 18,374 1,809

公債費 37,410 65.0 37,577 △ 167

歳 出 合 計 57,593 100.0 55,951 1,642

（歳出） 　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円・％）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

農業集落排水事業費 19,599 61.1 18,122 1,477

公債費 12,475 38.9 12,475 0

歳 出 合 計 32,074 100.0 30,597 1,477

款 構成比

款 構成比
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　　　介護保険特別会計
（歳入）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

保険料 1,604,226 22.0 1,617,899 △ 13,673

国庫支出金 1,569,535 21.5 1,477,644 91,891

支払基金交付金 1,823,295 25.0 1,734,304 88,991

県支出金 1,001,287 13.8 964,059 37,228

財産収入 240 0.0 249 △ 9

繰入金 1,181,602 16.2 1,080,762 100,840

繰越金 99,489 1.4 155,615 △ 56,126

諸収入 9,147 0.1 5,513 3,634

歳 入 合 計 7,288,821 100.0 7,036,045 252,776

　　　後期高齢者医療特別会計
（歳入）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

後期高齢者医療保険料 863,738 73.8 791,201 72,537

繰入金 241,467 20.6 214,038 27,429

諸収入 60,700 5.2 61,787 △ 1,087

繰越金 3,262 0.3 21,259 △ 17,997

国庫支出金 633 0.1 － 633

歳 入 合 計 1,169,800 100.0 1,088,285 81,515

款 構成比

款 構成比
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（歳出） 　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円・％）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

総務費 191,540 2.7 178,002 13,538

保険給付費 6,489,106 92.0 6,302,009 187,097

地域支援事業費 284,944 4.0 310,031 △ 25,087

基金積立金 68,479 1.0 113,917 △ 45,438

諸支出金 20,775 0.3 32,597 △ 11,822

歳 出 合 計 7,054,844 100.0 6,936,556 118,288

（歳出） 　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円・％）

決　算　額 前年度決算額 比　較
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）

総務費 103,373 8.8 96,323 7,050

後期高齢者医療広域連合納付金 1,060,943 91.0 988,093 72,850

諸支出金 1,982 0.2 607 1,375

歳 出 合 計 1,166,298 100.0 1,085,023 81,275

款 構成比

款 構成比
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（単位：千円）

令 和 元 年 度 令 和 ２ 年 度 令 和 ２ 年 度 令和 ２ 年 度末

現 在 高 発 行 額 元 金 償 還 額 現 在 高

一    般    会    計    債 13,813,820 2,457,800 1,557,263 14,714,357

１ . 普　　 通　　 債 10,155,749 2,310,600 822,191 11,644,158

(1) 総 務 434,184 403,600 67,688 770,096

(2) 民 生 488,173 47,900 54,028 482,045

(3) 衛 生 248,674 302,900 51,561 500,013

(4) 農 林 水 産 業 6,100 15,000 21,100

(5) 商 工 27,728 4,777 22,951

(6) 土 木 1,978,194 581,100 137,515 2,421,779

(7) 消 防 1,201,747 541,300 105,494 1,637,553

(8) 教 育 5,770,949 418,800 401,128 5,788,621

２ . 災 害 復 旧 債 113,650 147,200 19,318 241,532

(1) 農 林 水 産 業 7,595 1,361 6,234

(2) 土 木 104,355 142,300 17,957 228,698

(3) そ の 他 1,700 4,900 6,600

３ . そ     の     他 3,544,421 715,754 2,828,667

(1) 財 源 対 策 10,279 4,877 5,402

(2) 減 税 補 て ん 253,364 63,368 189,996

(3) 臨 時 財 政 対 策 2,823,992 566,357 2,257,635

(4) 減 収 補 て ん 456,786 81,152 375,634

3,876 621 3,255

74,280 37,120 37,160

123,787 10,098 113,689

14,015,763 2,457,800 1,605,102 14,868,461

　Ⅴ　地 方 債 の 状 況 （ 目 的 別 ）

区                分

国民健康保険特別会計債

聖地公園事業特別会計債

農業集落排水事業特別会計債

合　　　　　　　計
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（単位：千円）

令 和 元 年 度 令 和 ２ 年 度 令 和 ２ 年 度 令和２年度末

現 在 高 発 行 額 元 金 償 還 額 現 在 高

一   般   会   計   債 13,813,820 2,457,800 1,557,263 14,714,357

（令和２年度起債事業内訳)

1． かずさ水道広域連合企業団出資事業債 　 403,600

2． 養護老人ホーム施設整備費補助負担金事業債 　 47,900

3． 衛生センター整備事業債 　 302,900

4． 農道整備事業債 　 15,000

5． 橋梁長寿命化事業債 195,200

6． 八重原線道路新設改良事業債 108,000

7． 小山野・山高原線道路改良事業債 17,900

8． 都市計画街路整備事業債 17,400

9． 生活道路道路改良事業債 8,300

10． 交通安全施設整備事業債 11,600

11． 大山野、奥谷線歩道整備事業債 　 7,500

12． 六手・中島線歩道整備事業債 3,600

13． 俵田・山本線歩道整備事業債 10,000

14． トンネル長寿命化事業債 　 43,900

15． 笹藤林線道路改良事業債 　 22,200

16． 道路及び排水工事関係事業債 16,400

17． 舗装法面等長寿命化事業債 　 8,100

18． 中島、和田下線道路改良事業債 　 2,500

19． 道路照明改修整備事業債 　 49,300

20． 尾車川河川改修事業債 　 6,900

21． 梅田川河川改修事業債 　 17,600

22． 西ノ作公園整備事業債 　 16,000

23． 公園施設長寿命化対策事業債 　 4,000

24． 公園照明灯改修整備事業債 　 14,700

25． 消防施設整備事業債 　 254,700

26． デジタル防災行政無線施設整備事業債 286,600

27． 貞元小学校普通教室棟整備事業債 29,800

28． （仮称）上総地区小学校統合施設整備事業債 84,700

29． 南子安小学校敷地整備事業債 81,900

30． 小学校校内通信ネットワーク整備事業債 59,400

　地 方 債 の 状 況 （ 事 業 別 ）

区　　　　　　　　　　分
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（単位：千円）

令 和 元 年 度 令 和 ２ 年 度 令 和 ２ 年 度 令和２年度末

現 在 高 発 行 額 元 金 償 還 額 現 在 高
区　　　　　　　　　　分

31． 周西南中学校屋内運動場整備事業債 41,500

32． 周南中学校大規模改造事業債 82,400

33． 中学校校内通信ネットワーク整備事業債 　 30,100

34． 中央図書館空調設備更新事業債 　 3,700

35． 八重原公民館空調設備更新事業債 　 5,300

36． 道路橋梁災害復旧事業債 35,400

37． 河川災害復旧事業債 18,200

38． 公園施設災害復旧事業債 88,700

39． 消防施設災害復旧事業債 4,900

3,876 621 3,255

74,280 37,120 37,160

123,787 10,098 113,689

14,015,763 2,457,800 1,605,102 14,868,461合　　　　　  　　　　　計

　　　　国民健康保険特別会計債

　　　　聖地公園事業特別会計債

　　　　農業集落排水事業特別会計債
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（単位：千円）

令和元年度末 令和２年度中 令和２年度末

現　　在　　高 増　　減　　高 現　　在　　高

財政調整基金 2,918,895 1,020,556 3,939,451

国民健康保険基金 11,149 10,008 21,157

災害救助基金 122,161 △ 10,150 112,011

山中育英基金 0 2,000 2,000

国際交流基金 300,000 0 300,000

心をつなぐ福祉基金 43,669 730 44,399

日伯交流基金 7,561 2 7,563

花と緑のまちづくり基金 54,100 0 54,100

減債基金 34,352 100 34,452

市民文化振興基金 143,671 △ 2,706 140,965

公共施設整備基金 1,201,813 10,674 1,212,487

介護給付費準備基金 557,512 10,906 568,418

スポーツ振興基金 385,152 148 385,300

里地棚田保全整備事業基金 10,000 0 10,000

森林環境整備基金 10,416 10,529 20,945

5,800,451 1,052,797 6,853,248

現　　　金 5,100,451 952,797 6,053,248

有価証券 700,000 100,000 800,000

2,000 △ 2,000 0
山中育英基金 5,000 0 5,000

7,000 △ 2,000 5,000

3,000 0 3,000
高額療養費貸付基金 0 0 0

3,000 0 3,000

3,000 0 3,000
国民健康保険出産費資金貸付基金 0 0 0

3,000 0 3,000

13,000 △ 2,000 11,000

現　　　金 8,000 △ 2,000 6,000

有価証券 5,000 0 5,000

貸　付　金 0 0 0

5,813,451 1,050,797 6,864,248

現　　　金 5,108,451 950,797 6,059,248

有価証券 705,000 100,000 805,000

貸　付　金 0 0 0

Ⅵ   基 金 の 状 況

基　　　金　  　名 区　分

一

括

運

用

基

金

－

－

－

－

－

現　　　金
有価証券
計

現　　　金

－

－

－

－

－

－

　　合　　　　　　　　計

計

－

貸　付　金
計

現　　　金
貸　付　金
計

小　　　　　　　　計

計

－

－

－

小　　　　　　　　計

計

一

括

運

用

外

基

金
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 Ⅶ 主 要 施 策 の 成 果 説 明

一  般  会  計
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歳 出 

（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１ 議会費  ２８４，１１５ ２７５，１８８

 １ 議会費 ２８４，１１５ ２７５，１８８

１目 議会費 

本会議及び各委員会等の開催状況 

○議会だより作成事業 【議会事務局】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，３６３ ４，９６７ ４，３０９

〈概要〉 開かれた議会づくりのため、各定例会終了の翌々月の１日に議会だよりを発行した。 

〈成果〉 議案審議や一般質問の内容等の議会活動について、広く市民に周知することができた。 

     発行部数（１回当たり）  ２９，５００部 

     ・新聞折り込み     約２５，０００部 

     ・郵送及び窓口配布     約４，５００部 

会議区分 招 集 年 月 日 会 期 

定例会 令和２年 ６月 ２日 １６日 

定例会 令和２年 ９月 ２日 ２８日 

定例会 令和２年１１月３０日 １９日 

定例会 令和３年 ２月１７日 ３５日 

委  員  会  等  名 開催日数 

総務常任委員会 ５日 

教育福祉常任委員会 ５日 

経済環境常任委員会 ５日 

議会運営委員会 １１日 

議会全員協議会 ７日 

予算審査特別委員会 ４日 

決算審査特別委員会 ４日 

防災対策基本条例等調査特別委員会 ６日 
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【１款 議会費   １項 議会費】

１目 議会費

○議会関係事務費 【議会事務局】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０，７４１ １０，６２１ ９，７７８

〈概要〉 議会活動を円滑に行うための事務的経費で、本会議や委員会等の会議録の作成及び会議録検索シ

ステムの運用、議会中継等を行った。 

     タブレット端末及び会議システムを使用することにより、情報伝達の迅速化、情報の共有化、文

書管理の効率化及び議会運営の円滑化を図った。 

〈成果〉 会議録や議会中継を通して、行政等関係機関だけでなく、広く議会活動を周知することができた。

     タブレット端末及び会議システムに関しては、会議資料のペーパーレス化、各種通知や資料等の

データ送付を通じて紙資料の削減が図られた。また、タブレットによる資料の閲覧やネット検索が

できることなどは審査等を補助し、議会運営を円滑に行えた。 

     紙資料の削減や従来の通知の削減は、それに伴う資料作成や資料の配布、通知等作成に伴う押印

や封入封緘作業の削減など大幅な事務の効率化につながった。 

     また、新型コロナウイルス感染防止対策として、タブレット端末を使用し、議会だより編集委員

会等をＷｅｂ会議で行った。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

２ 総務費  １４，０４７，８９９ １３，８４６，７６７

 １ 総務管理費 １３，１９９，０６７ １３，０６１，７１８

１目 一般管理費

○障害者就労支援事業 【人事課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１６，１２８ １７，３３６ １４，０６４

〈概要〉 一般企業等で働く意欲があるものの、なかなか就労に結びつかない障害者をチャレンジドオフィ

スに任用し、円滑に就労できるよう社会人としての基本を身に付ける支援を行った。また、チャレ

ンジドオフィス以外にも障害者を会計年度任用職員として任用し、障害者の雇用促進を図った。 

〈成果〉 任用者数 障害者６人（事務補助５人、事務職１人） 支援者３人 

○情報公開推進事業 【総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４８７ ５９２ ４８０

〈概要〉 市の保有する情報の一層の公開を図り、市政に対する市民の理解と信頼を深め、市民の市政への

参加を推進した。  

最近の請求状況 

年 度 件 数 内         訳 

令和２年度 ４１件 開示３２件 部分開示 ８件 拒否０件 取下げ０件 その他１件 

令和元年度 ３７件 開示１１件 部分開示２０件 拒否１件 取下げ０件 その他５件 

平成３０年度 ４３件 開示１１件 部分開示２３件 拒否０件 取下げ２件 その他７件 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

１目 一般管理費

○ＩＴ基盤整備運営事業 【ＤＸ推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６３，８４８ ７４，４８７ ７２，６６２

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う働き方改革の一環として、職員が自宅から自席のパ 

ソコンを操作することができる、テレワークシステムの導入を行った。 

併せて庁内ＬＡＮを構成する機器（管理用サーバ、ネットワーク機器、パソコン、プリンタ）の 

賃貸借を行った。 

〈成果〉 テレワークシステムの導入により、延べ８３名の職員がテレワークシステムを活用し、自宅から 

業務を行った。

○携帯メール配信管理運営事業 【政策推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９８１ ２，８９３ ２，５９６

〈概要〉 市政に関する情報や防災情報などを登録者に配信した。 

〈成果〉 メール配信への登録を推奨するとともに、メールとＳＮＳの一括管理機能を導入し、登録者に対し

て、市政情報のお知らせに加え、新型コロナウイルス感染症に関する情報などの迅速な発信に努め

た。 

      登録者 １７，６１６人（令和３年３月３１日現在） 

○グループウェアシステム管理運営事業 【ＤＸ推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，８３３ ２，８９７ ２，８３３

〈概要〉 グループウェアシステムの管理・運用を行った。 

〈成果〉 利便性の良いシステムを運用することで事務の効率化を図った。 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

１目 一般管理費

○ホームページ管理運営事業 【政策推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，７６５ １，７０８ １，７０３

〈概要〉 ホームページを活用し、行政情報やイベント情報などの幅広い情報を市内外へ発信した。 

〈成果〉 特設サイトの充実や視覚効果を利用したトップページの配信などに加え、新型コロナウイルス感 

染症に関する情報を集約するなど、情報発信の強化とコンテンツの充実に努めた。 

     総アクセス数 ７，０６５，２５０回

○地域情報通信基盤整備推進事業 【管財課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４，４７０ ２７，１３３ ２４，３３８

〈概要〉 地域間の情報通信格差を是正し、生活環境の向上を図るために整備した光ファイバー網の維持管 

理を行った。 

〈成果〉 光ファイバーを使った高速インターネットサービスやひかり電話が利用できるなど、市民の情報 

通信環境を良好に維持することができた。 

      年度末現在のインターネット等契約世帯数 

令和２年度  ７，０９９世帯（＋７００世帯） 

令和元年度  ６，３９９世帯（＋６２７世帯） 

平成３０年度 ５，７７２世帯（＋３８８世帯） 

○市長交際費 【秘書課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，０６５ １，８５０ １８０

〈概要〉 市長が行政執行上、あるいは本市の利益のために市を代表し、外部との交渉・折衝・交際をする 

ために要した経費 

支出件数２１件 

 内訳（慶弔費１２件 総会等２件 贈答６件 会費等１件） 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

１目 一般管理費 

○職員研修費 【人事課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，４１４ ７，３６３ ２，１５９

〈概要〉 職員の資質の向上及び能力開発に資するため各種研修を実施した。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の影響により、予定していた派遣研修が中止となったことや単独自 

主研修を中止したものの、職員の意欲増進や資質の向上及び能力開発に向けた、必要不可欠な研 

修は確保した。 

区    分 課 程（件） 受講者数（人）

派 遣 研 修 

千葉県自治研修センター １ １ 

君津郡市広域市町村圏事務組合 ６ ５７

自治大学校 １ １

市町村職員中央研修所 ３ ３

国土交通大学校 ０ ０ 

その他 １２ ６０

小計 ２３ １２２

単独自主研修

 一般・専門研修 ４ ９６

 行政課題研修 ２ ８

小計 ６ １０４

計 ２９ ２２６

研修課程・人数比較                         

区  分 
研 修 課 程（件） 受 講 者 数（人） 

元年度 ２年度 比較 元年度 ２年度 比較 

千葉県自治研修センター １８ １ △１７ ３５ １ △３４

君津郡市広域市町村圏事務組合 ７ ６ △１ ８８ ５７ △３１

その他派遣研修 ２３ １６ △７ ５７ ６４ ７

単独自主研修 ２５ ６ △１９ ９１１ １０４ △８０７

計 ７３ ２９ △４４ １，０９１ ２２６ △８６５
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

１目 一般管理費 

○公衆無線ＬＡＮ環境整備事業 【ＤＸ推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８５１ １，２８０ １，２７４

〈概要〉 本庁舎１階や公民館に公衆無線ＬＡＮ環境を整備し、施設利用者の利便性の向上を図った。 

〈成果〉 令和元年１２月から本庁舎及び８公民館（合計９施設）において、公衆無線ＬＡＮを導入してい

る。 

令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの接続数は、３，６２９件（Ｒ２平均３０２件/月）

 ※同一日に、同じ端末で何度か接続したとしても１件とカウント 

２目 文書広報費 

○広報きみつ発行費 【政策推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８，３３９ １９，１５９ １８，９０７

〈概要〉 市政情報を広く市民に知らせ、市政運営に対して市民の理解と協力を得るために、広報きみつを

毎月１日に発行し、各世帯に配布した。 

〈成果〉 市からのお知らせに加え、市民が主役となるまちの情報や行政課題などを扱った特集を掲載した

ほか、新型コロナウイルス感染症に関する臨時号を発行するなど、市民にとって必要な情報がより

伝わる広報誌面の制作に努めた。 

発行部数（毎月）     約３０，０００部 

・新聞折り込み用    約２４，１５０部 

・郵送及び窓口配布用    約５，８５０部 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

５目 財産管理費 

○庁舎修繕事業 【管財課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，９５５ ２１，５０４ ２１，５０３

〈概要〉 令和元年房総半島台風で被災した本庁舎２階及び９階の軒裏天井やバス車庫シャッターの修繕を

実施した。また、新型コロナウイルス感染症対策としてトイレ手洗の水栓交換を行った。 

〈成果〉 庁舎及び機器等の機能の維持、回復を図ることができた。また、トイレ手洗いを自動水洗化し、接

触機会を減らすことにより、新型コロナウイルス感染症対策を実施した。 

     ・建築関係修繕   （１１件） ７，６３９千円 

     ・機械設備関係修繕 （１１件） ８，００２千円 

     ・その他小破修繕  （１４件） ５，８６２千円 

           合計       ２１，５０３千円 

○庁舎総合管理・保守点検委託事業 【管財課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５５，７５４ ５８，０８４ ５７，２４１

〈概要〉 庁舎の総合管理及び各機器等の保守点検を実施した。

〈成果〉 庁舎内の衛生的環境の確保及び各機器の正常運転、作動の確保、経年劣化による故障の早期発見・

修理ができた。

・庁舎総合管理     ３２，１０２千円  ・エレベーター保守 ３，２２１千円 

・庁舎警備業務     １５，４４４千円  ・その他      ５，３１８千円 

・空調用自動制御機器保守 １，１５６千円                    

                           合計        ５７，２４１千円 

○庁用自動車購入事業 【管財課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，７７９ １３，０９１ １０，０３７

〈概要〉 軽貨物車２台、小型貨物車１台、小型乗用車（プラグインハイブリッド車）１台及び既存電気自 

動車用給電装置1台を購入した。 

〈成果〉 古い車両を更新し、メンテナンス費用の削減と安全性の確保を図るとともに、災害時にも非常 

用電源として使用可能な車両等を購入し、停電対策を強化した。
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

５目 財産管理費 

○市有財産処分事業 【管財課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，６０６ ９，０２５ ７，６８４

〈概要〉 遊休市有財産の不動産鑑定、測量委託等を行うとともに、効果的な売却を目的として売却業務包

括民間委託により売却を行った。また、愛宕地先市有林の売却に伴い、地元愛宕神社へ立木（分収林）

補償を行った。 

〈成果〉 市内外から入札参加があり、一般競争入札により売却することができた。 

・君津市市有財産売却業務包括民間委託（販売促進）   ７５０千円 

             〃         （売却支援） １，１４８千円

・公募実績

物件名 入札参加者数（者） 最低売却価格（千円） 落札価格（千円） 

旧南子安職員・教職員

住宅土地建物 
４ １５，２１３ ３２，８０１

人見土地 ０ ５３，２２１ ― 

西粟倉土地 ０ ３，３５７ ― 

・事業提案型プロポーザル実績（随意契約） 

物件名 プロポーザル参加者数（者） 契約金額（千円） 

愛宕土地 １ ８６，２４３
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

５目 財産管理費 

○本庁舎改修事業 【管財課・公共施設マネジメント課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３６，４１４ ４７，４６９ ４６，４１７

〈概要〉 本庁舎で安全かつ安心して行政サービスが提供できるよう本庁舎の一部を改修した。 

また、本庁舎再整備の方向性を検討するため、本庁舎再整備のあり方検討委員会を開催した。 

〈成果〉 非常用回路改修及び自家発電機のバッテリー交換を行い災害時の停電対策を強化するとともに、 

新型コロナウイルス感染症対策として、トイレの自動照明改修及び便器の洋式化を行った。 

また、本庁舎の再整備については、新型コロナウイルス感染症の影響により、繰り越していた４回

目の検討委員会を令和２年６月１６日に開催し、本庁舎再整備のあり方に係る検討結果をとりまと 

めた。 

（事故繰越分）本庁舎再整備のあり方検討委員会等  １６，０７９千円 

（現 年 分）本庁舎非常用回路改修         ４，４００千円 

本庁舎自家発電機バッテリー交換修繕  ５，９７３千円 

本庁舎トイレ照明改修工事      １２，２９８千円 

本庁舎トイレ洋式化改修工事      ７，６６７千円 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費

○総合交通体系整備促進事業 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８９７ １，２１７ ７４７

〈概要〉 市民の生活に必要な公共交通のため、運行事業者などの交通に係る各種団体等との協議や連絡調

整を行うとともに、国、ＪＲ及びバス会社に対する陳情・要望活動を行った。 

〈成果〉 運行上の安全管理の観点から、コミュニティバスの運行形態を一般乗合旅客自動車運送事業（緑

ナンバー）に変更したほか、千葉県ＪＲ線複線化等促進期成同盟を通して鉄道運行本数の維持など

を要望した。 

○コミュニティバス運行事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１１，４９５ １１９，９８６ １１９，２７５

〈概要〉 交通空白区域の解消のため、沿線地区における市民の交通手段として、コミュニティバスを運行

した。 

〈成果〉 交通弱者等の移動手段の確保を図り、買い物や通勤、通学、通院等、市民生活の交通利便性の向 

上に努めた。 

・小糸川循環線バス運行事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５３，９１５ ５８，２０９ ５８，１３０

〈年度実績〉 運行便数 １２，３９６便  利用人数 １３８，０１８人 

１便当たり １１．１人（令和元年度 １５．７人） 

・中島・豊英線バス運行事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３８，３００ ４１，８６９ ４１，６４６

〈年度実績〉 運行便数 ８，０１６便  利用人数 １７，７３３人 

１便当たり ２．２人（令和元年度 ２．６人） 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費

・人見・大和田・神門線バス運行事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，２８０ １９，９０８ １９，４９９

〈年度実績〉 運行便数 ４，２５６便  利用人数 ２８，８１０人 

１便当たり ６．８人（令和元年度 ８．４人） 

○デマンド交通事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４，８７４ ３９，２０８ ３９，２０６

〈概要〉 交通空白区域となっている小櫃・上総地区を運行区域として、デマンド型乗合タクシーを運行し

た。 

〈成果〉 交通空白区域の解消、交通弱者等の移動手段の確保を図り、買い物や通勤、通学、通院等、市民生

活の交通利便性の向上に努めた。 

     利用実績  令和２年度  １２，２５５人（１日当たり ３３．６人） 

           令和元年度  １４，３５８人（１日当たり ３９．３人） 

○不採算路線維持費補助金 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４３，２７２ ５４，０５９ ４４，６９１

〈概要〉 運行補助を行うことで、生活バス路線の維持を図り、市民の交通手段の確保に努めた。 

〈成果〉 生活バス路線の維持・確保により、買い物や通勤、通学、通院等、市民生活における交通利便性 

の維持に努めた。 

 また、君津市内循環線の負担割合を見直し、２，５２８千円を削減した。 

     補助実績  令和２年度  ９路線 

           令和元年度  ９路線 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費 

○国際交流推進事業 【政策推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，１２５ ２，３０７ １，８８１

〈概要〉 国際化への対応や国際理解を深めるため、国際交流活動の推進母体である君津市国際交流協会に

対する補助金の交付等を行った。 

〈成果〉 君津市国際交流協会による外国語教室、日本語教室の開催、日本文化、外国文化の紹介、オンラ

イン交流や会報の発行などを通して、国際交流を推進することができた。 

○協働推進事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，９９８ ６，００２ ２，５４３

・市民協働のまちづくり推進事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６２９ ５９７ ６０

〈概要〉 市民活動団体等の活動を促進するため、主に市内で活動をしている市民活動団体を対象に市民活 

動団体連携会議（基調講演及び意見交換会）を実施した。 

〈成果〉 市民活動団体連携会議を実施し、参加者の９割以上から市民協働への理解が深まったとの回答が 

得られており、市民協働の意識の醸成が図られた。 

・市民活動団体支援事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，３６９ ５，４０５ ２，４８３

〈概要〉 市民が主役のまちづくりを推進するため、地域の活性化や特色あるまちづくりの実現に役立つ公

益的な事業を自主的に行う市民活動団体を支援するため、補助金を交付した。 

〈成果〉 市内各地で事業が実施され、地域の活性化や地域文化の創造、地域資源の発掘に寄与するととも

に、地域間、世代間の交流の場となった。 

補助金交付 １４団体１４事業（うち２事業中止） 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費 

○定住促進事業 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５２８ ９６７ ２８０

〈概要〉 定住促進を図るため、各種のオンラインによる移住促進イベントへの参加などにより本市の魅力 

発信等に取り組んだ。 

〈成果〉 移住促進イベント等を通じて、移住相談などを実施し、本市の認知度向上等を図り、定住促進に 

努めた。 

     ・移住相談件数  ２６件 

○君津イメージアップ推進事業 【政策推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，０９０ １，２７７ ６９９

〈概要〉 マスコットキャラクター「きみぴょん」を活用し、本市の知名度とふるさと意識の向上を目的に、

キャラクターの周知、ＰＲを行い、本市のイメージアップに努めた。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の影響により市内外のイベント出演が減少したが、ＳＮＳで動画の配 

信を行うなど様々な活動を行い、本市のイメージアップに努めた。 

・派遣（出演）回数 １７回 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費 

○かずさ水道広域連合企業団出資金等 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２１２，５２８ ４１３，７９２ ４０５，０３７

〈概要〉 かずさ水道広域連合企業団に出資金を支出し、経営基盤の強化や水道事業の自己資本の充実を図

った。 

〈成果〉 老朽管の更新等により、水道用水の安定給水を図った。また、非常用自家発電設備を法木第１・ 

第２増圧ポンプ場に設置し、災害時の電源を確保した。 

・負担金  １，４１８千円  ・出資金  ４０３，６１９千円 

○君津郡市広域市町村圏事務組合負担金 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３４，２６１ １２２，７１５ １２１，１７０

〈概要〉 木更津市、君津市、富津市及び袖ケ浦市の４市で構成する一部事務組合において次の事務につい

て共同処理を行った。 

    ［内容］ 広域事務の調整及び推進、児童発達支援センターの運営、救急急病医療事業、職員共同研修、

社会福祉法人の認可・指導監査 等 

 〈成果〉 広域処理により事務の合理化及び効率化を図った。 

○ＪＲ久留里線活性化協議会負担金 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ４３７ ４３７

〈概要〉 ＪＲ久留里線の沿線の市、県及びＪＲ東日本千葉支社と相互に連携し、利用促進に関する取組を

推進することにより、同路線の発展と沿線地域の振興を図ることを目的に、「ＪＲ久留里線活性化

協議会」を設立した。 

     設立年月日    令和２年４月１５日 

〈成果〉 ＰＲ動画を作成しＪＲ東日本千葉支社管内等で配信を行ったほか、イベント列車運行時のおもて

なしを実施するなど、ＪＲ久留里線の利用促進に取り組むとともに、沿線地域の活性化に向けた交

流人口の増加に努めた。 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費

○市民対話推進事業 【公共施設マネジメント課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６７３ ４,７６２ ４,０４４

〈概要〉 市民との対話を通じ、公共施設のあり方の検討を行うため、「君津まちづくりプロジェクト」を実

施した。 

       プロジェクトメンバー（無作為抽出による応募者） １０４人 

       オブザーバー（清和地区公共施設ワークショップ参加者から応募者）１３人 

       住民協議会（報告会）        令和２年６月２０日 

 〈成果・進捗〉 

      新型コロナウイルス感染症の影響により、延期となった２回目の住民協議会を実施した。この事

業でいただいた意見を参考に、公共施設の再配置に向けた方針を定めるとともに、各公共施設の今後

の方向性を示す個別施設計画を策定した。 

      （繰越明許分） 君津まちづくりプロジェクト支援   ３,９７９千円 

      （現 年 分） 旧秋元小学校複合化に係る事務経費    ６５千円 

○国土強靱化地域計画策定事業 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ９，００２ ７，８６３

〈概要〉  令和元年房総半島台風を始めとした一連の災害などを教訓として、災害に強いまちづくりを目指

すための防災減災に向けた指針となる計画を策定した。 

〈成果〉 あらゆる大規模自然災害を見据えて、事前に取り組むべき施策を取りまとめ、地域防災力の向上

を図るための国土強靱化地域計画を策定した。 

     （繰越明許分）国土強靱化地域計画策定業務委託 ７，３４８千円 

     （現 年 分）国土強靱化アドバイザー業務委託   ３６１千円 

有識者会議報償金等         １５４千円 

- 40 -



【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費

○（仮称）未来につなぐ総合計画策定事業 【企画課】 

 （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ７，４４０ ６，７０３

〈概要〉 人口減少など、本市を取り巻く環境の変化に対応するため、新たな総合計画の策定に取り組ん 

だ。 

〈成果〉 市民参画の取組としての「アンケート」、「きみつ市民会議」、各分野に関係する団体等に対する 

「団体ヒアリング」及び中高生を対象にした「きみつ未来ワークショップ」を実施した。 

なお、新型コロナウイルス感染症感染拡大により、タウンミーティングの一部等を次年度に繰り 

越した。 

（現 年 分）（仮称）未来につなぐ君津市総合計画策定支援業務委託等 ６，７０３千円 

      ・令和３年度へ繰越明許                           ７１５千円 

○総合戦略推進事業 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，４５３ ３４２ １４０

〈概要〉 第２期君津市「まち・ひと・しごと創生」総合戦略の改訂等に当たり、君津市「まち・ひと・し

ごと創生」有識者会議を開催した。 

〈成果〉 各分野の専門的な知見から、これまでの取組の評価や助言等を頂くとともに、総合戦略を改訂し

た。 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費

○経営改革推進事業 【総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３１ ２４２ １８

〈概要〉 令和２年度から令和５年度までを取組期間とする第２次君津市経営改革実施計画に基づき、各取 

組項目の令和２年度の目標達成に向けて取り組んだ。 

第１次君津市経営改革実施計画進捗状況及び第２次君津市経営改革実施計画の見直しについて、経 

営改革推進懇談会委員に対し、書面にて意見を求めた。 

〈成果〉 第２次君津市経営改革実施計画の取組による歳出削減額及び歳入増加額 

・事務事業の廃止・刷新・改良（花木センター、日本一のミツバツツジの里づくり） 

                              ３，２３７千円

     ・未利用財産の売却等             １１７，８０６千円 

     ・公共施設等の照明のＬＥＤ化推進（道路照明）   １，６４２千円 

     ・公共施設等の照明のＬＥＤ化推進（公園照明）   １，３１２千円 

 〈行革等に伴う見直し〉 

      ・令和２年度財政効果実績額          １２３，９９７千円 

○業務環境改善事業 【ＤＸ推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８７６ ３，６７８ ３，２５９

〈概要〉 〇庁内会議等でタブレット端末を活用した。 

〇ふるさと納税におけるワンストップ特例申請書入力業務、軽自動車税システム入力業務、小児 

予防接種登録業務の３業務についてＲＰＡを試験的に導入した。 

〇会議録作成支援システムを試験導入した。 

〈成果〉 タブレットの活用により庁内会議における会議資料のペーパーレス化、ＲＰＡの導入によりパソ

コンにおける定型業務の自動化、会議録作成支援システムによる会議録の作成により業務時間の短

縮につながった。 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費

○地方公会計関係費 【財政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，２６９ ２，１７０ ２，１３２

〈概要〉 統一的な基準による財務書類の作成業務を委託したほか、職員向けに財政学講座を開催し、本市 

の財政状況や公共施設等の現状について研修を実施した。 

 〈成果〉 統一的な基準による財務書類を活用し、「君津市の家計簿」の作成及び公表を行った。また、職員

向けの財政学講座を実施したことにより、本市の財政状況等をより深く理解してもらうことができ

た。 

○ファシリティマネジメント推進事業 【公共施設マネジメント課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，９６５ ２，０２０ １，９８２

〈概要〉 施設カルテ等の情報を管理している公共施設マネジメントシステムの運用保守に係る経費 

〈成果〉 公共施設マネジメントシステムで管理しているデータを活用し、施設更新に係る費用等の試算を 

行い、個別施設計画を策定した。 

○地方創生広域連携事業 【企画課・経済振興課・農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，５０５ ９，１５３ ８，５１４

〈概要〉  地域資源を活かした取組を推進し、本市の観光資源を活用して、関係人口の増加に努めた。 

〈成果〉 サイクルツーリズムの推進として、モニターイベントを実施したほか、ジビエの推進に資する取

組として、ジビエ調理講習会などを実施し、地域の活性化を図った。 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

６目 企画費

○高速バス通学支援事業 【企画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １，４１２ ８２３

〈概要〉 高速バスで通学する学生の定期代を一部補助し、大学等の進学時の転出抑制に努めた。 

〈成果〉 市内の高等学校などでの制度周知に努め、若い世代の転出抑制に取り組むとともに、利用者に市

の行事や地域活動への参加を促すことで、ふるさと意識の高揚に努めた。 

      ・利用登録者数 １０人 

○旧秋元小学校複合化整備事業 【清和地区拠点施設整備推進室】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３，７８０ ２，７５０

〈概要〉 旧秋元小学校施設に行政機能等を複合し、公共施設の再配置における先行モデルとして施設整備を

進めるため、基本構想及び基本計画の策定業務委託を実施した。 

〈成果・進捗〉  

令和３年度に債務負担行為の設定を行い、基本構想及び基本計画の策定に向けて着手した。（令 

和２年度実績は、契約に係る前金払分） 

     また、令和３年３月に基本構想についての地域説明会を実施した。なお、基本計画は令和３年５月

に策定が完了した。

- 44 -



【２款 総務費   １項 総務管理費】

７目 諸費

○表彰関係費 【秘書課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８７ ２２９ １７４

〈概要〉 君津市表彰規則に基づき、市政、社会、経済、文化の振興発展に寄与し、功績顕著である者を表彰

し、功績を讃えた。 

      市政などの振興発展に寄与     ６人・２団体 

      市の職員として２５年以上勤務   ３３人 

○東日本大震災避難者受入事業 【危機管理課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，６０６ ９４９ ８７９

〈概要〉 東日本大震災により住居を確保できない世帯や福島原子力発電所事故のため避難してきた方に

対して、民間借上げ住宅の家賃等の助成を行った。

〈成果〉 民間賃貸住宅を応急仮設住宅として借り上げて提供し、避難者への支援をすることができた。 

避難者受入状況 
令和２年３月３１日 令和３年３月３１日 

世帯数 人 数 世帯数 人 数

民間借上げ住宅  ３  ４ １ １
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

８目 電子計算費 

○基幹業務システム管理運営費 【ＤＸ推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３６，３８７ １６１，５９５ １５６，９９２

〈概要〉 住民情報や税情報等を取り扱う基幹業務システムの運用、保守、帳票印刷など、包括委託業務を

行った。その他、マイナンバーカード発行に利用する端末を追加した。

〈成果〉 住民情報等を厳重なセキュリティと大規模災害にも耐え得るデータセンターにて管理することに

より、情報管理における安全性を確保するとともに、システムを標準パッケージで運用すること

により、事務の効率化、経費節減等を図ることができた。

○社会保障・税番号制度システム整備関係事業 【ＤＸ推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４，８２５ １６，２７５ １４，２４１

〈概要〉 団体内統合宛名番号連携サーバの更新を行うとともに、マイナンバー制度改正及びデータ標準レ 

イアウト改版に伴うシステム改修、窓口端末等の保守運用管理を行った。 

〈成果〉 各行政機関、地方公共団体との情報連携のためのシステム整備を進めることができた。 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

９目 自治振興費 

○自治会集会施設整備事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，３２０ ４，００２ ３，５１０

〈概要〉 自治会が行う集会施設整備事業に要する費用の一部に対し補助金を交付した。

・新築及び増改築  経費の２分の１以内の額（６００万円を限度） 

・修繕       経費の３分の１以内の額（ ５０万円を限度） 

・健康増進（健康増進事業を行うための経費を含むとき。） 

全額         （１００万円を限度） 

〈成果〉 自治会集会施設の修繕等に対する自治会負担の軽減を図り、自治会運営の円滑化とコミュニティ

活動の推進に寄与した。令和元年房総半島台風等の被害による修繕について、業者の手配の都合

上、令和元年度内に着工できなかった４件については、事業の繰越しを行い、実施した。 

（繰越明許分） １，１６０千円 ４件                                (単位：千円) 

自 治 会 名 種 別 内  容 補助金額 

日渡根自治会 修繕 屋根瓦・外壁（令和元年房総半島台風等被害） ３１０

西原一自治会 修繕 屋根瓦・外壁・ガラス（令和元年房総半島台風等被害） ２１０

賀恵渕自治会 修繕 屋根材（令和元年房総半島台風等被害） ５００

大井戸自治会 修繕 軒裏、雨樋（令和元年房総半島台風等被害） １４０

（現 年 分） ２，３５０千円 ８件                      （単位：千円） 

自 治 会 名 種 別 内  容 補助金額 

坂田自治会 修繕 トイレの洋式化 ５００

小山野自治会 修繕 和室床の洋式化・間仕切り １５０

中島南部自治会 修繕 エアコン １７０

戸崎三自治会 修繕 テラス １８０

向郷第二自治会 修繕 床材下地・骨組 ２７０

練木自治会 修繕 
屋根、軒天、軒壁、雨樋、天井、戸袋、畳（令和元年房総

半島台風等被害） 
５００

清和市場自治会 修繕 屋根瓦（令和元年房総半島台風等被害） １００

笹自治会 修繕 屋根棟（令和元年房総半島台風等被害） ４８０
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【２款 総務費   １項 総務管理費】 

９目 自治振興費 

○コミュニティセンター管理運営事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３３，０７０ ３０，４９２ ２７，２４２

〈概要〉 ５か所のコミュニティセンターの管理運営を行った。

〈成果〉 指定管理者制度により、地域コミュニティの中核施設として地域住民の交流、連帯感を高めるた

めの施設として管理運営を行った。

利用者数  ・神門コミュニティセンター       １，９４６人 

・貞元コミュニティセンター       ６，９４４人 

・松丘コミュニティセンター       ３，０３７人 

・南子安コミュニティセンター      ２，９９６人 

・亀山コミュニティセンター       ２，１９１人 

○市民活動支援事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，４０８ １，４０３ １，３５８

 〈概要〉 君津市市民活動災害補償制度に基づき、市民活動に参加した者がその市民活動中に傷害等を負い、

又は第三者に対し損害賠償責任が生じた場合に、市が加入した保険により、当該傷害等を補償した。

〈成果〉 市民活動参加者を対象とする保険に市が加入することにより、市民や市民団体の負担の軽減を図

り、市民活動の活性化に寄与することができた。 

     保険金請求状況   （うち支払件数：金額） 

     全体件数     ２件（２件： ７２千円） 

      ・損害賠償  ０件（０件：  ０千円） 

      ・傷害補償  ２件（２件： ７２千円） 

（内訳） 

地域社会活動  ２件（２件： ７２千円） 

社会教育活動   ０件（０件：  ０千円） 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】 

９目 自治振興費 

○地域コミュニティ施設等再建支援事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ６，９１０ ５，６００

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した地域におけるコミュニティ活動を維持・促進するため、 

自治会が行う地域コミュニティ施設等の復旧に要する経費の一部を補助した。    

・建替分      経費の３分の１以内の額（５００万円を限度） 

・修繕分      経費の３分の１以内の額（２５０万円を限度） 

〈成果〉 令和元年房総半島台風等により被災したコミュニティ施設等３４件の修繕等に対する県補助金を

活用することで自治会の負担軽減を図り、自治会運営の円滑化とコミュニティ活動の推進に寄与し

た。 

                           （単位：千円） 

自 治 会 名 施 設 種 別 内  容 補助金額 

大和田自治会 倉庫 修繕 シャッター １２０

小山野自治会 集会所 修繕 屋根瓦、テラスビニールトタン、雨樋 １０

常代自治会 集会所 修繕 屋根材（トタン） ２０

尾車自治会 集会所 修繕 屋根瓦 ２０

馬登自治会 倉庫 修繕 シャッター ９０

八幡自治会 集会所 修繕 屋根の天窓 １０

中島中部自治会 集会所 修繕 屋根瓦、窓 １２０

泉東部自治会 集会所 修繕 屋根瓦、軒下日除け波トタン ２１０

上自治会 集会所 修繕 屋根瓦 ６０

練木自治会 集会所 修繕 
屋根消失、天井腐食、軒壁、

軒天、戸袋、床、雨樋
６７０

大井戸自治会 集会所 修繕 軒裏、雨樋 １４０

大井戸自治会 倉庫 修繕 シャッター破損、壁 １１０

大野台自治会 集会所 修繕 雨戸戸袋、ビニールトタン（庇） １１０

塚原自治会 集会所 修繕 テラス波板 １０

法木自治会 集会所 修繕 霧除け（庇） ５０

西粟倉自治会 集会所 修繕 屋根 ２２０

清和市場自治会 集会所 修繕 屋根瓦 １００

日渡根自治会 集会所 修繕 屋根瓦 ２６０

東粟倉自治会 集会所 修繕 屋根瓦、雨樋 ８０

西原一自治会 集会所 修繕 屋根瓦、外壁、窓 １９０

賀恵渕自治会 集会所 修繕 屋根瓦 ６２０

岩出自治会 集会所 修繕 軒天 ６０
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【２款 総務費   １項 総務管理費】 

９目 自治振興費 

 ～表つづき～ 

                                （単位：千円） 

自 治 会 名 施 設 種 別 内  容 補助金額 

下町自治会 倉庫 修繕 屋根、外壁、シャッター ８００

久留里自治会 集会所 修繕 屋根棟部分 ２０

安住自治会 集会所 修繕 屋根、雨樋、窓格子、壁 ３０

安住自治会 倉庫 修繕 雨樋、屋根 １０

久留里大谷自治会 集会所 修繕 屋根、窓 ３０

愛宕自治会 集会所 修繕 雨樋 １０

大坂自治会 集会所 修繕 雨樋 ２０

大戸見自治会 集会所 修繕 屋根、壁 １００

六区東部自治会 集会所 修繕 屋根、壁 ６１０

黄和田畑自治会 集会所 修繕 屋根、雨戸、窓 １３０

笹自治会 集会所 修繕 屋根の棟 ４８０

香木原自治会 集会所 修繕 屋根 ８０
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

１０目 交通防犯対策費 

○防犯協会補助金 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，９１０ ２，０４０ ２，０４０

〈概要〉 犯罪の未然防止を目的として、各地域に設置された支部による防犯パトロールや広報・啓発活

動、防犯講演会の開催、新入学児童への防犯ブザーの配布など防犯協会の多様な活動を支援するた

め、補助金を交付した。 

〈成果〉 地域住民及び関係団体等との相互協力により、犯罪の予防及び少年の非行防止活動が実施され

た。また、新入学児童への防犯ブザーの配布により、児童に対する安全対策の充実が図られた。 

○ＬＥＤ防犯灯管理事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２７，０４８ ３０，８６１ ２８，０８６

〈概要〉 ＬＥＤ防犯灯の電気料や賃貸借料の支払いのほか、賃貸借物件以外の既設防犯灯の修繕や新規設

置工事を行った。 

〈成果〉 夜間における歩行者の安全確保と犯罪の防止を図った。 

・防犯灯管理灯数    ９，１２１灯 

・新規設置灯数        ４８灯 

・補修灯数          ９３灯

- 51 -



【２款 総務費   １項 総務管理費】

１０目 交通防犯対策費 

○防犯推進事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，０５３ ５，４６２ ４，９７８

〈概要〉 犯罪防止対策として、青色回転灯付き防犯パトロール車を使用した防犯巡視員による防犯パトロ

ールの実施や、防犯カメラの設置・運用を行った。また、自治会等の自主防犯組織の活性化のた

め、防犯用品を支給した。 

〈成果〉 専任の防犯巡視員や自治会等を単位とした自主防犯パトロール隊による防犯パトロールの実施に

より、地域の安全を確保した。また、防犯カメラの設置・運用により、路上犯罪の抑止を図った。 

・専任の防犯巡視員によるパトロール日数  ２４３日 

・防犯カメラ新規設置台数  ３台（総設置台数 １７台） 

・自主防犯組織への防犯用品の支給団体  ２５団体 

○防犯ボックス運営事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，９６５ ９，４４５ ８，８２３

〈概要〉 地域の防犯力向上を目的として、防犯活動の拠点となる防犯ボックスを運営し、地域住民・市・

警察・県が一体となり、効果的な防犯活動を推進した。

〈成果〉 防犯ボックス勤務員（セーフティアドバイザー）による見守り活動や自主防犯団体との合同パト

ロールなどの実施により、地域の安全を確保した。 

・見守り活動  １，６５５回実施 

・自主防犯団体との合同パトロール  ８団体と計５９回実施 
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【２款 総務費   １項 総務管理費】

１１目 特別定額給付金事業費 

○特別定額給付金給付事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ８，３９６，１８０ ８，３９６，１１１

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う緊急経済対策として、簡素な仕組みで迅速かつ的確に

家計への支援を行うため、特別定額給付金を給付した。 

〈成果〉 いち早く市民に特別定額給付金を届けるため、県内市としては最も早い５月７日に申請書を発送 

し、５月末時点で県内市町村の平均給付率が６．１％である中、本市においては、約８８％の方へ 

給付を完了するなど早期の給付に取り組み、最終的には全世帯の９９．５％から申請をいただき、 

給付を完了した。 

１ 申請状況 

対象世帯数      ３９，２００世帯 

申請世帯数      ３９，０２１世帯 

（内訳）オンライン    ８５１世帯 

郵送等   ３８，１７０世帯 

申請率          ９９．５％ 

２ 給付状況 

（１）世帯数 

 対象世帯数      ３９，２００世帯 

 給付世帯数      ３９，０２１世帯 

 給付率          ９９．５％ 

（２）人数 

対象人数       ８３，６０２人 

給付人数       ８３，４０６人 

給付率          ９９．８％ 

（３）給付金額 

８３億４，０６０万円
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

２ 総務費 ２ 徴税費 ４１６，３０９ ３９０，８５３

１目 税務総務費 

○特別滞納整理事業 【納税課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，３０２ １５，１２４ １４，７４０

〈概要〉 滞納整理事務を効果的かつ効率的に行うための滞納管理システムの維持管理及びその他の経費

〈成果〉 滞納管理システムの活用により、収納情報、課税情報、交渉履歴、処分履歴等をデータベース化

し、文書催告、納税相談、差押え及び交付要求など滞納整理を適切に実施した。 

・休日（毎月第３日曜日）、夜間（毎月第２水曜日）納税相談窓口の開設 

  内訳  休日     ３３９人（１６９件、４，６１７千円納付） 

      夜間     １０１人（ ５１件、１，２０９千円納付） 

・来庁現金納付    ３，４２８人（休日夜間納税相談窓口含む。） 

・来庁納税相談    ７，４５７人（休日夜間納税相談窓口含む。） 

    ・電話相談      ９，２３２人 

・分納誓約      ２，０２４人 

 ・差押及び換価                          （単位：件・千円）  

区   分 
差押 換価 

件数 金額 件数 金額 

預   金 ２８３ ４０，２８４ ２７２ ３０，３３３

給   与 １２３ ８７，３１３ ７９５ ３７，２８４

生命保険 ４０ ５，９４８ ３１ ４，６３０

国税還付金 ４３ １，５４７ ２２ ９７７

年   金 ２１ １８，２０２ ８５ ５，３０８

不 動 産 １ ８，０４４ ３

(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ公売) 

１，５０２

そ の 他 ２７ ７，９０２ １８２ ４，８９０

合計 ５３８ １６９，２４０ １，３９０ ８４，９２４

（給与及び年金の換価の件数は、１件の差押えに対し複数回にわたり換価がなされた 

ものについては、それぞれ１件として計上） 

・交付要求 ４３件 １９，０４２千円（配当 １３件 １，３５４千円） 

※人数は延べ人数で、人数、件数及び金額には、国民健康保険税分を含む。
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【２款 総務費   ２項 徴税費】

２目 賦課徴収費 

○市税収納事務費 【納税課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２１，５３６ ２４，９３０ １８，８４１

〈概要〉 市税の徴収及び収納管理に関する事務経費

〈成果〉 口座振替、コンビニエンスストア納付など市税の収納を適切に管理するとともに、滞納者には督

促状を発送した。

また、令和２年１１月１日からLINE Pay、PayPayによるスマホ決済を導入し納付方法の拡充を図

った。 

・督促状発送件数         ２３，００６件 

・口座振替件数         ７９，９８２件（口座振替率 ３９．３３％） 

・コンビニ納付件数         ６９，１６６件（納付率   ２７．２２％） 

・クレジットカード納付件数    １，３１９件（納付率    ３．５３％）※軽自動車税のみ 

・ペイジー口座振替申込件数     ２６９件 

・スマホ決済件数          ２７１件（令和２年１１月１日開始） 

○標準宅地等鑑定評価業務委託事業 【課税課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４４，７２９ １，６９４ １，４５９

〈概要〉 令和３年度固定資産税評価替えに向け、令和元年度中に価格調査基準日（令和２年１月１日）にお

ける標準宅地７９４地点の不動産鑑定を行った。令和２年度は、価格調査基準日から半年間の地価

の状況を把握するための時点修正に係る標準宅地鑑定評価業務を委託した。 

鑑定地点   標準宅地１３４地点 

鑑定時点   令和２年７月１日 

業務委託期間 令和２年６月２６日～令和２年８月１４日 

〈成果〉 令和３年度固定資産税の課税に当たり、地価の状況を把握し適正な評価を行うことができた。 
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【２款 総務費   ２項 徴税費】

２目 賦課徴収費 

○土地評価業務関係費 【課税課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，４４３ ２５，６６８ ２５，６４７

〈概要〉 ①土地評価業務委託 

令和３年度固定資産税評価替えに向けた第３年度の業務として、固定資産税路線価の算出等 

の土地評価業務を委託した。 

②地理情報システム機器等の賃貸借等 

土地、家屋、航空写真等の各種情報を一体的に管理する地理情報システムの運用に係る機器及

びソフトウエアを賃貸借するとともに、保守業務を委託した。 

      ③航空写真撮影等業務委託

土地、家屋の現況把握の資料として、航空写真撮影及び画像データの作成等を実施した。

 〈成果〉 令和３年度固定資産税の適正な課税と評価替え事務の効率化を図った。 

○地方税電子化促進事業 【課税課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，５０２ ２，７６８ ２，７６７

〈概要〉 ①地方税共同機構負担金 

各自治体の人口等に応じて積算した、電子申告や国税連携業務等に係る費用を支払った。 

②地方税ポータルシステム（エルタックス）対応ＡＳＰサービス調達業務 

エルタックスを利用した地方税に関する手続きを電子的に行うため、地方税共同機構が認定 

する認定委託先事業者が提供する共同利用型のＡＳＰサービスを調達した。 

 〈成果〉 給与支払報告書や申告書等の受付に加え、特別徴収税額決定通知の発送等を電子的に行うことで、

事務の効率化及び利用者の利便性向上に努めた。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

２ 総務費 ３ 戸籍住民基本台帳費 ２８１，２６１ ２５２，６４９

１目 戸籍住民基本台帳費 

○住民基本台帳事務関係事業 【市民課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５，０８１ ７３，４７５ ５７，０９０

〈概要〉 住民に関する記録の適正な管理を図り、正確かつ統一的に事務処理を行い、住民の利便の増進

を図るとともに、社会保障・税番号制度によるマイナンバーカードの交付を行った。

〈成果〉 住民基本台帳人口は８２，７４８人となり、令和元年度末と比較し人口で７５１人減少、世帯 

では３３０世帯の増加であった。 

(1) 住民基本台帳人口及び世帯数  

         （令和３年３月３１日現在） 

 日本人 外国人 合 計 

 男 性 ４１，８１６ ４３７ ４２，２５３ 

 女 性 ３９，８８２ ６１３ ４０，４９５ 

  計 ８１，６９８ １，０５０    ８２，７４８ 

世帯数 

日本人 外国人 複数国籍 計 

３８，３１９ ５８３ ３５５ ３９，２５７
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

１目 戸籍住民基本台帳費 

(2) 住民基本台帳人口構成（年齢階層別人口） 

（令和３年３月３１日現在） 

年 齢 日本人(男) 外国人(男) 日本人(女) 外国人(女) 計(人) 構成比率(％) 

０～ ４ １，２１３    ８ １，２３６    ６ ２，４６３ ２．９８％ 

５～ ９ １，５４５   １０ １，３４９    ４ ２，９０８ ３．５１％ 

１０～１４ １，６１０   １０ １，４９８    ６ ３，１２４ ３．７８％ 

１５～１９ ２，０２５   ５５ １，６４３   ５１ ３，７７４ ４．５６％ 

２０～２４ ２，３２１   ８０ １，６９５   ５４ ４，１５０ ５．０１％ 

２５～２９ ２，３７０   ９５ １，６２７   ５７ ４，１４９ ５．０１％ 

３０～３４ ２，３３６   ５２ １，７６６   ２２ ４，１７６ ５．０５％ 

３５～３９ ２，３０４   ３０ １，９３４   ４０ ４，３０８ ５．２１％ 

４０～４４ ２，５６１   １３ ２，１４１   ６９ ４，７８４ ５．７８％ 

４５～４９ ３，１７０   １９ ２，７５５   ７９ ６，０２３ ７．２８％ 

５０～５４ ２，９０３   ２３ ２，６２８   ８６ ５，６４０ ６．８２％ 

５５～５９ ２，６６６   １６ ２，４９３   ６６ ５，２４１ ６．３３％ 

６０～６４ ２，８４８    ３ ２，５２９   ３６ ５，４１６ ６．５４％ 

６５～６９ ３，１７１    ７ ３，０６０   ２０ ６，２５８ ７．５６％ 

７０～７４ ３，３６１    ９ ３，５６０    ４ ６，９３４ ８．３８％ 

７５～７９ ２，３９３    ２ ２，８１８    ６ ５，２１９ ６．３１％ 

８０～ ３，０１９    ５ ５，１５０    ７ ８，１８１ ９．８９％ 
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

１目 戸籍住民基本台帳費 

(3) 住民基本台帳関係事務処理件数 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

種別(Ａ) 人 数 種別(Ｂ) 人 数 種  別 件 数 

転 入 者 ２，８２０ 転出者 ２，９５９ 転 居 １，３８５

出 生 者 ４５７ 死亡者 １，０２７ 世帯変更 ８２８

そ の  他 ３１ その他 ７３ 職権記載 １

計 ( Ａ ) ３，３０８ 計(Ｂ) ４，０５９ 経過通知 ８９

増  減  数  (Ａ－Ｂ) △７５１ 計 ２，３０３

戸籍の附票（人数） 
記  載 ５，６８３

消  除 ２，０６０

※戸籍の附票の記載件数については、県への統計資料に合わせ、住所を記載した件数のみを計上 

(4) 印鑑登録関係件数 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

登  録 廃  止 抹  消 年度末登録者数 

２，９０４ ９１０ ２，２９５ ５７，１８９ 

(5) 国籍別外国人住民数 

（令和３年３月３１日現在） 

国籍名 人 数 国籍名 人 数 国籍名 人 数 

中国・台湾 ２３４ ベトナム ２０２ インドネシア ３３

フィリピン ２２４ ブラジル ５８ モンゴル ２０

韓国・朝鮮 １２７ タイ ２６ その他 １２６

   合 計   １，０５０ 

(6) 個人番号カード交付件数 （令和３年３月３１日現在） 

社会保障・税番号制度施行に伴い、市民からの申請に基づき個人番号カードを交付した。 

なお、令和３年２月以降に個人番号カードを申請した方から、インターネットでのカード受取予

約を開始し、市民サービスの向上を図った。 

個人番号カード交付枚数     ２３，１１５枚 
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

１目 戸籍住民基本台帳費 

○郵便局における戸籍・住民票等交付事業 【市民課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，５１９ ２，３３８ ２，２４０

〈概要〉 市内郵便局と事務の提携により、住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本等を交付した。 

〈成果〉 ３５８通の利用があり、市民の利便性の向上を図ることができた。

郵便局における住民票の写し、戸籍謄抄本等取扱通数及び手数料 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

区   分 交付通数 金 額(円) 

住民票の写し謄本 ３３ ９，９００ 

住民票の写し抄本 １０８ ３２，４００ 

戸籍の附票の写し ０ ０ 

印鑑登録証明書 １７６ ５２，８００ 

納 税 証 明 書 ０ ０ 

戸 籍 謄 本 ２７ １２，１５０ 

戸 籍 抄 本 １４ ６，３００ 

計 ３５８ １１３，５５０ 

○戸籍事務関係事業 【市民課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，１２９ １４，５５１ １４，４５９

〈概要〉 戸籍事務の電算処理により、正確かつ迅速な処理を図った。

〈成果〉 戸籍総合システムを運用し、正確かつ効率的な戸籍記載事務、迅速な戸籍証明書の検索及び発 

行を行うことができた。 

また、令和元年度と比較し、本籍数は８０戸籍減、本籍人口数は５９７人減となった。 

(1) 本籍数及び本籍人口 

（令和３年３月３１日現在） 

本 籍 数 ３５，９５２戸籍 本籍人口 ８５，２２９人
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

１目 戸籍住民基本台帳費 

（2） 戸籍届出書の取扱件数 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

事 件 の 種 類 件 数 事 件 の 種 類 件 数 

出  生 ６９６ 入  籍 １８４ 

国籍留保 ３ 分  籍 ３０ 

認  知 １２ 帰  化 ４ 

養子縁組 １０２ 氏の変更 １２ 

養子離縁 ２８ 転  籍 ３９２ 

婚  姻 ７９６ 戸籍訂正 ４６ 

離  婚 ２２１ そ の 他 ３１ 

離婚の際に称して 

いた氏を称する届 
８６ 不受理申出 １９ 

死  亡 １，２０９   

計 ３，８７１ 

  ・各種証明書取扱通数及び手数料 

(1)  住民票の写し等取扱通数及び手数料 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

区   分 
交 付 通 数 金 額 

（円) 有  料 無  料 

住民票の写し謄本 １７，９３４ １，４９１ ５，２３５，５００ 

住民票の写し抄本 １３，３９８ ４５１ ４，０１９，４００ 

住民票の写し除票 ２，３０８ ５４５ ６９２，４００ 

住民票記載事項証明書 ９１０ ９   ２７３，０００ 

住所証明（軽自動車用） ０ ６，６１８ ０ 

戸籍の附票の写し １，４５４ ２，９６５ ４３３，５００ 

閲 覧 ８ ７０ ２，４００ 

印 鑑 登 録 証 明 書 ２４，０６８ ３６ ７，１１４，１００ 

身 分 証 明 書 ７７２ １ ２３１，６００ 

そ の 他 証 明 書 １４３ ６５ ４２，９００ 

不 在 証 明 書 ７４ ３ ２２，２００ 

臨 時 運 行 許 可 書 ７５０ ０ ５６２，５００ 

広 域 交 付 住 民 票 ５１ ０ １５，３００ 

計 ６１，８７０ １２，２５４ １８，６４４，８００ 

※コンビニ交付サービスによる住民票の写しについては住民票の写し謄本に含む。 
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

１目 戸籍住民基本台帳費 

(2) 通知カード等再交付件数及び手数料 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

区   分 
交 付 件 数 金 額 

（円) 有  料 無  料 

通 知 カード 再交付 ９ ６ ４，５００ 

個人番号カード再交付 １０７ ２５１ ８５，６００ 

計 １１６ ２５７ ９０，１００ 

(3) 戸籍証明書等交付通数及び手数料 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

区   分 
交 付 通 数 金 額 

（円) 有  料 無  料 

戸 籍 謄 本 １０，２８１ ３，０２８ ４，６０９，２５０

戸 籍 抄 本 ２，１０４ １５９ ９３８，９００

除 籍 謄 本 ３，５０３ １，９３１ ２，６２７，２５０

除 籍 抄 本 ７８ ２０ ５８，５００

改 製 原 戸 籍 謄 本 ４，０７９ ３，２６４ ３，０５９，２５０

改 製 原 戸 籍 抄 本 ２４ ９ １８，０００

受 理 証 明 書 ２５６ ３ ９５，９００

届 出 書 写 し １６ ３ ５，６００

戸 籍 の 証 明 １ ２ ３５０

計 ２０，３４２ ８，４１９ １１，４１３，０００
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

１目 戸籍住民基本台帳費 

○旅券事務費 【市民課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，８４８ ２，３４６ １，９６１

〈概要〉 旅券事務の一部について千葉県より権限移譲を受け、一般旅券の申請受理・交付を行った。

〈成果〉 市役所窓口で手続きができ、市民の利便性を図ることができた。 

・一般旅券申請受理・交付件数等 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

新規・切替申請 記載事項 

変更申請 

査証欄 

増補申請 
紛失等届 交付 

１０年用 ５年用 計 

１５５ ４４ １９９ ３ １ ４ ２３０ 

○証明書コンビニ交付事業 【市民課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，０６５ ７，９８６ ７，９６０

〈概要〉 マイナンバーカードを利用し、コンビニエンスストア等に設置したキオスク端末による住民票の

写し等の証明書の自動交付サービスを行った。

〈成果〉 証明書の取得ができる時間及び場所が拡大され、市民サービスの向上を図ることができた。

・コンビニ交付サービスによる交付通数及び手数料 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）

区   分 
交付手数料 

（円） 
交付通数 

金  額 

（円） 

住民票の写し ２００ １，４４７ ２８９，４００ 

印鑑登録証明書 ２００ １，０６３ ２１２，６００ 

戸籍の附票の写し ２００ ２７ ５，４００ 

市県民税課税・非課税証明書 ２００ ９２ １８，４００ 

戸籍の全部事項証明書（戸籍謄本） ３５０ １７２ ６０，２００ 

戸籍の個人事項証明書（戸籍抄本） ３５０ ７９ ２７，６５０ 

計  ２，８８０ ６１３，６５０ 

※コンビニ交付サービスにおける証明書交付手数料は、コンビニ交付サービスの利用を促進し、 

マイナンバーカードの普及促進を図るため、窓口での交付手数料より１００円減額 
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

２目 市民相談費 

○法律相談関係費 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，０９４ １，１８８ １，１２２

〈概要〉 法律の知識が必要なトラブル等の解決に向けて弁護士による法律相談を実施した。

     法律相談員 ３人 

〈成果〉 弁護士による法律相談を行い、市民の幸福な社会生活に寄与した。 

・相談日 毎月２回（第２及び第４木曜日） 

・法律相談件数 １６１件 

○結婚相談関係費 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，４２４ １，４５１ ７４０

〈概要〉 結婚を希望する方に出会いの場を提供するとともに、相談員が良き相談相手となり、近隣５市の

相談員が連携して情報を広く求め、結婚相手の紹介等、結婚成立に努めた。 

     結婚相談員 ２人 

〈成果〉 結婚希望者に対する結婚相談や出会いの場を提供し、市民福祉の増進を図った。 

・相談日 毎週２回（火曜日及び金曜日） 

・６月、１０月 休日結婚相談を開催（１２月、２月は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防 

止の観点から中止とした。） 

・年度末登録者数 ６１人（登録期間２年） 

・結婚相談件数 延べ８４８件 

・成婚数 ５件（登録者５人） 

・めぐり愛（逢い）きみつは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止とし 

た。 
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【２款 総務費   ３項 戸籍住民基本台帳費】

２目 市民相談費 

○月例市民相談関係費 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４９０ ５０４ ３７１

〈概要〉 社会生活が多様化している中で、様々な悩みを抱える市民のために、人権擁護委員と行政相談委

員が相談を実施した。 

人権擁護委員 １０人 

行政相談委員  ３人 

〈成果〉 人権擁護委員や行政相談委員による助言指導を行い、市民生活の安定に努めた。 

      ・相談日 毎月６回（君津地区４回、小糸・清和・小櫃・上総地区隔月１回） 

・月例相談件数 ２５件
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

２ 総務費 ４ 選挙費 ７２，３７７ ６８，２７１

３目 千葉県知事選挙事務費 

○千葉県知事選挙事務費 【選挙管理委員会事務局】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ４４，３０８ ４０，４９７

〈概要〉 千葉県知事選挙の管理執行

任期満了日 令和３年４月４日

選挙期日  令和３年３月２１日

〈成果〉 定数１人  候補者８人

当日有権者数 投票者数 投票率

男 ３６，０６３人 １４，５５２人 ４０．３５％

女 ３４，６０２人 １４，４０５人 ４１．６３％

計 ７０，６６５人 ２８，９５７人 ４０．９８％
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

２ 総務費 ５ 統計調査費 ５０，５１８ ４５，８２９

２目 基幹統計調査費 

○国勢調査事業 【総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３４，４１０ ３０，３００

〈概要〉 我が国の人口や世帯の実態を明らかにし、各種行政施策などの基礎資料を得ることを目的として、

総務省が実施した調査で、市は調査員調査に係る事務などを実施した。

       調査基準日     令和２年１０月１日 

       調査区数     ６１７調査区 

       調 査 員     ３９７人 

       指 導 員     ６１人 

       速報集計     国 令和３年６月２５日公表  千葉県 令和３年６月９日公表 

       人 口（県速報）  ８２，２４９人（平成２７年比 ３，７８４人減、４．４０％減） 

       世帯数（県速報）  ３５，３５２世帯（平成２７年比 ９０５世帯増、２．６３％増） 

○工業統計調査 【総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４６ １９２ １１２

〈概要〉 我が国の工業の実態を明らかにし、産業政策、中小企業政策など、国や都道府県の行政施策のため

の基礎資料を得ることを目的として、経済産業省が実施した調査で、市は調査員調査に係る事務など

を実施した。

       調査基準日  令和２年６月１日 

       調査区数  ６３調査区 

       調 査 員  ６人 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

２ 総務費 ６ 監査委員費 ２８，３６７ ２７，４４７

１目 監査委員費 

監査委員による監査は、地方自治法、地方公営企業法及び地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定

に基づき、本市の行財政の執行が適法かつ適正に運営されているか否か、及び財政状況が健全なものであるか

否かを監査することにより、公正で合理的かつ能率的な行財政運営を確保し、もって市政の健全な発展に貢献

しようとするものである。 

なお、監査等については「監査等実施計画」を定め、以下の監査等を実施した。 

  ・定期監査         市長の補助機関及び行政委員会 

  ・例月出納検査       会計課 

  ・決算審査         一般会計、特別会計歳入歳出決算 

  ・基金運用審査       高額療養費貸付基金、国民健康保険出産費資金貸付基金 

  ・健全化判断比率等審査   財政部 

  ・財政援助団体等監査                 〈 〉は、財政援助団体等を所管する部課 

    出資団体及び補助金交付団体 

     公益社団法人君津市シルバー人材センター            〈保健福祉部高齢者支援課〉 

     君津商工会議所                          〈経済部経済振興課〉 

     公益財団法人君津市文化振興財団                 〈教育部生涯学習文化課〉 

    公の施設の指定管理者 

     公益社団法人君津市シルバー人材センター（君津市老人憩いの家 すえよし） 

〈保健福祉部高齢者支援課〉 

     株式会社富士アシストホーム（坂田駐車場）               〈建設部建設計画課〉 

     三幸株式会社（内みのわ運動公園、君津緩衝緑地）           〈建設部公園緑地課〉 

     株式会社オーエンス（久留里市民プール）                〈教育部体育振興課〉 

     公益財団法人体力つくり指導協会 

（君津勤労者総合福祉センター、君津緩衝緑地（西君津）有料公園施設） 〈経済部経済振興課〉 
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【２款 総務費   ６項 監査委員費】

１目 監査委員費 

○非常勤監査委員関係費 【監査委員事務局】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，５３１ ３，７３４ ３，５３９

〈概要〉 定期監査・例月出納検査・決算審査・健全化判断比率等審査・監査委員研修等の監査委員に関す 

る経費

〈成果〉 識見監査委員２人、議選監査委員１人により監査等を実施し、公正で合理的かつ能率的な行財政 

運営の確保に努めた。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

３ 民生費  １１，４５３，２０３ １０，８８６，５３９

 １ 社会福祉費 ５，４７５，５３５ ５，２４３，２３３

１目 社会福祉総務費 

○社会福祉事業事務委託 【厚生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１，８１４ １４，２６７ １４，０８９

〈概要〉 民生委員及び福祉団体の育成等に関する事務を君津市社会福祉協議会に委託した。 

     ・民生委員・児童委員の活動に関する事業 

     ・保護司の活動に関する事業 

     ・福祉団体育成・助成事業 

     ・遺族会助成事業等 

〈成果〉 社会福祉行政の効果的な運営に努めた。 

○社会福祉協議会運営助成金 【厚生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７７，２７４ ７８，４８１ ７６，６３０

〈概要〉 社会福祉行政を効果的に運営するため、君津市社会福祉協議会に運営費を助成した。

〈成果〉 事業運営費を助成し、様々な地域福祉事業等が実施できた。
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

１目 社会福祉総務費

○地域コミュニティづくり推進支援事業 【厚生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，１０６ ７，８２９ ５，９９６

〈概要〉 地域コミュニティの構築を図るため、君津市社会福祉協議会が行う地域コミュニティ推進支援事 

業に対し補助をした。 

     ・企画広報事業 

     ・小地域福祉推進事業（地区社協運営費） 

     ・ボランティア活動推進事業 

     ・ふれあい相談事業 

〈成果〉 地域住民の自発的な参加による地域福祉活動を推進した。また、新型コロナウイルス感染症の影 

響により、健康と福祉のふれあいまつり及び８地区の敬老会が中止となった。 

○生活困窮者等自立相談支援事業 【厚生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８，４３６ ３２，９５５ ３１，５６９

〈概要〉 生活困窮者の生活相談及び就労相談、子どもたちが家庭環境に関わらず将来の希望を描くことが 

できるよう学習支援事業等を行った。 

また、被保護者に対する就労支援事業等を行った。 

※当事業と３款２項３目ひとり親家庭等生活向上事業にそれぞれ学習支援事業の予算を計上して 

いる。 

 〈成果〉 自立相談支援事業    新規相談  ５２６件  就労決定   ９１人 

      被保護者就労支援事業  新規相談   １９件  就労決定   １５人 

      学習支援事業      学習支援会場 ３か所  参加登録者数 ２９人 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費

○障害者自立支援給付事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，６４３，４６３ １，７０５，３１８ １，６９４，５８５

 〈概要〉 障害福祉サービス費支給事業、自立支援医療費支給事業、補装具費支給事業、障害者介護給付

費等審査会運営事業及び自立支援関連事業を実施し、障害者の自立を支援した。 

 〈成果〉 障害者が地域で自立して暮らせるように支援した。 

・障害福祉サービス費支給事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，４６５，８４２ １，５２９，３０５ １，５２９，１８３

 〈概要〉 身体、知的、精神障害者（児）及び難病等対象者が、日常生活又は社会生活を営むために必要

な福祉サービス給付を行った。 

 〈成果〉 令和２年４月審査分から令和３年３月審査分実績 

福祉サービス 単位 身体 知的 精神 児童 難病 計 

居宅介護 
延時間 17,894.50 2,106.50 3,684    74.50 354.50 24,114  

実人員 67   15  26   1  2  111  

重度訪問介護 
延時間 3,043   2,915.50    5,958.5 

実人員 2   1     3  

行動援護 
延時間      0  

実人員      0  

同行援護 
延時間 2,897       2,897  

実人員 26       26  

重度障害者等包括支援 
延時間      0  

実人員      0  

生活介護 
延日数 14,709   33,450  870     49,029  

実人員 67   145  8     220  

療養介護 
延日数 1,825       1,825  

実人員 5       5  

短期入所 
延日数 998   2,944     68   4,010  

実人員 15   27     4   46  

施設入所支援 実人員 26   70    1 97  
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費

～表つづき～ 

福祉サービス 単位 身体 知的 精神 児童 難病 計 

就労移行支援 
延日数 441 1,329 1,737  3,507 

実人員 5 14 20   39 

就労継続支援（Ａ型、Ｂ

型） 

延日数 4,222 27,312 9,582  414 41,530 

実人員 26 136 88   2 252 

自立訓練（生活、機能、宿

泊） 

延日数 90 954 547  80 1,671 

実人員 3 4 3  1 11 

共同生活援助(グループ

ホーム) 
実人員 12 65 20  97 

自立生活援助 実人員     0 

就労定着支援 実人員  3 5  8 

地域移行支援 実人員 1    1 

地域定着支援 実人員     0 

計画相談支援 延件数 238 595 159  2 994 

高額障害福祉サービス費 延件数 2  1  3 

・自立支援医療費支給事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２９，２８７ １３０，１３６ １２４，８３７

 〈概要〉 身体障害者（児）等に対し、障害を除去・軽減及び進行を防ぐための医療給付を行った。 

 〈成果〉 更生医療 ２，４８９件 

・心臓疾患           ０件 

・腎臓疾患       ２，４１５件 

・肝臓疾患          １６件 

・免疫不全          ５８件 

・肢体不自由          ０件 

育成医療     ７件 

・視覚障害           ０件 

・聴覚、平衡機能障害      ２件 

・音声、言語、そしゃく機能障害 ２件 

・肢体不自由          １件 

・肝臓障害           ２件 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費 

・補装具費支給事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８，０４３ １４，０００ １０，２４９

 〈概要〉 身体障害者（児）及び難病患者等に対し、職業その他日常生活の効率の向上を図ることを目的

に補装具の交付及び修理を行った。 

 〈成果〉 ・交付件数 ４１件（障害者 ３４件 障害児 ７件） 

     ・修理件数 ６９件（障害者 ６４件 障害児 ５件） 

・障害者介護給付費等審査会運営事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，７３３ ４，２７５ ３，８０３

 〈概要〉 障害支援区分等に関する客観的な審査判定を行い、支給要否決定等の合理性、公平性を図った。 

 〈成果〉 開催件数 ２３回、審査件数 １７５件 

・自立支援関連事業 【障害福祉課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２６，５５８ ２７，６０２ ２６，５１３

 〈概要〉 障害者総合支援法に基づく各種助成を行い、利用者の負担軽減を図った。また、事業所が安定

したサービスを提供できるよう運営を支援した。 

 〈成果〉 ・グループホーム等家賃助成   ８２人 延べ   ８０７月 

      ・グループホーム等運営費助成  ７１人 延べ   ５６９月 

      ・強度行動障害者等入所施設助成  ４人 延べ １，４６０日 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費 

○地域生活支援事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８７，６８８ ９３，９８７ ７８，７１１

 〈概要〉 相談支援事業、意思疎通支援事業、日常生活用具給付等事業、移動支援事業、日中一時支援事

業、地域活動支援センター事業及びその他地域生活支援事業を実施し、障害者の地域での生活を

支援した。 

 〈成果〉 障害者が地域で自立して暮らせるように支援した。 

・相談支援事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，２２３ １０，３１３ ９，２６１

〈概要〉 市の相談支援事業について、社会福祉法人章佑会（障害者全般）と社会医療法人社団さつき会 

（精神障害者）に委託し、相談支援を実施した。 

〈成果〉 ・サロン・ド・タビダチ（障害者全般） ３，８８４件 

     ・ケアセンターさつき（精神障害者）    １５３件 

・意思疎通支援事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４７４ ５９０ ４９２

〈概要〉 社会福祉法人千葉県聴覚障害者協会に委託し手話通訳者を派遣した。 

     ・派遣費用 １時間当たり３，３００円 

 〈成果〉 ・手話通訳者派遣 ２６件 

     ・要約筆記者派遣  ０件 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費 

・日常生活用具給付等事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４，０８５ ２６，４７９ ２５，２５２

 〈概要〉 在宅の身体障害者（児）に対し日常生活用具を給付し、日常生活の便宜を図るとともに自己負

担額の軽減を図った。 

〈成果〉 排泄管理支援用具、情報・意思疎通支援用具等  給付件数 ２，１８７件 

・移動支援事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０，８０２ １０，９１７ ９，０１３

 〈概要〉 個別に移動支援を行う必要がある視覚障害者、全身性障害者、知的障害者、精神障害者に対す

る移動支援を事業所への委託により実施した。 

 〈成果〉 利用者 ４０人、延べ ２，９０６時間 

・日中一時支援事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１６，４７３ １７，１６２ １３，１９３

 〈概要〉 障害者の日中における居場所を確保するため、施設等において食事、排泄等の支援を行った。 

 〈成果〉 利用者 １００人、延べ ８，３７０回 

・地域活動支援センター事業 【障害福祉課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２２，６５３ ２３，９４０ １７，８２０

 〈概要〉 医療と福祉の連携強化、障害に対する理解の啓発を医療法人に委託して実施した。 

就労が困難な障害者に生活・作業訓練を行うＮＰＯ法人等に対する補助金の交付や利用料金を支 

給することにより、障害者の地域生活支援を行った。 

 〈成果〉 障害児とその家族の療育を支援した。 

      実績 ８事業所 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費 

・その他地域生活支援事業 【障害福祉課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，９７８ ４，５８６ ３，６８０

 〈概要〉 障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業に係る各種の助成等を行うことで、障害者の自立

を支援した。 

 〈成果〉 ・移動入浴車派遣   ９人、延べ ３０２回 

      ・自動車改造費助成  ３件 

      ・運転免許取得費助成 ０件

      ・職親委託      １人、延べ １２月 

○障害児通所等支援事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２５５，１２０ ３０５，５９１ ３０５，４１１

 〈概要〉 障害児通所等支援給付事業、障害児相談支援給付事業を実施し、障害児とその家族の療育を支援

した。 

 〈成果〉 障害児とその家族の療育を支援した。 

・障害児通所等支援給付事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４９，３９１ ２９９，５３５ ２９９，５２８

 〈概要〉 障害児の通所サービス利用者に対して障害児通所給付費等を支給し、障害児とその家族の療育

を支援した。 

 〈成果〉 令和２年４月審査分から令和３年３月審査分実績 

      ・児童発達支援      １２９人、延べ ２４，３５７日 

      ・医療型児童発達支援     ０人、延べ      ０日 

      ・放課後等デイサービス  １６２人、延べ １９，９８８日 

      ・保育所等訪問支援      ６人、延べ     ３０日 

      ・居宅訪問型児童発達支援   １人、延べ     ２８日 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費 

・障害児相談支援給付事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，７２９ ６，０５６ ５，８８３

 〈概要〉 障害児通所支援利用計画の作成や見直しにより、障害児の自立した生活を支え、抱える課題や

適切なサービス利用に向けた支援を行った。 

 〈成果〉 障害児通所支援を利用する児童に対する障害児支援利用計画作成 ３５４件 

○重度心身障害者医療費助成事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１６７，５８５ １６８，３２３ １５８，２０１

 〈概要〉 重度心身障害者又はその保護者に対し、医療費の一部を助成した。

 〈成果〉 重度心身障害者又はその保護者の経済的負担を軽減した。 

・認定者  １，１９５人（令和３年３月３１日現在） 

      ・受給者  １，２５３人、延べ ３１，６７１件 

       ※受給者は年度途中での資格喪失者を含む。 

○精神障害者医療費給付及び相談事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４７，６３２ ４５，０３０ ４３，００８

 〈概要〉 精神障害者に対し精神疾患の医療費を給付した。また、社会福祉士、保健師が精神障害者及びそ

の家族からの相談に応じた。 

 〈成果〉 精神障害者の社会復帰及び自立を促進した。 

精神障害者医療費給付

・認定者  １，４１１人（令和３年３月３１日現在） 

      ・受給者    ９４９人、延べ １５，９２１件 

       ※受給者は年度途中での資格喪失者を含む。 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費 

○心身障害者（児）福祉手当支給事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６６，４１０ ６６，９４０ ６５，７４７

 〈概要〉 在宅の重度心身障害者（児）又は介護者に対し、福祉手当（県の補助対象者については月額 

８，６５０円、補助対象外の身体障害者手帳１級及び重度の知的障害者（児）については月額 

５，０００円、身体障害者手帳２級の障害者には月額２，０００円）を支給した。 

 〈成果〉 在宅の重度心身障害者（児）又はその介護者の在宅介護の支援と福祉の増進を図った。 

      受給者（令和３年３月３１日現在） 

      ・月額８，６５０円  ９８人、延べ １，１４５月（県補助対象） 

      ・月額５，０００円 ８１４人、延べ ９，７６９月 

      ・月額２，０００円 ２８３人、延べ ３，４０３月 

○福祉タクシー事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，７０３ ７，５１０ ７，４８３

 〈概要〉 重度心身障害者（児）にタクシー券を交付し、タクシー料金の全部又は一部を助成した。 

 〈成果〉 重度心身障害者（児）の社会参加の促進を図った。 

     ・利用券交付者 ５３５人、延べ １２，３７６件 

○幼児ことばの相談事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，９３０ ６，４９０ ５，３７６

 〈概要〉 心理職と言語聴覚士が成長や発達に関する療育相談を受け、面接や検査、観察を行い、保護者へ

のアドバイスを行ったほか、希望者には言語訓練や心理療法等を行った。

〈成果〉 幼児の成長や発達の改善が図られた。

      ・幼児ことばの相談事業実績   実人数 １０４人、回数 ４５６回 

      ・発達障害児等療育支援事業実績 ２６７回 

       （心理 １４３回、言語 ７６回、運動 １２回、相談 １３回、訪問、２３回） 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

２目 障害福祉費 

○障害者虐待防止支援事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１８２ １，４３１ １，１８６

 〈概要〉 障害者虐待の防止、障害者虐待を受けた障害者の保護及び養護者に対する支援を行うため、休

日や夜間における障害者虐待防止センター業務の一部を被虐待者の一時保護のための居室確保と

併せて委託した。

〈成果〉 障害者虐待に関する相談窓口及び一時保護の体制を整備した。

      ・障害者虐待防止センターへの通報・届出件数 ２件 

○障害者基本計画及び障害福祉計画策定事業 【障害福祉課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

      １，４７０ ２，４３３ ２，３９０

 〈概要〉 障害者のための施策に関する基本計画である「第３次君津市障害者基本計画」並びに障害福祉サ

ービスの充実や支援体制づくりのための「第６期君津市障害福祉計画」及び「第２期君津市障害児

福祉計画」を策定した。 

 〈成果〉 「第３次君津市障害者基本計画・第６期君津市障害福祉計画・第２期君津市障害児福祉計画」の

策定に当たり、より一層の障害者福祉の推進を図るため、基本計画と実施計画を一体的に策定し

た。計画書、概要版及びわかりやすい版（音声コード「ユニボイス」付き）を作成した。 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

３目 老人福祉費 

○老人ホーム入所措置事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２５，４８１ ３２，７６７ ２１，６８９

〈概要〉 老人福祉法に基づき、おおむね６５歳以上の住む家がない等の環境上の理由及び経済的理由によ 

り、在宅で養護を受けることが困難な高齢者を老人ホームに入所措置した。

〈成果〉 在宅において日常生活を営むのに支障がある高齢者を老人ホームに入所措置し、老人福祉の増進

を図った。 

・措置人員  ８人（令和３年３月３１日現在、全て養護老人ホームへ措置） 

○ねたきり老人紙おむつ給付事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１３６ １，４５１ １，０２１

〈概要〉 在宅ねたきり老人に対して紙おむつを給付した。 

〈成果〉 ねたきりの高齢者と在宅で介護する家族の精神的・経済的負担を軽減した。 

・受給者数  ３６人（令和３年３月３１日現在） 

○ねたきり老人福祉手当支給事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，７２３ ３，１２３ ２，５８６

〈概要〉 在宅のねたきり老人の介護者に福祉手当を支給した。 

〈成果〉 ねたきり高齢者を在宅で介護する家族の経済的な負担の軽減を図った。 

・受給延べ人数  ３１１人（延べ人数） 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

３目 老人福祉費 

○敬老祝金支給事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５，２６４ １４，８４８ １４，７６９

〈概要〉 長寿を祝い、敬老の意を表すため祝金を支給した。 

（満８８歳）     ４４３人（祝金 ３０,０００円） 

（満９９歳）       ２８人（祝金 ５０,０００円） 

○はり・きゅう・マッサージ施術費助成事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，１２６ ２，２７１ １，７２９

〈概要〉 ６５歳以上の高齢者に利用券を交付し、はり・きゅう・マッサージの施術を受けた費用の一部を 

助成した。 

〈成果〉 高齢者の健康増進を図った。 

・利用者数      ５８９人 

・利用枚数  ５，９５５枚 

○ひとり暮らし老人等緊急通報システム設置事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，２０７ ６，３２３ ５，６５７

〈概要〉 ６５歳以上の在宅のひとり暮らし老人等を対象に、緊急通報システムを設置した。 

〈成果〉 在宅のひとり暮らし老人等の疾病など緊急時の安全及び安心を図った。 

・設置数   ２７０台（令和３年３月３１日現在） 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

３目 老人福祉費 

○ひとり暮らし老人等福祉タクシー事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，２９３ １，４７５ １，４７１

〈概要〉 ひとり暮らし老人の外出を支援するため、利用券を交付し、タクシー料金の一部を助成した。 

〈成果〉 在宅でひとり暮らしをする７５歳以上の要介護認定又は要支援認定を受けた所得税非課税の高齢

者がタクシーを利用した場合に、その料金の一部を助成することで、積極的な社会活動を支援した。

      ・利用者数     １３６人 

・利用枚数   ２，４２１枚 

○介護予防・地域支え合い事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７，５９９ １７，９８０ １２，１８９

〈概要〉 おおむね６０歳以上の要介護・要支援に該当しない高齢者を対象に、生きがい支援センターや公民

館、身近な自治会館等で、健康増進運動を実施した。 

〈成果〉 ２回の緊急事態宣言の発出中は事業を見合わせたが、発出のない時期は感染予防対策を徹底して

健康増進運動等を行い高齢者の介護予防に努めた。新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、外

出自粛に伴う健康等への影響に対する注意喚起として、自宅でできる運動等を掲載したちらしを作

成の上配布し、高齢者の健康維持及び介護予防の支援を行った。 

○高齢者短期人間ドック助成事業 【国民健康保険課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，４６９ １０，３１９ ７，６９３

〈概要〉 後期高齢者医療の被保険者のうち、人間ドック受検者に検査費用の７割相当額（６万円を限度） 

を助成した。 

〈成果〉 疾病の予防、早期発見及び早期治療を目的とし、希望者２１６人（前年比３０人、１２．２％の減）

に助成した。 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

３目 老人福祉費 

○地域密着型サービス施設整備等事業補助金 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４，７８３ １４，０００ １４，０００

〈概要〉 君津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、地域密着型サービス事業を行う施設等

を開設、整備する事業者に対し、その要する経費を補助し、介護サービス提供体制の充実を図った。

〈成果〉 密接に連携をとっている介護職員と看護師の定期的な訪問を受けられ、通報や電話などをするこ 

とで随時対応も受けられる定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所を支援した。 

○介護人材確保対策事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，９４１ ９，２３０ ４，２１０

〈概要〉 介護に従事する人材を確保し、本市における介護保険サービスの安定的な提供に資するための事 

業を実施した。 

〈成果〉 介護職員初任者研修費用助成事業に加え、令和元年度から介護事業所内保育施設の運営に要する 

経費の一部に対する補助を実施し、介護保険施設等に従事する者の確保と定着を支援した。 

      ・介護職員初任者研修費用助成事業   ２人       ６０千円 

      ・介護事業所内保育施設運営事業    ２法人  ４，１５０千円 

○養護老人ホーム施設整備費補助負担金 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ５９，８８８ ５９，８８８

〈概要〉 昭和５４年に建設された天羽養護老人ホームの更新のため、新施設の建設に要する費用を４市で 

     負担した。 

〈成果〉 令和２年度中に、新施設の建築と入所者の移転を終えることができた。 

      ・負担内訳  君 津 市 ５９，８８８千円  木更津市 ８６，８５０千円 

             袖ヶ浦市 ４９，７４４千円  富 津 市 ３９，８０６千円 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

３目 老人福祉費 

○いきいき高齢者外出支援事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３８，８３０ １８，６３８

〈概要〉 ７５歳以上の方に、新型コロナウイルス感染症のリスク低減と、生活に必要な外出を支援するため

に、タクシー、路線バス、コミュニティバス、デマンドタクシーで使用できる利用券を発行した。 

〈成果〉 ７５歳以上高齢者の生活に必要な外出を支援することができた。 

     ・申請者数     ４，３０５人 

      ・発行枚数  ２５８，３００枚（１人当たり６０枚を発行）

      ・利用枚数  １４７，８８３枚（利用率：５７．３％、利用期間：５か月間） 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

４目 後期高齢者医療費 

○後期高齢者医療関係事業 【国民健康保険課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，０２７，９４７ １，１０２，３１９ １，０８０，８６８

〈概要〉 後期高齢者医療制度の運営主体である、千葉県後期高齢者医療広域連合で必要な医療費や事務費

を負担した。また、保険基盤安定負担金として支出するため、後期高齢者医療特別会計へ繰り出し

た。 

・後期高齢者医療広域連合に関する負担金    ８３９，４００，３６３円 

・後期高齢者医療特別会計繰出金        ２４１，４６７，６４９円 

５目 社会福祉施設費 

○老人憩いの家管理運営事業 【高齢者支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１，９７２ １３，１３６ ８，２１５

〈概要〉 君津市シルバー人材センターを指定管理者とし、老人憩いの家すえよしの管理運営を行った。 

〈成果〉 老人憩いの家を管理運営し、健全な憩いの場を提供した。ただし、新型コロナウイルス感染症の 

    流行により、長期間閉館することとなった。 

        ・開所日数          ６０日 

・利用者数     １，２２１人 

○地域福祉推進センター管理運営事業 【厚生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，５５９ ２，３４３ ２，１９９

〈概要〉 君津市社会福祉協議会を指定管理者とし、地域福祉推進センターゆうゆう館の管理運営を行った。

 〈成果〉 地域福祉推進センターゆうゆう館を管理運営し、地域福祉の活動の場を提供した。 

         ・施設の利用状況  大会議室 利用団体数 ２２２団体、利用者数 ２，２１３人 

                小会議室 利用団体数 ２２２団体、利用者数   ８８３人 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

６目 国民年金事務費 

○基礎年金等事務費 【市民課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４３５ ４２８ ２１８

〈概要〉  国民年金被保険者の資格取得・喪失等の異動記録や保険料の免除に係る事務処理を行うととも

に、受給資格者に対しての指導や助言を行い、受理した裁定請求書や各種届出等については、随時

日本年金機構に報告した。 

〈成果〉 

（１）国民年金被保険者異動処理事務 

       第１号被保険者   ７，８８０人 

任意加入者        ９１人 

第３号被保険者   ５，０８５人 

資格取得者数（第１号被保険者適用数）  ２，３２０人 

（２）国民年金保険料免除事務 

    経済的な理由等から保険料が免除（全額、３／４、半額及び１／４免除、納付猶予及び学生納付

特例）となる申請免除、障害年金の受給者や生活保護法による保険料の法定免除及び出産前後の一

定期間の保険料が免除となる産前産後免除に係る事務を処理した。 

種  別 該 当 者 数 

法定免除 ８３１

申請免除 ２，６６９

産前産後免除 ２０

（３）国民年金給付事務 

    老齢・障害・遺族年金等の受給資格者に対して指導・助言を行い、裁定請求書等を日本年金機構

に報告した。 

種   別 件 数 

老齢裁定請求 ６

障害裁定請求 ３８

遺族・寡婦裁定請求 ０

未支給請求 １２９

年金生活者支援給付金請求 ４９

その他 ２０

計 ２４２
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

７目 人権施策推進費 

○同和対策推進事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６８ ８２ ３０

〈概要〉 同和問題の正しい理解と認識を深め、同和対策の推進に努めた。 

〈成果〉 各種大会や会議等は新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響から中止となったが、機関紙等

により情報収集を図ることで、同和問題への理解と認識を深めることができた。 

○人権施策推進事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３３０ ４４２ ６７

〈概要〉 市内各公民館において、様々な切り口から人権に関する研修会を開催した。 

〈成果〉 各公民館にて開催された人権に関する研修会により、人権意識の高揚を図ることができた。 

     人権に関する研修会  

      ・八重原公民館  １３人  「コロナに負けない！家族の心のケアとコミュニケーション」 

      ・周西公民館   １０人  「児童虐待をなくすために～親として、地域住民として私たちが 

                     できること～」 

      ・周南公民館   １２人  「夫婦力アップ！良好なパートナーシップを築くヒケツ」 

      ・小糸公民館   １９人  「みんなで防災～住民の視点で考える・行動する地域組織が機 

                     能するために～」 

      ・清和公民館  ２１２人  「困難を乗り越えるための生きる力～オリンピックの経験から～」

      ・小櫃公民館    ４人  「家庭教育オンライン講演会 子どもの心に寄り添って～コロナ 

                     で見つめる親子の時間」 

人権問題講演会、君津中央公民館及び上総公民館は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

の観点から中止とした。 
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【３款 民生費   １項 社会福祉費】

７目 人権施策推進費 

○男女共同参画施策推進事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８９ ４６５ １０３

〈概要〉 第４次君津市男女共同参画計画に基づき、男女共同参画の意識啓発に努めるほか、審議会等へ

の女性委員の登用を働きかけるなど、市事業の促進、進捗状況を把握した。 

〈成果〉 男女の人権が尊重され、すべての人が社会のあらゆる分野で、その個性と能力を発揮し、積極

的に参加できるよう意識の高揚を図った。 

      人権問題講演会と共催で行う男女共同参画推進フォーラムについては、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大防止の観点から中止とした。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

３ 民生費 ２ 児童福祉費 ４，３９９，０８９ ４，１０５，８９２

１目 児童福祉総務費 

○子だから祝金給付事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，７０９ ３，０１１ ２，６２１

〈概要〉 第３子以上の子どもの出産を奨励祝福して子だから祝金を支給し、次代を担う子どもの健全育成 

を図った。 

〈成果〉 支給件数  ８７件  

○家庭・児童相談事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，４１８ ２，６４０ ２，４３９

〈概要〉 児童の健全育成のために必要である適正な家庭環境や親子関係、養育等に関する相談及び助言指 

導を家庭相談員により行い、児童福祉の向上を図った。 

〈成果〉 相談件数  １，７６４件 

○母子生活支援施設入所措置事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，８６９ ９，２１２ ９，１４８

〈概要〉 配偶者のいない女子又はこれに準ずる事情にある女子であって、その監護すべき児童の福祉に欠 

けるところがあると認められるときは、母子生活支援施設に入所措置した。 

〈成果〉 新規入所              なし 

     退  所              なし 

子の１８歳到達に伴う退所      １人 

令和２年度末入所者    ２世帯  ６人
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

１目 児童福祉総務費 

○児童虐待防止対策事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，０９７ ６，８２５ ６，５７１

〈概要〉 児童虐待防止のため、要保護児童等の見守りを関係機関のネットワークにより対応するとともに、

子育て支援推進員等により、適切な支援や助言を行った。 

〈成果〉 新規虐待相談  ８２件 

○放課後児童健全育成事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６７，０２８ ９７，２６８ ７３，１５８

〈概要〉 放課後児童の健全育成を図るため、その保護者が運営する団体等が行う放課後児童健全育成事業

に要する経費に対する補助及び専用プレハブ教室を無償貸与した。 

     また、新型コロナウイルス感染症対策に伴い、平日午前中から開所した放課後児童クラブへの補

助やアルコール等の感染症対策消耗品の購入費についての補助を行った。 

〈成果〉 １４団体に対し補助金を交付し、放課後児童クラブの運営支援を図った。 

児 童 数 ４４３人 

運営費補助     ６３，７１７，５０５円 １４団体

        うち家賃補助     ４２０，０００円  ２団体 

うち送迎費補助     ３５８，５０５円  １団体 

       新型コロナウイルス感染症対策費補助  ９，０７７，９１１円 １２団体 
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

１目 児童福祉総務費

○認可外保育施設利用者補助金 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，３５７ ８，４１１ ４，７２５

〈概要〉 認可外保育施設を利用している３歳未満の乳幼児の保護者に補助金を交付、また保育認定（新２ 

号・新３号）を受けた認可外保育施設利用者に対し、利用料の全部又は一部を償還払いすることに 

より、保護者の経済的負担を軽減し、良好な子育て環境の促進を図った。 

〈成果〉 認可外保育施設利用者補助金   件数３０件（実人数 ７人） 金額  ５９５，８００円 

子育てのための施設等利用給付費 件数８１件（実人数２７人） 金額４，１２９，３６０円 

○児童手当給付事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１０８，４０５ １，０７２，７１９ １，０６６，９５０

〈概要〉 児童の養育者に手当を支給し、生活の安定と次代を担う児童の健全育成及び資質の向上を図った。

【手当月額】                                 

区  分 児童手当（H24.4～） 

０～３歳未満 １５，０００円

３歳以上小学校修了前 （第１子、第２子） １０，０００円

３歳以上小学校修了前 （第３子以降） １５，０００円

小学校修了後中学校修了前 １０，０００円

所得制限世帯 ５，０００円

〈成果〉                                 

区   分 延べ児童数 

被用者 

０～３歳未満 １３，３２０人

３歳以上小学校修了前（第１子、第２子） ４０，７０６人

３歳以上小学校修了前（第３子以降） ６，４９４人

小学校修了後中学校修了前 １６，２６７人

所得制限世帯 ６，１７８人

非被用者 

０～３歳未満 １，９９４人

３歳以上小学校修了前（第１子、第２子） ７，９３７人

３歳以上小学校修了前（第３子以降） １，３０３人

小学校修了後中学校修了前 ３，８３０人

所得制限世帯 ３９９人

合計 ９８，４２８人
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

１目 児童福祉総務費 

○子ども・子育て支援事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１６，９６０ ６６９ ４１４

〈概要〉 子ども・子育て支援法に基づき、子ども・子育て支援新制度の円滑な推進や保育の量的拡大、地

域における子育て支援の充実等を図るため、令和２年３月に策定した「第２期君津市子ども・子育て

支援計画」の点検・評価を行い、君津市子ども・子育て会議委員の意見を取り入れながら、問題や課

題を解決し、事業を展開した。なお、会議は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から書

面会議にて開催した。 

 〈成果〉 君津市子ども・子育て会議 書面会議により３回開催 

〇子育て世帯への臨時特別給付金給付事業 【子育て支援課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ９１，２６４ ９０，６４９

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として、児童手当を受給する子育て世帯に対し、その対

象児童一人当たり１万円を上乗せする臨時特別給付金を支給した。

〈成果〉 支給児童数 ８，８９７人（うち一般 ８，０５７人、施設 ５１人、公務員 ７８９人） 

受給者数  ５，３３７人（うち一般 ４，８８８人、施設  ９人、公務員 ４４０人）

〇子育て世帯への臨時特別給付金加算事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ８９，６７７ ８９，６３８

〈概要〉 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている子育て世帯への生活支援として実施された国の 

臨時特別給付金に、市独自の取組として、児童一人当たり１万円を上乗せして支給した。 

対象は、令和２年３月３１日時点での児童手当支給対象児童（特例給付を除く）とした。 

〈成果〉 支給児童数 ８，８９７人（うち一般 ８，０５７人、施設 ５１人、公務員 ７８９人） 

受給者数  ５，３３７人（うち一般 ４，８８８人、施設  ９人、公務員 ４４０人）
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

１目 児童福祉総務費 

○ファミリーサポートセンター事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，１３８ ３，７６７ ３，２８９

〈概要〉 子育てを援助してほしい方、援助ができる方を会員とし、子育てを助け合う相互援助活動のコー

ディネートを行い、子育てしやすい環境整備に努めた。 

〈成果〉 登録会員数 ３１０人（内訳：協力会員５６人、利用会員２３４人、両方会員２０人） 

      利用実績  延べ３２６件 ３９３時間 
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

２目 保育園等費 

○市立保育園児童運営費 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０３，３１４ １１７，４３４ １１０，３０４

〈概要〉 市立保育園等１１園に入園している乳幼児を保育するための運営経費 

〈成果〉 乳幼児を保育するため保育園運営の充実を図った。 

在園児数（カッコは受託児童数）             (令和３年３月３１日現在) 

年齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

人数 
２２ 

（０） 

１０４ 

（５） 

１５１ 

（３） 

１７０ 

（４） 

１８８ 

（８） 

２０２ 

（８） 

８３７ 

（２８） 

○保育園環境整備事業 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４１７，６６３ １８５，０３２ １８５，０３１

 〈概要〉 多様化する保育ニーズへの対応や老朽化の進行、耐震性能が不足する保育園園舎の建替えに当た

り、早期に民間活力を導入し、新たな保育ニーズへの対応、待機児童の解消、園児の安全確保を図

った。 

 〈成果〉１ 認可保育園の整備 

       待機児童の解消及び多様な保育ニーズに対応するため、平成３０年度に整備運営事業者として

決定した３事業者のうち、令和元年房総半島台風等による災害の影響等に伴い建設工事が遅れた

事業者について、施設整備費に係る国庫補助金を市単独補助と合わせて交付した。 

       （繰越明許分）君津市保育所施設整備事業費補助金  １８５，０１６千円 

               ・国負担分（２／３）       １２３，３４４千円 

               ・市負担分（１／１２）       １５，４１８千円 

               ・市単独補助分（１／４）      ４６，２５４千円 

       施 設 名 称  スクルドエンジェル保育園 もくし園 

       施 設 場 所  君津市杢師四丁目７番３号 

       開 園 年 月  令和２年６月 

       認 可 定 員  ７５人 

内訳 
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 

６人 １２人 １２人 １５人 １５人 １５人 
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

２目 保育園等費 

２ 君津市保育環境整備計画の策定 

       待機児童の解消や多様化する保育ニーズへの対応、施設の老朽化等、本市の保育環境に係るさ

まざまな課題の解決に向け、平成２７年１０月に策定した「君津市保育環境整備に関する基本方

針」に基づき、公立保育園の民営化や統合など、あらゆる施設整備の手法について検討し、今後の

保育環境整備の方策を定めた『君津市保育環境整備計画』を令和２年９月に策定した。 

     ３ （仮称）君津市立貞元保育園の整備について 

       （仮称）君津市立貞元保育園の整備を推進するため、（仮称）君津市立貞元保育園整備推進委員

会を設置し、協議を重ね、（仮称）君津市立貞元保育園基本構想及び基本計画策定業務委託公募型

プロポーザルを実施し、委託業者を決定した。 

       ・（仮称）君津市立貞元保育園基本構想及び基本計画策定業務委託 契約額８，８００千円 

         （債務負担行為 令和２年度～令和３年度） 

     ４ 君津市立保育園民営化に伴う整備運営事業者の募集について 

       君津市保育環境整備計画に基づき、内箕輪保育園及び南子安保育園の民営化に伴う新たな認可

保育園の整備及び運営を行う事業者の募集を実施した。 

       ・募集期間 令和３年３月１日から令和３年５月３１日まで 

○地域子育て支援センター事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，０３９ １４，５２３ １２，２８４

〈概要〉 子育て家庭に対し、育児についての相談、指導、交流の場を提供した。

〈成果〉 年間を通して相談、指導、園庭開放等、交流の充実を図った。

    年間利用者数：  君津保育園はっぴー        ２，２１１人 

小櫃保育園コアラルーム           ７０８人 

君津市子育て支援センター     ６，７１９人 

宮下どろんこ保育園ちきんえっぐ  ５，３６３人 
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

２目 保育園等費 

○民間保育園運営費補助金 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４，８２５ １１５，７２１ ６１，７５０

〈概要〉 国や県の補助事業を活用して民間保育園等の運営費の一部を助成し、その運営の安定や職員の待 

遇改善、保育の質の向上等を図った。 

〈成果〉 

 ・民間保育園運営費等補助金 

 延長保育事業 

(国 1/3) 

(県 1/3) 

地域子育て支

援拠点事業 

(国 1/3) 

一時預かり事

業 

(国 1/3) 

保育士配置改

善事業 

(県 1/2) 

保育士処遇改

善事業 

(県 1/2) 

新型コロナウ

イルスの感染

防止対策事業 

(国 10/10) 

君津保育園 636,600円 8,270,000円 4,644,750円 3,920,000円 2,771,000円

宮下どろんこ

保育園 

300,000円 5,510,439円 2,607,000円 3,715,800円 3,720,000円 353,101円

あい・あい保

育園 君津園 

3,349,895円 3,120,000円 557,108円

ウェルネス保

育園 君津 

300,000円 464,475円 1,940,000円 1,247,784円

スクルドエン

ジェル保育園

もくし園 

3,019,087円 2,100,000円 165,103円

スキップ小規

模保育園 

960,000円 1,000,000円

サンライズキ

ッズ保育園

君津園 

1,440,000円 845,821円

スクルドエン

ジェル保育園

南久保園 

124,140円 1,460,000円

ばぁばん家ぱ

ーと２ 

 140,800円

つばさ保育園  189,495円

げんげんどう

かがやき保育

所 

 476,520円

鈴木病院ベベ

メゾネット 

 500,000円

かずさみどり

のもり保育園 

 480,620円

  ・宮下保育園民営化に伴う延長保育料等に関する補助金（市単独補助） 

    君津市立宮下保育園の民営化に伴う保護者の負担増額分（延長保育料（２人、１２２，５００円）、主

食代（５７人、１，２９８，０００円））を宮下どろんこ保育園に対し、補助金を交付した。 

- 97 -



【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

２目 保育園等費 

○病児・病後児保育事業 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，９３３ １０，５１２ １０，０３０

〈概要〉 保護者の勤務の都合等により、病気の回復期又は回復期に至らない場合にある児童を自宅で保育

することが困難な場合に、専用施設で一時的に保育する病児・病後児保育事業を委託し、子育てし

やすい環境整備に努めた。 

〈成果〉 平成２７年１月開設（医療機関付設型１か所） 

令和２年度利用登録者数 ２３人   延べ利用者数  ４０人 

○子どものための教育・保育給付事業 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３３７，９６１ ６１６，５９１ ５５１，４４９

〈概要〉 保護者の就労環境等の理由により保育が必要な児童について、私立保育園等に保育を委託した。 

〈成果〉 委託園児を保育するため、委託費及び給付費を支出し、私立保育園等の運営の充実を図った。  

    給付対象園児数（カッコは在園児数）             （令和３年３月３１日現在） 

 施設区分 施設数 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

市

内

私立保育園 ５ 
３３ 

(３４) 

６６ 

(６８) 

６０ 

(６３) 

５５ 

(５８) 

４３ 

(４７) 

４１ 

(４４) 

２９８ 

(３１４) 

私立小規模 

保育事業 
３ 

７ 

(７) 

２０ 

(２０) 

１５ 

(１５) 

４２ 

(４２) 

市

外

公立保育所 ９ ２ １ ３ ２ ２ ２ １２ 

私立保育所 ７ ３ ５ ７ ５ ６ １５ ４１ 

私立認定 

こども園 
６ ３ ２ ５ １ ５ ３ １９ 

公立認定 

こども園 
１ ０ １ ０ ０ １ ０ ２ 

私立小規模 

保育事業 
２ １ ０ １ ２ 

私立事業所内 

保育施設 
１ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

２目 保育園等費 

○保育園園舎安全対策事業 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１，８８０ １４５，８３８ １１５，８０８

 〈概要〉 地震発生時に園舎の瞬時倒壊を防ぎ、園児等が安全に避難する時間と経路を確保するための園舎

の補強工事を行った。 

〈成果〉 工事が完了し、園児等が安全に避難する時間と経路を確保した。 

（繰越明許分）君津市立保育園園舎安全対策工事       １０８，７９０千円 

（繰越明許分）君津市立保育園園舎安全対策工事監理業務委託   ７，０１８千円 

３目 母子福祉費 

○ひとり親家庭住宅手当助成事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７，１８４ ７，５３５ ６，７６９

〈概要〉 ひとり親家庭に住宅手当を支給し、生活の安定と経済的支援を図った。 

〈成果〉 限度額 ５，０００円／月  助成世帯 １４８世帯  年間支払い延べ件数 １，３５４件 

○ひとり親家庭等医療費等助成事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２１，２９４ ２０，００４ １９，９３６

〈概要〉 母子、父子家庭等に医療費、調剤費等の一部を助成し、経済的負担を軽減した。 

     また、令和２年１１月診療分から、自己負担額を変更。通院１回・入院１日につき３００円、 

    調剤は無料とした。市民税非課税世帯・市民税所得割非課税世帯は、通院及び入院についても無 

料とした。 

     なお、令和３年４月１日から現物給付化とするため、受給券を３月末に交付した。 

〈成果〉 助成世帯 ３５３世帯  助成人数 ７９３人 
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

３目 母子福祉費 

○児童扶養手当給付事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３８６，７２６ ３０７，０００ ２９０，１６７

〈概要〉 父又は母と生計を同じくしていない児童を養育しているひとり親家庭等に児童扶養手当を支給

し、生活の安定と自立支援を図った。 

〈成果〉  

区 分 延べ受給者数 

全額支給者 ３，８９４人 

一部支給者 ４，３２２人 

○ひとり親家庭自立支援給付金事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，７２０ ３，４４２ ２，４８５

〈概要〉 ひとり親家庭の父又は母が就職に有利な資格の取得を促進するため、養成機関での受講期間につ 

いて、高等技能訓練促進費を支給した。 

 〈成果〉 高等技能訓練促進費  ２人     ２，４０８，０００円 

      修了一時金      １人      ２５，０００円 

      教育訓練給付金    １人      ５１，９６８円 

○ひとり親家庭等生活向上事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０，９０６ １１，０３８ １１，００６

〈概要〉 ひとり親家庭等の子どもが抱える特有の課題に対応し、子どもたちが家庭環境に関わらず、将来の

希望を描くことができるよう、ひとり親家庭等の子どもに対し基本的な生活習慣の習得支援、学習支

援等を行った。 

※当事業と３款１項１目生活困窮者等自立相談支援事業にそれぞれ学習支援事業の予算を計上し

ている。 

〈成果〉 学習支援会場 ２か所 参加登録者数 ２９人 
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【３款 民生費   ２項 児童福祉費】

３目 母子福祉費 

○ひとり親家庭等への臨時特別給付金給付事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２８，９４０ ２７，４５１

 〈概要〉 新型コロナウイルス感染症の影響を受けているひとり親世帯等の生活を支援する独自の取組とし

て、児童扶養手当を受給する世帯に対し、児童一人当たり、３万円を支給した。 

 〈成果〉 支給人数 ６１１人 （対象児童数 ９１２人） 

      支給額  ２７，３６０，０００円 

○ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １１４，８５９ １０９，４０１

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症の影響による子育て負担の増加や収入の減少に鑑み、ひとり親世帯等 

の生活を支援する取組として、児童扶養手当受給世帯等へ１世帯当たり５万円、第２子以降１人当 

たり３万円及び収入が減少した児童扶養手当受給世帯へ１世帯当たり５万円を支給した。 

 〈成果〉 支給人数 ６６３人 （対象児童数 ９８５人） 

  ◎支給額内訳  

      児童扶養手当受給者 ５７９人 （対象児童数 ８５９人） 

      基本給付     ３７，３５０，０００円 

      追加給付     ２０，８５０，０００円 

      基本給付の再支給 ３７，３５０，０００円 

      公的年金等受給者   ２５人 （対象児童数  ３１人） 

      基本給付      １，４３０，０００円 

      追加給付      １，０５０，０００円 

      基本給付の再支給  １，４３０，０００円 

      家計急変者      ５９人 （対象児童数  ９５人） 

      基本給付      ４，０３０，０００円 

      基本給付の再支給  ４，０３０，０００円 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

３ 民生費 ３ 生活保護費 １，４７８，０８７ １，４７３，４６７

２目 扶助費 

○生活保護費 【厚生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，３３２，６１０ １，３６５，１６７ １，３６１，９８７

〈概要〉 生活に困窮し最低限度の生活を維持することのできない者に対し、その困窮の程度に応じて必要 

な保護を行った。 

 〈成果〉 最低限度の生活を保障し、自立の助長を図った。 

生活保護世帯人数の状況 

（単位：世帯・人） 

令和元年度 令和２年度 

年度末 開 始 廃 止 年度末 

世帯数 ６７３ １０１ ８５ ６８９

人 数 ８３３ １２９ １２６ ８３６

                           （単位：千円・世帯・人） 

区   分 金  額 延べ世帯数 延べ人数 

 生活扶助費 ３７９，４５８ ７，２０６ ８，８７７

 住宅扶助費 ２２７，１４５ ６，６１６ ８，１１０

 教育扶助費 ３，４９８ ２５０ ３５９

 医療扶助費 ６８２，３４１ ７，７７１ ９，４５４

 介護扶助費 ５６，８１７ ２，４５１ ２，５４３

出産扶助費 ０ ０ ０

 生業扶助費 １，４２７ １４８ １４８

 葬祭扶助費 ２，３４３ ２４ ２４

 施設保護事務費 ８，３２５ ４８ ４８

委託事務費 ４６２ １８ １８

就労自立給付金 １７１ ４ ４

進学準備給付金 ０ ０ ０
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

３ 民生費 ４ 災害救助費 １００，４９２ ６３，９４７

１目 災害救助費 

○災害救助事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６４，００４ ４，７６９ ４，７６８

〈概要〉 令和２年２月に災害救助法における求償の対象となる経費の要件が緩和されたことに伴い、追 

加で整理を行うもので、令和元年房総半島台風において、応援を受けた白岡市・船橋市に対し、 

その応援に要した費用の償還を行った。 

〈成果〉 船橋市 非常用飲料水袋 単価  ３１０円×１，０００枚×１．１＝  ３４１，０００円 

白岡市 非常用飲料水袋 単価  ３７５円×６，７００枚×１．１＝２，７６３，７５０円 

白岡市 ブルーシート  単価２，８００円×  ５００枚×１．１＝１，５４０，０００円 

白岡市 土嚢袋     単価   １４円×８，０００枚×１．１＝  １２３，２００円 
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【３款 民生費   ４項 災害救助費】

１目 災害救助費 

○被災住宅応急修理事業 【住宅営繕課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５，９６７ ８１，４７２ ４５，２１４

〈概要〉 令和元年房総半島台風等の災害による半壊以上（全壊・大規模半壊・半壊）又は一部損壊（損害割

合１０％以上、２０％未満）の被災住宅に対し、千葉県より災害救助法に基づく事務委任を受け、県

の負担金を活用して災害救助法に基づく応急修理を行った。 

また、一部損壊（損害割合１０％以上、２０％未満）の被災住宅に対し、応急修理の加算分として、

県の補助金を活用して被災住宅の修繕に対する支援を行った。 

〇半壊以上の応急修理・・・補助対象工事費のうち５９万５千円分を市から修理業者に委託した。 

・補助対象工事費のうち：上限５９．５万円（財源：県10/10） 

〇一部損壊の応急修理（損害割合１０％以上２０％未満）・・・補助対象工事費のうち３０万円分を

市から修理業者に委託した。 

・補助対象工事費のうち：上限３０万円（財源：県10/10） 

〇加算分・・・一部損壊の応急修理を実施した被災住宅に対し、補助対象工事費のうち１５０万円を

超える部分の２０％（最大２０万円）を補助した。 

・補助対象工事費の１５０万円を超える部分：上限２０万円（財源：県8/10、市2/10） 

〈成果・進捗〉 

応急修理及び加算分（現年分）  ３１，６７５千円（応急修理６９件、加算分 ８件） 

応急修理及び加算分（繰越明許分）１３，５３９千円（応急修理２７件、加算分１６件） 

新型コロナウイルス感染症の影響等により予定期間に工事が完了しないため、次年度へ繰り越した。

・令和３年度へ繰越明許      ５，２４１千円（応急修理 ８件、加算分１１件） 

・令和３年度へ事故繰越        ４００千円（        加算分 ２件） 
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【３款 民生費   ４項 災害救助費】

１目 災害救助費 

○被災者支援事業 【住宅営繕課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，６９２ １３，７８６ １３，５０１

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した住民の方が、一日も早く普段の生活を取り戻すことがで

きるよう、住宅の応急修理や被災住宅修繕緊急支援事業による被災住宅の復旧等を支援した。 

〈成果〉 窓口対応や申請処理等を行った。 

４月      派遣職員６人 

５月      派遣職員４人 

６月      派遣職員６人 

７月から１１月 派遣職員４人 

１２月から３月 派遣職員２人 

     相談件数 

      申請・窓口相談等 ３，４０２件 

      電話相談     ２，０８３件 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

４ 衛生費  ５，３６４，７８５ ４，９１４，９５３

 １ 保健衛生費 ２，４２２，３６５ ２，２２３，６７２

１目 保健衛生総務費 

○子ども医療費助成事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２５０，８０３ ２７０，７４３ １９６，６５９

〈概要〉 中学校３年生までの子どもに掛かる医療費（保険適用分）の全額助成を実施した。 

〈成果〉 入院・通院に掛かる医療費（保険適用分）の全額助成をすることにより、保護者の経済的負担の 

軽減と保健対策を充実させ、子育て世代の支援を図った。 

件 数

区 分 県制度分 市単独分 計 

通 院 ５６，０３１ ４０，９１２ ９６，９４３

入 院 ４３２ ５３ ４８５

計 ５６，４６３ ４０，９６５ ９７，４２８

金 額                                   （単位：円） 

区 分 県制度分 市単独分 計 

通 院 ８７，７３５，５３７ ７７，４４７，０５８ １６５，１８２，５９５

入 院 ２２，０５６，９３０ ２，７５９，３４４ ２４，８１６，２７４

計 １０９，７９２，４６７ ８０，２０６，４０２ １８９，９９８，８６９

○保健福祉センター施設管理委託事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２０，８１３ ２５，８５０ ２５，０４７

〈概要〉 保健福祉センターの衛生的な環境と安全の確保、各設備等の機能の維持、各機器等の保守点検 

を業者委託により実施した。 

〈成果〉 保健福祉センターで実施される各種事務及び事業の円滑な運営を図った。 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

１目 保健衛生総務費 

○保健福祉センター改修事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２５，２３４ ７，６３４

〈概要〉 保健福祉センターの老朽化した設備の更新・改修を行った。 

〈成果〉 保健福祉センターの１階及び２階事務室の空調修繕、漏水による屋根・天井・床の修繕を行い、 

施設の機能回復を図った。 

また、火災・ガス漏れ受信機更新工事については、防災システム構築に日数を要し、年度内に適

正工期が確保できないため、工事請負費を次年度へ繰り越した。

     ・令和３年度へ繰越明許 １７，６００千円

○未熟児養育医療給付事業 【子育て支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，２２１ ５，２８２ ５，２３９

〈概要〉 未熟児に対し、養育に必要な医療の給付を行った。 

〈成果〉 医療費給付 １７人（内 前年度より引き続き３人） 

○産後ケア事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，０４１ １，７５１ １，２１５

〈概要〉 母子保健衛生費国庫補助金を活用し、事業を実施。出産後５か月未満の母子で、育児不安のある

方や支援者がいない方に対し、協力産科医療機関による産後ケアを提供し、産婦への支援を行った。

〈成果〉 産婦のニーズに合わせて支援を実施し、心身共に負担軽減を図ることができた。 

産後ケア 人 数 日 数 

宿泊型 ７人（実） ３２日（延）

日帰り型  ３人（実） １０日（延）
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

１目 保健衛生総務費 

○健康マイレージ事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，２２６ ２，１３５ １，６５５

 〈概要〉 健康づくりへの関心を高めることを目的に、各種健（検）診や健康に関する事業・イベントなど

への参加、自主的な健康づくりへの取組に対してポイントを付与し、ポイントに応じた報奨品を進

呈した。 

      また、規則正しい生活習慣の習得並びに健康の保持・増進を図ることを目的に、市内公立保育園

年長児、小中学生を対象としたこども版も実施し、取組に対してポイントを付与し、報奨品を進呈

した。 

 〈成果〉 幅広い年代の市民が健康づくりに取り組むきっかけづくりを図った。 

      応募総数 １，１９８件（１８歳以上） 

             ７０６件（年長児、小中学生） 

○君津中央病院負担金 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４０９，８００ ４５４，６９３ ４５４，６９３

〈概要〉 君津中央病院の安定的な運営を図り、地域医療の充実に資するため、君津地域４市で運営費等を

負担した。 

〈成果〉 君津中央病院の本院、分院、看護学校の運営費等を負担し、地域中核病院としての高度専門医療、

第三次救急医療機能の充実・向上に向けた財政的支援を図った。また、新型コロナウイルス感染症

患者受け入れに伴う病床や診療材料確保等に対応する経費を負担し、医療体制の強化を支援した。 

                               （単位：円）

負担額 
本院 分院 看護学校 

新型コロナウイル

ス感染症対策
合計 

348,042,240 3,550,720 53,473,730 49,626,000 454,692,690

〈負担額内訳〉                    *前年度(R1)8月1日現在の人口及び人口割 

利用者数 利用者割 均等割 合 計 算定の基礎 

本   院 114,994人 26. 51% 281,642,240 66,400,000 348,042,240 利用者割80％＋均等割20％

大佐和分院 4,018人 7.62% 1,950,720 1,600,000 3,550,720 利用者割80％＋均等割20％

看護学校 *82,745人 25.49% *37,648,730 15,825,000 53,473,730 人口割70％＋均等割30％ 

新型コロナ感

染症対策
114,994人 26.51% 40,158,000 9,468,000 49,626,000 利用者割80％＋均等割20％
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

１目 保健衛生総務費 

○子育て世代包括支援センター運営事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，３３８ ６，５３７ ６，２８３

〈概要〉 令和元年１０月に子育て世代包括支援センターを健康づくり課内に設置し、母子保健や育児に関

する様々な悩み等に円滑に対応するため、助産師等による相談や関係機関への連絡調整等を行い、

妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援に努めた。

〈成果〉 母子手帳交付時に妊婦への全数面接を実施し、個々に合わせて必要な支援へつなげるとともに、

出産・子育て等について気軽に相談できる場所として周知に努めた。 

     助産師の配置により、妊産婦のニーズに対して、よりきめ細かく適時支援ができた。

 回数 人数・組 

妊婦健康相談 随時 ４５２人（実）

マタニティクラス １２回 ７４人（延）

パパママクラス ６回 ６８組（延）

母乳相談 随時 ８３人（延）

○妊婦支援特別給付金給付事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ４０，１１０ ３５，７５９

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症の感染予防のため負担がより大きくなることが懸念される妊産婦に対

する応援事業。令和２年４月２７日に妊娠していた妊産婦に対し児一人当たり１０万円を支給し支

援した。

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の感染拡大が心配される中、安心・安全な出産・子育てに寄与した。 

（単位：千円） 

支給件数 支給額 

３５６件（うち双胎１組） ３５，７００ 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

２目 予防費 

○感染症予防事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７７，６６２ ２２３，９０６ ２１９，２５３

〈概要〉 予防接種法に基づく定期予防接種は、ＢＣＧ・ヒブ・日本脳炎等を乳幼児期・学童期に実施して

おり、令和２年１０月から新たにロタウイスル感染症予防接種が加わった。また、平成３１年４月

から実施している風しん第５期（対象：昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性）

は令和４年３月３１日までの実施予定。子宮頸がんについては、平成２５年６月の国の通知により、

引き続き、積極的勧奨を差し控えている。６５歳以上の高齢者に対するインフルエンザ・肺炎球菌

ワクチンについて、定期接種として接種費用の助成を実施した。 

また、感染拡大防止策として必要な衛生関係消耗品等の購入を行った。 

〈成果〉 感染症法及び予防接種法に基づき、食中毒予防の啓発や結核まん延の予防、定期予防接種の対象

となる感染症の発生及びまん延の防止を図った。また、任意予防接種の対象となる感染症の発症及

び重症化の予防を図った。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、マスク、手指消毒用アルコール、使い捨て防護服、

使い捨て手袋、フェイスシールド、ドーム型サーマルカメラ等の購入を行い、公共施設や市内医療

機関等で使用することで、感染拡大防止に努めた。 

定期予防接種              （単位：人） 

予防接種名 接種者数

ロタウイルス感染症 ４０２

ヒブ １，９１４

小児の肺炎球菌 １，８６６

Ｂ型肝炎 １，３９７

４種混合 １，９３４

ＢＣＧ ４７７

不活化ポリオ ０

麻しん・風しん混合 １，０３４

水痘 ９６０

日本脳炎 ２，４５４

２種混合 ６０２

子宮頸がん ８６

風しん第５期抗体検査 １，８４３

風しん第５期予防接種 ４３５

高齢者インフルエンザ １７，４８０

高齢者用肺炎球菌 ８４７
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

２目 予防費 

○健康診査事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０，２７７ １１，８２４ ９，１６３

〈概要〉 健康増進法に基づく生活習慣病予防を目的とした健康診査及び肝炎ウイルス検診、歯周疾患検診

を実施した。 

〈成果〉 各種健診等事業を実施及び推進することにより、市民の健康の増進を図った。 

      生活習慣病予防健診（１８歳から３９歳まで）に関しては新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止のため中止とした。 

（単位：人） 

項  目 受診者数 

生活習慣病予防健診（１８歳から３９歳まで） ０

生活習慣病予防健診（医療保険未加入者）  ２４

肝炎ウイルス検診 １，３６８

歯周疾患検診 １６３

- 111 -



【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

２目 予防費 

○各種がん検診事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８４，０１３ ６２，６０３ ６０，０５６

〈概要〉 がんを早期発見、早期治療することで、がん死亡率の低下を図るため、胃がん、子宮がん、乳が

ん、結核・肺がん、大腸がんの一次検診を実施した。なお、平成２１年度から、各種がん検診に掛

かる自己負担金を無料としている。また、７月から１２月にかけてがん検診推進事業を実施した。 

〈成果〉 各種がん検診を実施し、がんの早期発見・早期治療を図るとともに、受診率の向上に努めた。 

（委託料）  胃がん検診事業         ５，２３８千円 

       子宮がん検診事業      ３０，８３０千円 

       乳がん検診事業        １３，３８７千円 

       結核・肺がん検診事業    ３，１３３千円 

            大腸がん検診事業        ３，４５２千円 

                                         （単位：人） 

項 目 受診者数 異常なし 要精密検査 
精密検査となった者の結果 

異常なし がん疑い がん 

胃がん ９１６ ８６８ ４８ １ ２ ０

子宮がん ３，８５３ ３，８０５ ４８ ５ １ １

乳がん ２，９０３ ２，８３３ ７０ ２８ １ ４

結核・肺がん １，８２３ １，７９４ ２９ ５ ５ ０

大腸がん  ２，１２７ １，９８６ １４１ ２１ ０ ６

- 112 -



【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

２目 予防費 

○新型コロナウイルス感染症対策事業 【高齢者支援課・健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ５３，９６９ ２６，１３４

・学校等ＰＣＲ検査データ解析事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １，９２７ １，７７７

〈概要〉 学校等で新型コロナウイルス感染症の感染者が発生した場合に、保健所によるＰＣＲ検査の対象

とならない者に対しＰＣＲデータ解析を行い、陽性疑いの有無の判定を行うことで、児童・生徒等

の不安を解消し、安心した社会生活を送れるようにすることを目的に、国立大学法人千葉大学と委

託契約を締結した。 

〈成果〉 ・実施件数 １校 ３１２件 

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３９，７９３ ２３，９７８

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症に係るワクチンについて、国からの供給が開始された場合に市民への

円滑な接種を実施するため、必要な体制を整備した。 

〈成果〉 コールセンター等業務委託（令和２年度から令和３年度債務負担行為設定）、予防接種台帳システ

ム等の改修、接種券の印刷・郵送準備、集団接種・個別接種に必要な物品の購入等、ワクチン接種

を開始できるよう準備を行うことができた。 

国の当初予定よりワクチンの供給が遅れたため、年度内での執行が困難になった部分については、

次年度へ繰り越した。 

      ・令和３年度へ繰越明許  １０，８９５千円 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

２目 予防費 

・新型コロナウイルスワクチン接種対策事業 【高齢者支援課・健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ８，３２５ ３７７

〈概要〉 ワクチン接種が開始になった際、７５歳以上の高齢者への接種会場までの交通支援策として、タ

クシー等で利用できる共通利用券（１人当たり４，０００円）を交付するための準備を行った。 

〈成果〉 タクシー等共通利用券の作成を行い、接種券の発送時に同封して７５歳以上の高齢者に送付でき 

るよう準備を行うことができた。 

○医療関係団体支援金給付事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １，６２１ １，５８０

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止等の対策を行っている君津木更津医師会、君津木更津歯

科医師会、君津木更津薬剤師会薬業会に対し、支援金（市内医療機関の会員数×１万円）の給付を

行った。 

〈成果〉 支援金の給付により、感染拡大防止等の対策への支援に努めた。 

・一般社団法人 君津木更津医師会        会員数８５人×１万円＝８５万円 

     ・一般社団法人 君津木更津歯科医師会      会員数２９人×１万円＝２９万円 

     ・特定非営利活動法人 君津木更津薬剤師会薬業会 会員数４４人×１万円＝４４万円 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

３目 保健施設活動費 

○妊婦乳児健康診査事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５０，９９７ ５５，３３８ ４８，６９７

〈概要〉 妊婦及び乳児の健康診査を医療機関に委託して、健康診査の一層の徹底と妊婦及び乳児の健康管

理の向上を促進した。 

〈成果〉 安全な出産への援助及び疾病の早期発見に努め、健やかな親子の成長に寄与した。 

妊婦健康診査 乳児健康診査

５，４３８件（延） ８３０件（延）

○母子保健推進事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，００３ ４，５５１ ４，１６８

 〈概要〉 少子化、核家族化、地域コミュニティの希薄化、情報の多様化など、母子を取り巻く環境の変化

への対応を図り、母子の健康の保持及び増進を支援する事業を実施した。 

〈成果〉 妊娠期から育児期における家庭訪問、健康相談、保健指導及び健康診査等を実施し、母子の健全

な育成の支援を図った。 

 回 数 人数・組 

母子保健推進員訪問指導数 随時 ５３人（実）

妊産婦・乳幼児訪問指導数 随時 １，４３９人（延）

赤ちゃん育児相談 ２５回 ６４０人（延）

子どもの発達相談 １２回 ３０人（延）

幼児健康相談 ３７回 ３４１人（延）

むし歯予防教室 ３回 ６組（実）

園児むし歯予防教室 １１回 ５５８人（資料配布）

幼児健康診査名 対象者数 受診者数 精密健康診査受診者 

１歳６か月児健康診査 ５４８人 ５２５人 １９件（延）

３歳児健康診査 ５７６人 ５４８人 ９６件（延）
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

３目 保健施設活動費 

○特定不妊治療費等助成事業 【健康づくり課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，３９４ ５，１９７ ２，４８０

〈概要〉 高額な特定不妊治療費等の一部を助成することにより、不妊に悩む夫婦の経済的負担の軽減を図

った。 

 〈成果〉 治療費等の一部助成により経済的負担を軽減し、不妊治療の取組への支援を行った。 

 実数 延数 

特定不妊治療 ２５件 ３６件 

男性不妊検査  ２件  ２件 

４目 公害対策費 

○大気汚染監視関係事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，６８２ ２，９３５ ２，８２１

〈概要〉 市民の生活環境の保全を図るため、大気汚染の常時監視、環境保全協定締結工場のばい煙の立入

調査、臨海地域や山砂輸送車両が通行する沿道の浮遊粉じん及び降下ばいじんの測定を実施した。 

〈成果〉 大気汚染の測定を継続的に行うことで、環境基準の適合状況や協定値の遵守状況、経年推移を確

認することができた。

・大気汚染常時監視測定局  市内６地点（久保、坂田、人見、宮下、糠田、俵田） 

              ※坂田、宮下については、令和３年３月３１日で測定終了 

・降下ばいじん測定  市内１４地点 

・浮遊粉じん測定  市内６地点 

・協定工場におけるばい煙の立入調査  日本製鉄（株）東日本製鉄所 君津地区（２月実施） 

・光化学スモッグの監視  ４月～１０月 

君津地域での注意報発令：１回 

※君津地域とは、木更津市、君津市及び富津市 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

４目 公害対策費 

○水質分析等委託事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，５２９ ２，９５６ ２，８４７

〈概要〉 市民の生活環境の保全と水質汚濁の防止を図るため、公共用水域の水質の監視、小櫃川水道水源

保全条例対象事業場の排水検査及び環境保全協定締結工場の排水調査を実施した。 

〈成果〉 水質の測定を継続的に行うことで、環境基準の適合状況、規制基準及び協定値の遵守状況、経年

推移を確認することができた。

調査対象 調査場所 調査回数 調査地点 調査項目 

河 川 

小糸川 月１回 ６地点 pH、BOD、SS、DO、T-N、T-P 

（健康項目等の 31 物質は、小糸川 2

地点、小櫃川2地点、御腹川支流1地

点で年1回） 

小櫃川 月１回 ４地点 

御腹川 月１回 １地点 

小糸川支流 年２回 ４地点 

湖 沼 亀山湖 月１回 ４地点 

pH、COD、SS、DO、T-N、T-P 

（健康項目等の31物質は、亀山湖の 

2地点で年1回） 

海 域 東京湾 年４回 ４地点 
pH、COD、SS、DO、T-N、T-P（健康項目

等の29物質は、1地点で年1回） 

協定工場 ２工場 年３回 １１地点 pH、COD、SS、T-N、T-P等 

ゴルフ場 ３事業場 年１回 ３地点 

pH、BOD、COD、SS、T-N、T-P及び条例

で定められた農薬 68 物質のうち使用

されていた43物質 

廃棄物最終処分場 １事業場 年１回 １地点 
pH、COD、BOD、SS、T-N、T-P及び有害

物質等28物質 

廃棄物最終処分場

及び河川

１事業場 

及び御腹川 
月１回 ３地点 塩化物イオン濃度 

備考：pH（水素イオン濃度）、COD（化学的酸素要求量）、BOD（生物化学的酸素要求量）、 

SS（浮遊物質量）、DO（溶存酸素量）、T-N（全窒素）、T-P（全りん） 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

４目 公害対策費 

○大気汚染測定機器等整備事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，６７８ ２，６２５ ２，６２４

〈概要〉 大気汚染を常時監視している測定機器を更新することで、老朽化により発生する測定値の欠落や

誤作動を防止した。 

〈成果〉 測定値の欠落等を防ぐことで、市民の健康の保護と生活環境の保全を図ることができた。 

更新機器及び更新箇所 

・大気中二酸化硫黄自動測定機 （糠田局） 

・風向風速計         （俵田局） 

○廃棄物不法投棄対策事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，７９２ ５，１８９ ４，８４４

〈概要〉 各地区の不法投棄監視員１０人による巡回（月２回）と、元警察官の環境監視員２人によるパト

ロール（夜間を含め週３回）を実施するとともに、監視カメラを設置し、不法投棄多発区域の監視

に努めた。 

監視カメラについては、新たに３台を追加で導入し、計５台体制としている。 

〈成果〉 不法投棄の巡回、パトロール、監視カメラの設置等により、不法投棄の抑止や早期の発見が図ら 

れたとともに、行為者が特定された事案については厳しく対処することができた。 

・不法投棄通報件数       ５８件 

・撤去等処理済件数        ５４件 

・不法投棄防止用看板設置数   ４５枚 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

４目 公害対策費 

○放射能調査対策事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６４８ ６６７ ６２２

〈概要〉 東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故に起因した放射性物質の影響について確認するため、空

間放射線量の測定と廃棄物最終処分場の放流水等の放射能の検査を行い、検査結果をホームページ

で周知した。

〈成果〉 放射性物質による影響を調査することで、市民の安全と安心の確保に努めた。

・定点（公共施設１０地点）での空間放射線量の測定  月１回

（測定結果：毎時０．０３～０．０６マイクロシーベルト）

・廃棄物最終処分場放射能分析委託（浸出水・放流水） 月１回

       （放射性セシウムは検出されていない。）

○エコスクール認定事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２１２ １８４ １０８

〈概要〉 積極的な環境配慮の取組を行う公立小中学校をエコスクールとして認定しているが、令和２年度

は、新型コロナウイルス感染症感染拡大によって各校における従来どおりの活動の実施が難しいと

の判断に至り、事業を中止した。令和２年度の認定審査は見送り、認定更新審査の対象であった学

校については、特例として認定期間（３年間）を１年間延長し、令和３年度に審査を執り行うこと

とした。 

各校の環境活動に要する消耗品費に関しては、従来どおり支給した。 

〈成果〉 消耗品費については活動再開を見据えた活用が行われ、認定事業を中止している間における各校 

の環境配慮意識の維持に役立った。なお、認定事業は令和３年度から再開している。 

・活動用消耗品費の支給   １４校  １０７，７９１円 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

４目 公害対策費 

○住宅用省エネルギー設備等導入補助事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，９７８ ７，７１６ ６，９８７

〈概要〉 住宅用太陽光発電システム、家庭用燃料電池システム、定置用リチウムイオン蓄電システムの設

置費の一部について、設置者に補助を行った。

〈成果〉 環境への負荷が少ない自然エネルギーの利用、家庭におけるエネルギー利用の効率化・最適化の

推進及び市民意識の高揚が図られ、地球温暖化の防止に寄与することができた。

また、令和元年房総半島台風以降、非常用電源としても有効な定置用リチウムイオン蓄電システ 

ムの申請件数が増加傾向にある。 

住宅用太陽光発電システム（発電出力１ｋｗ当たり２万円で、上限９万円）

・申請件数   １８件         

・確定額総額  １，４７２，０００円  

家庭用燃料電池システム（上限５万円） 

・申請件数   ８件 

・確定額総額  ４００，０００円 

定置用リチウムイオン蓄電システム（上限１０万円） 

・申請件数   ５１件 

・確定額総額  ５，１００，０００円 

○ポリ塩化ビフェニル廃棄物等処理事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，２３４ ２１，４３５ ２１，１２７

〈概要〉 ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法に基づき、高濃度ＰＣＢ含有

安定器の処理期限である令和４年度までに処理を完了するため、ＰＣＢ廃棄物を処理した。 

〈成果〉 高濃度ＰＣＢ含有安定器を適正に処理した。（ドラム缶２缶：７３６ｋｇ） 

・ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理業務委託          ２０，７６４千円 

・ポリ塩化ビフェニル廃棄物収集運搬業務委託           ３６３千円 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

４目 公害対策費 

○不法投棄監視車両購入事業 【環境保全課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２，００５ ９７８

〈概要〉 不法投棄監視業務等に使用することを目的として、新たに公用車１台を購入した。 

〈成果〉 ４人乗りの軽トラックを導入し、搭乗部と積載スペースを分離したことで、業務の効率化と労働

環境の改善が図られた。 

     また、四輪駆動車としたことで、従来では走行できなかった狭隘な悪路等の現場への立入りも可

能な監視体制となった。 

・購入車両  軽トラック ４人乗り４ＷＤ 防犯パトロール用青色回転灯付き 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

６目 環境衛生費

○上総聖苑管理運営事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１，７２４ １５，８１３ １４，２２６

〈概要〉 上総聖苑の維持、管理運営を効率的に行うため、火葬業務及び施設管理を委託した。 

〈成果〉 使用許可件数 

                              （単位：件） 

１２歳

以上 

１２歳

未満 
死胎 改葬 四肢 免除 計 

市内 ２６１ ０ ２ ０ ０ １９ ２８２

市外  ６７ １ ０ ０ １ ３  ７２

計 ３２８ １ ２ ０ １ ２２ ３５４

○富津聖苑管理運営事業負担金 【環境衛生課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，１２０ １５，４２０ １５，２５８

〈概要〉 君津・小糸・清和地区の市民の利便を図るため、火葬に関する事務の管理執行を富津市に委託し、

当該管理執行に係る経費について、人口や利用件数等に応じて負担金を支払った。 

〈成果〉 利用件数 

       令和元年１０月１日から令和２年９月３０日までの利用件数

        君津市     ７３５件  

（君津・小糸・清和地区６９７件、小櫃・上総地区及び君津・富津市外３８件） 

        富津市     ７１９件 

        （富津市内６５１件、君津・富津市外６８件） 

○きれいな街づくりクリーン作戦実施事業 【環境衛生課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３５８ ３８３ １８

〈概要〉 ５月３１日に開催を予定していた市民参加による環境美化推進事業である「散乱ごみ一掃クリー

ン作戦」は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から中止とした。 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

６目 環境衛生費 

○合併処理浄化槽設置促進事業補助金 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，４６６ １６，０４２ １３，２６３

〈概要〉 生活環境の保全と公衆衛生の向上を図るため、し尿と生活雑排水を併せて処理する合併処理浄化

槽を設置した者に対し、補助金を交付した。 

〈成果〉 交付実績 

設置区分 合併処理浄化槽の種別 人槽区分 実績（基） 

新規設置 高度処理型合併処理浄化槽Ⅱ ５～５０人槽 １３ 

転換を 

伴う設置 

高度処理型合併処理浄化槽Ⅰ 

５人槽 ８ 

６～７人槽 ３ 

８～５０人槽 ０ 

高度処理型合併処理浄化槽Ⅱ 

５人槽 ０ 

６～７人槽 １ 

８～５０人槽 ０ 

計  ２５ 

○広域火葬場整備事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７，９７２ ９００ ７０１

〈概要〉 君津地域４市広域による火葬場の共同整備に向けて、事業主体である木更津市が令和２年度に 

実施した木更津市新火葬場整備運営事業について、負担割合に応じて負担金を支払った。 

〈成果〉 負担金の支払いに係る次の事業が令和２年度内に完了するなど、事業が着実に実施された。 

・木更津市新火葬場整備運営事業直接協定締結支援業務委託 

２，８０５，０００円／４市＝ ７０１，２５０円 
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【４款 衛生費   １項 保健衛生費】

６目 環境衛生費

〇空家等対策推進事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６６ １４２ ６７

〈概要〉 空家等対策の推進に関する特別措置法及び君津市空家等の適切な管理に関する条例に基づき、空

家等に対する対策を効果的に推進するため、君津市空家等審議会を開催した。 

〈成果〉 周辺環境に悪影響を及ぼす特に状態の悪い空家１件を特定空家に認定した。 

令和２年度第１回君津市空家等審議会 

開催日：令和２年１２月２２日（火） 

内 容：状態の悪い空家等に対する特定空家等の認定について 

          状態の悪い空家等に対する財産管理人選任の申立ての是非について 

- 124 -



（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

４ 衛生費 ２ 清掃費 ２，９４２，４２０ ２，６９１，２８１

１目 清掃総務費 

○ごみ減量化・再資源化推進事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７７，２１０ １８１，７２８ １８０，３３６

・資源ごみ分別収集事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５２，９００ １５６，７７１ １５６，１３２

〈概要〉 資源ごみの分別収集（１４品目）を行い、ごみの排出抑制と再資源化の促進に努めた。 

〈成果〉 令和２年度におけるごみのリサイクル率（集団回収を含む）は、２５．２％となった。 

      ７，２６５ｔ（再資源化量）／２８，８４９ｔ（一般廃棄物総量）＝２５．２％（リサイクル率）

・缶、びん、紙、繊維類の収集委託（４社 収集量２，６８８ｔ １０２，４９７千円） 

・ペットボトル、容器包装プラスチックの収集委託（２社 収集量７３１ｔ ４３，０３２千円） 

・廃棄物減量等推進員報償金（令和２年４月１日現在 対象者数：４３４人 ２，５５６千円） 

・回収量に応じ自治会に交付金（１ｋｇ当たり２円）を支出（回収量：３，３０９ｔ ６，６１７千円）

・（公財）日本容器包装リサイクル協会等への再資源化委託（委託量１，１６１ｔ ５９２千円） 

・生ごみ肥料化容器購入設置事業補助金 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８７ ４２３ ４２２

〈概要〉 ごみの減量化を図るため、生ごみ肥料化容器等の購入者に対し、費用の一部を助成した。 

〈成果〉 家庭での生ごみの再資源化によって、ごみの減量化につながった。 

区   分 補助単価 数 量 補助額 

コンポスト容器 ３千円 ２２ ６６千円

ＥＭ容器  ３千円 ６ ６千円

家庭用生ごみ処理機 ２０千円 ２２ ３４５千円

※ 補助単価は上限単価  
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【４款 衛生費   ２項 清掃費】

１目 清掃総務費 

・資源ごみ集団回収推進事業助成金 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８１４ １，０１１ ２５９

〈概要〉 資源ごみ（古紙、缶類等の有価物）の集団回収を行った団体（ＰＴＡ、子ども会等）及びその

引取りをした組合に対して助成金を交付した。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の影響により、回収量と実施団体数が減少した。

・回収量   ８２ｔ（実施団体：１６団体） 

・助成額   回収団体 １ｋｇ当たり２円   組合 １ｋｇ当たり１円 

・ペットボトル・容器包装プラスチック分別事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２３，３０９ ２３，５２３ ２３，５２３

〈概要〉 容器包装リサイクル法に基づき、資源ごみとして収集したペットボトルと容器包装プラスチック

を分別基準適合物とするため、圧縮、梱包、保管業務について(株)佐久間へ委託した。 

〈成果〉 ペットボトルと容器包装プラスチックを資源ごみとして分別することが市民に定着し、資源循環

型社会の構築及びごみのリサイクル率の向上につなげることができた。 

・処理実績  ペットボトル      ３０１ｔ  

容器包装プラスチック ４２９ｔ 
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【４款 衛生費   ２項 清掃費】

１目 清掃総務費 

○ごみ減量化施策推進事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３２，８９４ ３１，１２７ ２８，８２１

・家庭系ごみ指定袋制推進事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３２，６４５ ３０，８１１ ２８，５３９

〈概要〉 平成２８年４月から「単純従量制」によるごみ袋の有料化を実施している。

サイズ（容量） 可燃ごみ用（10枚入り） 不燃ごみ用（10枚入り）

ミニ袋（10リットル） １００円  

小袋（20リットル） ２００円 ２００円 

中袋（30リットル） ３００円 ３００円 

大袋（40リットル） ４００円 ４００円 

２歳６か月未満の乳幼児を養育する世帯、寝たきり老人及び寝たきり身体障害者（児）のいる世帯は、

おむつ用の特例措置として、一定枚数の指定ごみ袋を無料配布した。 

〈成果〉 令和２年度の家庭系ごみ量を制度実施前の平成１１年度と比較すると、可燃ごみで３６．１％の

減、不燃ごみで３７．３％の減となった。 

      ・指定ごみ袋の作成     ３，５８２，５００枚 

      ・指定ごみ袋の販売枚数   ３，４０４，８３０枚（歳入：１０５，３８７千円） 

      ・指定ごみ袋取扱店に対する取扱手数料 （８０店舗） 

・粗大ごみ有料化推進事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４９ ３１６ ２８２

〈概要〉 ごみステーションへの排出が困難である粗大ごみの個別収集を実施した。 

 〈成果〉 個別収集を実施することにより、廃棄物の適正処理の促進を図ることができた。 

      ・収集実績 （１，４９１件、２，８４６点） 
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【４款 衛生費   ２項 清掃費】

１目 清掃総務費 

○広域廃棄物処理施設整備事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，８８８ １２３，６０５ １２３，１０３

〈概要〉 木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市、鴨川市、南房総市及び鋸南町の６市１町による協議会の

共同事業である第２期君津地域広域廃棄物処理事業を令和９年４月の操業開始に向け、各種手続き

などについて構成市町で連携を図り、計画に遅れが生じないよう事業を進めている。

〈成果〉 協議会で契約した事業者選定アドバイザリー業務委託により、コンサルタントからの的確な支援

を受け、適切かつ迅速に選定事務手続きを進めることができた。

     ・令和２年９月  特定事業者と事業契約及び株主間協定を締結

     ・令和２年１２月 環境影響評価の手続き開始

     ・令和３年１月  特定事業者へ出資

     ・令和３年３月  事業系ごみの受入れに伴う事業契約の変更契約及び三者協定を締結

      特定事業者への出資金               １１８，０００千円

第２期君津地域広域廃棄物処理事業構成市町負担金    ５，１０３千円

〇災害廃棄物処理計画策定事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，２５５ ２，０６８ ２，０６８

〈概要〉 大規模災害時に、多量に発生することが見込まれる災害廃棄物を円滑かつ適正に処理するため、

その初動体制や処理方法等の基本的事項を示す「災害廃棄物処理計画」の策定については、令和元

年房総半島台風等の経験を活かすため、令和２年度に事業を繰り越した上で策定に当たった。

 〈成果〉 令和元年房総半島台風等の経験を踏まえ、計画内容を見直すことで、同規模以上の災害に対応し

うる計画を策定することができた。
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【４款 衛生費   ２項 清掃費】

２目 塵芥処理費 

○一般廃棄物収集業務委託 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７１，２０１ １７６，６２０ １７５，７０２

〈概要〉 家庭から排出される生活ごみの収集を円滑に行うため、収集運搬業務を委託した。

〈成果〉 収集業務を委託することにより、経費削減につながった。 

区   分 委託台数 収集量 

可燃ごみ収集運搬 １０台 １２，９５０．２７ｔ 

不燃ごみ収集運搬 １台 ４２９．０３ｔ 

- 129 -



【４款 衛生費   ２項 清掃費】

２目 塵芥処理費 

○広域廃棄物処理事業 【環境衛生課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７４９，２０４ ７５３，５６５ ７４２，７１４

〈概要〉 可燃物、不燃残渣、し尿汚泥について、（株）かずさクリーンシステムに中間処理を委託した。

     また、中間処理後の溶融飛灰について、山形県米沢市の（株）エコス米沢と秋田県小坂町の

グリーンフィル小坂（株）に最終処分を委託した。 

〈成果〉 広域廃棄物処理事業として、（株）かずさクリーンシステムに中間処理委託し、処理経費及び最終

処分量の縮減が図れた。 

中間処理委託量 （株）かずさクリーンシステム 

可 燃 物（破砕3品含む） ２３，７６８．８５ｔ 

不燃残渣             ６０６．１４ｔ 

し尿・汚泥等          ３１４．５０ｔ 

 計      ２４，６８９．４９ｔ   ７０３，３５９千円  

      溶融飛灰処分量 グリーンフィル小坂（株）   ７７１．３３ｔ    ２７，６６０千円  

     (４月～９月、１月中旬～３月) 

              （株）エコス米沢       ２８５．８９ｔ    １１，３２１千円  

                 （１０月～１月上旬） 

                   計       １，０５７．２２ｔ    ３８，９８１千円 

              ※公費解体分７．１９ｔは含まず 

      米沢市環境保全協力金（四半期搬入実績量×１，３００円/ｔ） 

                 （１０月～１２月）   ２６３ｔ          ３４２千円 

                 （１月）         ２５ｔ           ３２千円 

                   計         ２８８ｔ          ３７４千円 

○塵芥処理車両整備事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １１，７５９ ９，３９３

〈概要〉 老朽化した塵芥車両等を更新し、収集運搬に支障をきたさないよう努めた。

〈成果〉 塵芥処理車両と車両備品、特殊車両を更新した。

      ・塵芥処理車両 ２t天蓋車 

      ・車両備品   ４tコンテナ 

・特殊車両   フォークリフト 
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【４款 衛生費   ２項 清掃費】

２目 塵芥処理費 

○災害廃棄物処理事業 【環境衛生課・住宅営繕課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１１，１６７ ６３０，５３２ ４２１，３５６

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災し、半壊以上の判定を受けた家屋に対して、公費解体制度と 

自費解体実施者への償還制度を設け、損壊家屋の解体撤去を行った。 

また、災害廃棄物処理事業の実施に当たり、国の災害等廃棄物処理事業費補助金を活用した財源 

確保に努めるとともに、早期の復旧復興を図った。 

〈成果〉 損壊家屋の解体撤去については、自費にて解体が困難なものについては、公費解体を行い、自費 

にて解体を行ったものについては償還払いを実施した。 

また、公費解体により発生した災害廃棄物を受け入れる仮置場を市内４か所（君津市清掃工場・ 

貞元仮運動場・久留里スポーツ広場駐車場・旧秋元小学校グラウンド）に設置し、仮置場ごとに受 

け入れる災害廃棄物を限定し、適正かつ円滑に処理することができた。 

（繰越明許分） 

・損壊家屋処理実績 

公 費 解 体  １９８，１１６千円  ４２件 

自費解体償還 １３１，０２７千円  ４５件 

・災害廃棄物処理実績 ２，２９８．２８ｔ（公費解体件数：４２件） 

（木くず）       ７６６．９６ｔ  

（コンクリート）  １，０９８．１２ｔ  

（金属類）        ６７．４８ｔ  

（屋根・壁材）     １４８．７４ｔ  

（混合廃棄物）      ８９．９９ｔ  

（ガラス）        １１．４４ｔ  

（畳）          １３．４０ｔ  

（可燃物）        ４３．７０ｔ  

（草・竹）        ５４．９８ｔ  

（伐採木）         ３．４７ｔ  
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【４款 衛生費   ２項 清掃費】

３目 し尿処理費 

○衛生センター整備事業 【環境衛生課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，３４２ ５０６，０２４ ５０５，６５９

 〈概要〉 衛生センターの施設更新に向けて、令和２年度に実施した事業 

〈成果〉 整備工事の着手に向け施工管理体制を構築し、実施設計及び建設工事を進めた。令和２年度は、 

    建物の基礎及び脱水設備が完成するなど、工事の進捗率は当初予定どおり約１５％となっている。 

     新施設稼働後の施設運営方針を検討するため、長期包括運営委託に係る導入可能性調査を行った。

      ・君津市衛生センター整備工事（令和２年度支払分）    ４９４，４６６千円 

      ・工事監督支援業務委託（令和２年度支払分）         ６，４５３千円 

      ・設計・施工モニタリング支援業務（令和２年度支払分）    ２，４７２千円 

            ・新施設運営に係る調査検討業務               ２，２００千円 

      ・その他（旅費、通信運搬費等の事務費）              ６８千円 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

      合計                          ５０５，６５９千円 
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【４款 衛生費   ２項 清掃費】

３目 し尿処理費 

○施設管理費 【衛生センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８０，２５５ １８４，５３２ １７４，９７３

〈概要〉 衛生センターの管理運営に要した経費（光熱水費、運転用薬品、運転用消耗品、施設用燃料費、

施設管理委託費等） 

〈成果〉 生し尿、浄化槽汚泥搬入実績量         

生 し 尿   １，７９４.４７ｋ 

浄化槽汚泥  １７，２１２.９３ｋ 

計  １９，００７.４０ｋ 

※乾燥汚泥、残渣汚泥の搬出量 １９４ｔ 

（株式会社かずさクリーンシステムで処理） 

○施設修繕費 【衛生センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，２１０ ２０，０００ １９，０１１

〈概要〉 衛生センターの施設修繕に要した費用  

〈成果〉 ・遠心濃縮機２号機分解整備業務            ５，２８０千円 

       経年劣化のため補修した。 

     ・破砕機肉盛研磨業務                 １，５８４千円 

       破砕機の研磨を実施した。 

・水中アクアレーター分解整備業務（Ｎｏ.３、４号機）  ４，９５０千円 

 機能低下防止のため整備した。 

            ・硝酸洗浄ポンプ補修業務               ３，１９０千円 

        経年劣化のため補修した。 

                                  ほか２１業務 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

５ 労働費  ５６，２３３ ３９，５０５

 １ 労働費 ５６，２３３ ３９，５０５

１目 労働費 

○君津勤労者総合福祉センター等管理運営事業 【経済振興課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３１，６７６ ３３，２０８ ３３，０６６

〈概要〉 市民の研修、体力づくり等の活動の場として、福祉の充実と勤労意欲の向上及び健康増進のため 

の施設、君津メディカルスポーツセンター内の勤労者総合福祉センター及び君津緩衝緑地（西君津）

有料公園施設の維持管理を実施した。（公財）体力つくり指導協会を指定管理者として指定した。 

〈成果〉 令和２年度施設別利用状況（令和３年３月３１日現在） 

・勤労者総合福祉センター  研修室       3,447人 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼﾞﾑ  11,239人 

                会議室        946人 ﾌｨｯﾄﾈｽｽﾀｼﾞｵ 15,289人 

                特別会議室  2,658人 サウナ          0人 

                教養文化室     6人 見学・視察者   13人 

                      合   計  33,598人 

・君津緩衝緑地（西君津）有料公園施設 テニスコート  4,906人 

○君津版ハローワーク管理運営事業 【経済振興課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２，１８４ ２，１１１

〈概要〉 市役所本庁舎内にて職業相談や求人の斡旋等を行うサービスを提供し、市民の就業と企業の 

労働力確保を支援した。 

〈成果〉 相談件数：４３５件 紹介件数：８６件 採用件数：１６件 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

６ 農林水産業費  ３，２１３，０２０ １，８１９，９６５

 １ 農業費 ３，１３５，５３４ １，７４７，０５８

１目 農業委員会費 

○農業委員会委員関係費 【農業委員会事務局】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，３５０ １４，００６ １２，８２８

〈概要〉 農業委員会会議（委員会総会）を年１３回開催し、農地法に基づく申請等を処理した。

遊休農地等の拡大防止や担い手の確保など適切な指導と担い手への農地利用集積を図った。

〈成果〉 総会における処理状況 

農地法第３条 １４２件 ７，０３４ａ 

農地法第４条  ２４件   １１４ａ 

農地法第５条 １４８件   ８３２ａ 

農地法第１８条  １１件   ６３１ａ 

農用地利用集積 １５０件 ４，７６３ａ 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

２目 農業総務費 

○農村環境改善センター管理運営事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，５３１ ２０，５５４ ６，９９０

〈概要〉 農家生活の改善、農業者の健康増進等を図るため、農村環境改善センターを指定管理者制度により

管理運営を委託した。 

〈成果・進捗〉 

     施設の使用許可、使用料の徴収など施設全般の管理を委託した。 

  施設の老朽化により雨漏りが発生したため、屋根防水の改修工事を発注したが、年度内では適正 

工期が確保できないため、次年度へ繰り越した。 

令和３年度へ繰越明許  １３，２１１千円 

○道の駅管理事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，２８０ ６，６９９ ６，４４４

〈概要〉 南房総を訪れる人々に対して、観光施設等の地域情報やトイレ等快適な憩いの場を提供するため、

道の駅「ふれあいパーク・きみつ」の管理運営を行った。 

〈成果〉 道の駅「ふれあいパーク・きみつ」が、内房総の中央部に位置する本市を経由し、鴨川、館山方 

面等の南房総を訪れる人々に対して快適な憩いの場を提供した。 

委託先 有限会社きみつふれあいの里 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○特産品奨励事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６３５ ８０８ ３９２

〈概要〉 地域農業の振興と活性化を図るため、地域の特産品として位置づけられる奨励品目の生産・販売を拡大

し、県内外に宣伝・普及した。特産品として知名度向上を図っている切り花の水生「カラー」の消費拡大

展示の委託等を行った。また、有望とされる枝ものの切り花「ミモザ」の産地化に向け、苗木導入の補助

を行った。 

〈成果〉 カラーの消費拡大のために生花の展示を行うことで、カラーの消費拡大とカラー産地としての君

津市の知名度向上を促すことができた。 

また、ミモザの産地化に向けた取組への支援を行うことができた。 

      カラーの消費拡大・知名度向上 

委 託 先 君津市小糸花卉園芸組合 

委 託 費 １６０，０００円 

委託内容 カラーの消費拡大展示 

場  所 埼玉県白岡市役所  

期  間 令和３年２月１２日～令和３年２月１９日 

内  容 カラーの生花展示 

      ミモザの産地化へ向けた助成 

  事業主体 君津市小糸花卉園芸組合 

       事業内容 ミモザの苗木代の補助 

       実  績 ミモザ苗木 ５０５本 生産者９名 

       総事業費 ４９５，１２０円 

       補助金額  ７７，０００円 

      カラー酵母の保管に係る手数料 

       保 存 先 独立行政法人 製品評価技術基盤機構 

            バイオテクノロジーセンター 

       保 管 料 １２５，４００円 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○中山間地域活性化対策事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，４８１ ２，０９３ ２，０９０

〈概要〉 中山間地域において、耕作放棄の発生を防止し、国土保全等の多面的機能を確保するため、農業

生産活動の継続や多面的機能の増進を図ることなどの集落協定を締結した地区に対し、補助金を交

付した。 

〈成果〉 指定された４地区の耕作放棄の防止及び集落環境の改善につながった。

要  件 傾斜度１／２０以上の急傾斜「水田」及び傾斜度１５度以上の急傾斜「畑」 

           （指定年度及び地区） 

平成１７年度  西粟倉地区      １．９４ｈａ 

   〃    黄和田畑地区     １．０８ｈａ 

平成２２年度  柳城地区       ６．２７ｈａ 

    〃      西日笠地区      １．９１ｈａ 

交付面積 １１．２０ｈａ 

交付金額 ２，０８８，５３９円 

○野生猿鹿猪等被害防止対策事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４，０８４ ４６，８１０ ３７，９２０

〈概要〉 有害鳥獣による農産物等に対する被害を防止するため、有害鳥獣捕獲、被害状況調査等を実施し 

た。 

〈成果〉 被害状況調査の実施や要請出動により有害鳥獣による農産物被害状況を把握した。また、有害鳥 

獣捕獲を行うことで捕獲圧を維持するとともに、捕獲従事者への支援として新たに狩猟免許更新支 

援制度を整備した。 

総事業費 ３７，９１９，８８４円 

補助金額 １７，５３９，８００円 

  被害状況調査 被害金額 ２７，４７７千円、被害面積 １６．５ｈａ 

捕獲従事者保険 賠償責任保険及び傷害保険 １５５人加入 

捕獲数 ５，６８６頭 

（サル２７０頭、シカ１，４９９頭、イノシシ３，０２１頭、ハクビシン１２７頭、 

           アライグマ３９７頭、タヌキ１９６頭、キョン１７６頭） 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○経営所得安定対策等推進事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，９４８ ４，９２３ ４，４１２

〈概要〉 経営所得安定対策の実施に必要な経費のうち、システム運営や作付面積の確認等の地域協議会が 

行う推進活動等で必要となる経費を助成し、農業経営の安定と生産力の確保を図った。

〈成果〉 経営所得安定対策の加入の推進を行うとともに、大豆・麦等の戦略作物の作付転換を促し、生産 

力の確保を推進することができた。            

水田活用の直接支払交付金受給者            ７７人 

米・畑作物の収入減少影響緩和交付金         １３人 

畑作物の直接支払交付金 面積払受給者         ３人 

            数量払受給者          ２人 

○市民農園整備推進事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４８ ２４８ ２４８

〈概要〉 特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律に基づき、市が農地所有者から賃借した

農地を民間企業「㈱アグリライフ倶楽部」へ賃貸することにより、市民農園の整備を推進した。 

〈成果〉 市民農園の整備推進により、不耕作農地や遊休農地の有効活用と農作業の体験を通じた都市住民

と農村との交流による地域の活性化を図ることができた。 

 賃借面積    ６，１９８㎡（地権者２人） 

 賃借料   ２４７，９２０円（４０，０００円／１，０００㎡） 

 貸付区画数     １５７区画のうち１３５区画利用

- 139 -



【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○有害獣被害防止対策事業補助金 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５７，８８６ ７４，６６９ ６０，９６９

〈概要〉 有害獣による農産物等に対する被害を防止するため、有害獣被害防止柵の設置等に係る経費の一部

を君津市野生猿鹿猪等被害対策協議会へ補助した。 

〈成果〉 被害防止柵の設置を推進し、農作物被害を軽減することができた。 

事業主体 君津市野生猿鹿猪等被害対策協議会（事務局 ＪＡきみつ） 

   総事業費 ６０，９６８，６００円 

   補助金額 ６０，３８８，６００円 

   事業実績 侵入防止柵の整備（新規整備） ２３か所 ８，１７５ｍ       

君津地区 ２か所・３９３ｍ、小糸地区 １か所・２２０ｍ、 

清和地区 ２か所・５９０ｍ、小櫃地区１２か所・６，３７２ｍ、 

上総地区 ６か所・６００ｍ  

        侵入防止柵の整備（再整備・令和元年房総半島台風 復旧） ５か所 １，２４８ｍ 

       小糸地区 ４か所・１，１４８ｍ、上総地区 １か所・１００ｍ 

大動物用箱わなの導入 １１基 

君津地区 ３基、小櫃地区 ６基、上総地区 ２基 

        緊急捕獲活動支援 

イノシシ（成獣） ２，７１９頭、イノシシ（幼獣）３５１頭 

シカ（成獣）１，５３９頭、シカ（幼獣）３０頭 

その他 

鳥獣害対策クラウドシステムの導入 

トレイルカメラの購入 １２台 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた獣肉処理加工施設への販売促進のための支援 

地域ぐるみ獣害対策の実施 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○植物防疫事業補助金 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９３６ ９３６ ９３６

〈概要〉 水稲の病害虫被害を未然に防止し、農業生産性の向上及び良質米の生産を図るため、君津市植物

防疫協会の行う農薬空中散布に係る経費の一部を助成した。 

〈成果〉 農薬空中散布を実施したことにより、病害虫による被害防止が効果的に行われ、農業生産性の

向上と良質米の生産につながった。 

実施日   令和２年７月９日、１０日、１３日、１５日、１６日、２２日、２３日 

     面  積   ６，９６８，１６０㎡ 

総事業費  ３０，５２４，６９８円 

     補助金額     ９３６，０００円 

○「輝け！ちばの園芸」次世代産地整備支援事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４，２０１ １７，５００ １７，４９８

 〈概要〉 産地の生産力強化拡大を図るため、産地戦略・園芸産地再整備計画を策定した産地が取り組む、

高品質・安定的な生産販売体制の整備に対し支援を行った。 

 〈成果〉 園芸施設の整備を支援することにより、収益性の高い農業の振興を図ることができた。 

       対 象 者  １人 

       整備内容  低コスト耐候性ハウスの新設（イチゴ）１か所

       総事業費  ６４，０２０，０００円 

       補助金額  １７，４９８，０００円 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○飼料用米等拡大支援事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８２６ １，０６７ ９３３

〈概要〉 食料自給率・持久力向上のため、飼料用米、米粉用米等の新規需要米の作付けによる水田を活用し

た取組を行う農業者に対して助成を行った。 

〈成果〉 飼料用米等を生産することで主食用米価格の安定に貢献した。 

補助金額 ９２７，０００円 

補助対象 ２４人 

作付面積 ３，９３１a 

○ジビエ活用推進事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，５８１ ７，０３７ ５，２３４

〈概要〉 地域資源の有効活用を図るため、君津市獣肉処理加工施設の維持管理業務と市内食肉処理加工施設

で食肉加工されるイノシシの放射性物質検査を行った。

〈成果〉 県の出荷検査方針に基づき、イノシシの受入れ、全頭立会い及び放射能検査をすることで、安全安

心なイノシシ肉を流通させることができた。 

      放射能検査検体数  イノシシ ５６１頭 

      検査結果      全て基準値内（１００Bq／㎏以下） 

                        処理頭数  販売実績 

      君津市獣肉処理加工施設  イノシシ ３４８頭  １，３３０㎏ 

                   シカ   １９２頭    ６０４㎏ 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○農業次世代人材投資事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，７５０ １１，２５０ １０，５００

〈概要〉 新規就農や経営継承をするに当たっては、就農準備期間や就農直後の所得の確保等が課題となっ 

ていることから、就農直後の青年新規就農者に対する交付金を交付し、青年就農者の経営を支援し 

た。 

交付金額 １５０万円／年 就農後最長５年間交付 

※夫婦で農業経営を行っている場合、１．５を乗じて得た額（２２５万円／年）となる。 

       なお、前年の所得が１００万円を超える場合は交付金額が変動する。 

〈成果〉 認定新規就農者に交付金を交付し、経営安定と定着を支援した。 

対象者  ８人（夫婦型１組を含む。） 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○強い農業・担い手づくり総合支援交付金 【農政課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，７４９ ２，４１５，８９９ １，１１４，７３７

（通常事業分） 

〈概要〉 人・農地プランに位置付けられた中心経営体が付加価値の増大や単収増加等に取り組む際の事業 

費を支援した。 

〈成果〉 中心経営体の農作業効率が向上した。 

事業主体  １人 

事業内容  コンバイン及びフレコン計測機の導入 

総事業費  １０，０３０，０００円 

補助金額   ３，０００，０００円 

（被災者支援分） 

〈概要〉 令和元年房総半島台風等で被災した農業用ハウス等の復旧を支援した。 

〈成果・進捗〉  

  被災した農業用施設の復旧が完了し、農業生産を開始した。 

     事業主体  １４７人 

総事業費  １，５３３，２３０，６６６円 

補助金額  １，１１１，７３７，０００円 

（繰越明許分） ７２２，９１９，０００円 

（現 年 分） ３８８，８１８，０００円 

被災した農業用施設の一部については、新型コロナウイルス感染症の影響により、資材等の入手や

作業員の確保に想定以上の期間を要し、年度内に事業を完了することが困難となったため、次年度へ

繰り越した。 

事業主体  ３９人 

令和３年度へ繰越明許    ４４９，０６０，０００円  

令和３年度へ事故繰越     ５７，１８３，０００円  
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○農地中間管理事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，５８５ ６，２００ ５，５６３

〈概要〉 農地所有者と農業経営者との間に立って農地の貸借を行う農地中間管理機構（（公社）千葉県園芸

協会）から業務の一部を受託し、受け手、出し手の掘り起こしや貸借契約の事務支援を行った。また、

農地を貸し付けて担い手への農地集積・集約化に協力した地域や出し手に対し、協力金を交付した。

〈成果〉 農地貸借の相談窓口となることで、農地の集約化や経営規模の拡大等を支援することができた。 

  農地貸借契約の成立面積 ２８．１ｈａ（出し手７７件、受け手２５件） 

       機構集積協力金        ２，４７５，５００円（１９件） 

               （内訳） 地域集積協力金   １，４２１，０００円（ ２件） 

             経営転換協力金   １，０５４，５００円（１７件） 

○６次産業化ネットワーク活動交付金（農業費） 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３２，９６０ ０

〈概要〉 千葉県６次産業化ネットワーク活動事業により、県内の多様な事業者等の連携の下で、農山漁村 

が有する地域資源の価値を向上させ、消費者等に提供していく６次産業化の推進に取り組む事業所 

を指導した。 

〈進捗状況〉 

新たな加工品の開発・販売を目指す農業者の加工・販売施設の整備事業の導入について指導した。

事業は法認定され年度内に着工されているが新型コロナウイルス感染症の影響により、受注事業者 

における資材等の納期に大幅な遅れが発生し、基礎工事の着工が遅れ年度内に事業を完了すること 

が困難となったため、次年度へ繰り越した。 

令和３年度へ繰越明許 ３２，９６０千円 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

３目 農業振興費 

○農業用ハウス強靭化緊急対策事業 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １８，６６９ １６，３４８

〈概要〉 「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」について、千葉県が策定した農業用ハウス災

害被害防止計画に基づき実施されたハウスの補強や防風ネットの設置等の対策を支援した。 

〈成果〉 農業用ハウスの補強並びに温風暖房機及び防風ネットの設置を支援し、台風や大雪等の災害に強い

体制の構築に努めた。 

対象者    ７人 

栽培面積   ２９，２３４㎡ 

総事業費   ４０，１８１，１５８円 

補助金額   １６，３４８，０００円 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

５目 農地費 

○県営かんがい排水事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７５，７９２ ７７，２２８ ７６，７３３

〈概要〉 三島ダム及び人見揚水機場を中心とする揚水体系の再編並びに老朽化の著しい危険箇所の改修及

     び補修に係る費用の一部を受益面積に応じて負担した。 

 〈成果〉 危険箇所等の改修により、用水供給の安定化及び農業の保全につながった。 

       水管理制御システム工事 １式、人見幹線用水路工事 Ｌ＝８２ｍなど 

〈進捗〉 計画期間 平成８年度～令和９年度 

全体延長Ｌ＝４２，２７２ｍのうち２６，９７５ｍ完了（約６４％） 

       事業主体  千葉県 

受益面積  １，６０６．６ｈａ（君津市 １，０４９．４ｈａ 富津市 ５５７．２ｈａ） 

○多面的機能支払交付金事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４３，７５８ ６０，２６６ ５８，５８５

〈概要〉 高齢化等による集落機能の低下を補うため、農地や用排水施設及び農村環境の保全と向上に向け 

た活動を地域ぐるみで取り組む活動組織に対し、交付金を交付した。 

〈成果〉 遊休農地や農業施設、農村環境の保全と向上を図ることができた。 

      多面的機能支払交付金 

○農地維持支払 

三舟の里保全会など      ２４組織 

交付対象農地     ８９３．５９ｈａ 

交付金額   ２６，１２５，２００円 

○資源向上支払（共同活動） 

三舟の里保全会など      １７組織 

交付対象農地     ６９１．０７ｈａ 

交付金額   １１，３９２，９２０円 

○資源向上支払（施設の長寿命化）           

三舟の里保全会など      １５組織        

交付対象農地     ５３５．２６ｈａ 

交付金額   １８，７０２，６６５円 

- 147 -



【６款 農林水産業費   １項 農業費】

５目 農地費 

○小規模土地改良事業補助金 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，００２ ２，４１９ ２，３９７

〈概要〉 国庫補助事業及び県単事業の採択基準に満たない小規模な土地改良事業に対して、農業基盤施設

の改修整備のため補助金を交付した。 

〈成果〉 農業基盤施設の整備により、農業経営の合理化と安定化が促進された。 

用排水路改修   糸川水利組合など      ２件 

揚水機等改修   小糸川沿岸土地改良区など  ５件 

○水利施設整備事業（基幹水利施設保全型） 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，００５ ７００ ５１

〈概要〉 国営、県営土地改良事業により造成した基幹的な農業水利施設で、老朽化の著しい施設を計画的

に改修する工事等を支援した。 

〈成果〉 農業水利施設の改修により、用水供給の安定化及び農業の保全につながった。

 三島ダム地区 （事業費の１０％以内×富津市との受益面積割合） 

       ７８３，２０８円×１０％×０．６５３１８１＝５１，１５７円 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

５目 農地費 

○土地改良施設維持管理適正化事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，３４０ ２，７１０ ２，７１０

〈概要〉 老朽化した農業用施設を計画的に改修するため、土地改良区が行う改修工事等に対して、補助金

を交付した。 

〈成果〉 農業水利施設の改修により、用水供給の安定化及び農業の保全につながった。 

君津市末吉土地改良区 

３号井戸整備補修工事（末吉地先） 

６，７００，０００円×１０％＝６７０，０００円 

小糸川沿岸土地改良区 

貞元揚水機場整備補修工事（貞元地先） 

１６，８００，０００円×１０％＝１，６８０，０００円 

君津市小櫃南部土地改良区 

小櫃南部揚水機場取水門整備補修工事（青柳地先）  

３，６００，０００円×１０％＝３６０，０００円 

○地域農業水利施設ストックマネジメント事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，１２０ ５，８８０ ５，８８０

〈概要〉 老朽化した基幹的な農業水利施設を計画的に改修するため、土地改良区が行う改修工事等に対し 

て補助金を交付した。 

〈成果〉 基幹的な農業水利施設の改修により、用水供給の安定化及び農業の保全につながった。 

君津市向郷土地改良区 

向郷揚水機場建屋整備補修工事、機械設備工事、水門ゲート整備補修工事 （向郷地先） 

５８，８００，０００円×１０％＝５，８８０，０００円 
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【６款 農林水産業費   １項 農業費】

６目 農道整備費 

○農道補修 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２２，０７７ １７，８５４ １７，２８７

〈概要〉 農業用施設（農道・排水路・用水路）の修繕や受益者が実施する補修に必要な原材料を支給した。

〈成果〉 老朽化又は破損した農道等の基盤施設の補修及び舗装を行い、農業生産基盤の機能の回復と強化

により、農業生産性と利便性が向上した。 

修繕（農道舗装等）  小糸大谷地先など    １８件 

原材料支給、購入   宿原地先など        ３８件 

農道除草、剪定委託  愛宕地先など          ３件 

重機借上げ      六手地先など      ３件 

○農道整備事業（保全対策型） 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，０３６ １８，５８５ １６，７３２

〈概要〉 基幹農道である広域営農団地農道（小櫃川地区）の改修のため、県が実施する工事等に要する費用

を負担した。 

〈成果〉 県営事業での道路改良実施のため、工事等に要する費用を負担した。 

１１１，５４９，２４７円×１５％≒１６，７３２，３８６円 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

６ 農林水産業費 ２ 林業費 ７６，１６４ ７１，７６９

１目 林業総務費 

○ミツバツツジ保護事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，８８７ ４，０８４ ３，２５９

〈概要〉 君津市ミツバツツジ保護条例に基づく保護地域の監視員による巡視及び管理委託を実施した。 

〈成果〉 ミツバツツジの生育環境を良好にするとともに、適正な保護を行うことができた。 

保護地域巡視   くじら島保護地域など  ３か所 

案内看板修繕   音事協の森       １か所 

管理委託     音事協の森など     ２か所 

２目 林業振興費 

○林道整備事業  

・林道維持管理事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，４６８ ３，４２５ ２，９４６

〈概要〉 林道における通行車両の安全確保と事故の未然防止のため、草刈・修繕等の維持管理を実施した。

〈成果〉 草刈りによる視距の確保、法面崩落箇所等の補修により、通行車両の安全と事故防止を図ること 

ができた。 

       草刈等     諏訪線など   ６路線 

       修繕      糸川間野線など ２路線 

       重機借上    梨ノ木線など  ４路線 

       原材料支給   三川線など   ５路線 
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【６款 農林水産業費   ２項 林業費】 

２目 林業振興費 

○日本一のミツバツツジの里づくり事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，８２６ ２，０００ １，９２５

〈概要〉 観光資源の充実を図り、観光客や自然散策者、研究者等市内外からの交流人口の拡大を図ること 

により地域の活性化を目指すもので、君津市小香地先（三舟山）に植栽を行い、日本一のミツバツ 

ツジの里づくりの整備充実を図った。 

〈成果〉 君津市小香地先（三舟山）に植栽を実施し、植栽地の拡大が図られた。

植  栽  ミツバツツジ  ２４６本（三舟山） 

○森林環境整備事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８０ １１，５２４ １１，５２２

〈概要〉 森林環境譲与税を活用し、重要インフラ施設周辺の森林整備を実施した。 

〈成果〉 倒木による停電を未然に防止するため、市道大井・小糸大谷線に隣接する民有林の伐採を行っ

た。 

委託料  大井地先  伐採工  ６４本 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

６ 農林水産業費 ３ 水産業費 １，３２２ １，１３８

１目 内水面漁業振興費 

○淡水魚かい類種苗放流事業補助金 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１４０ １，３１４ １，１３８

・小糸川漁業協同組合 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３３ ３６ ３３

〈概要〉 小糸川流域の淡水魚族資源の維持培養と漁場環境の保全を図るため、小糸川漁業協同組合が実施 

する有用漁族の種苗放流事業に補助金を交付した。

〈成果〉 漁業協同組合の種苗放流等を支援することで、漁場環境の保全を図ることができた。 

アユ フナ ウナギ ニジマス ワカサギ 

－ １４０㎏ － － － 

    総事業費   １０７，８００円 

    補助金額    ３３，０００円 

・小櫃川漁業協同組合 【農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１０７ １，２７８ １，１０５

〈概要〉 小櫃川流域の淡水魚族資源の維持培養と漁場環境の保全を図るため、小櫃川漁業協同組合が実施 

する有用漁族の種苗放流事業に補助金を交付した。

〈成果〉 漁業協同組合の種苗放流等を支援することで、漁場環境の保全を図ることができた。 

アユ フナ ウナギ ニジマス ワカサギ 

５０，０００尾 ２，５００kg １０５kg １０，０００尾 卵８千万粒 

    総事業費 ６，５８４，９００円 

    補助金額 １，１０５，０００円
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

７ 商工費  １，１２８，１３３ ９１９，７２１

 １ 商工費 １，１２８，１３３ ９１９，７２１

２目 商工振興費 

○副次核整備事業 【経済振興課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９０６ １，００９ ５３５

〈概要〉 商店街を訪れる観光客へのサービス向上とにぎわいの創出により、観光交流拠点の具現化を図っ

た。 

〈成果〉 副次核推進対策協議会による、伝統伝承事業、久留里ボランティアガイド事業、久留里駅前電飾 

事業などを内容とする商店街活性化事業を実施し、まちのにぎわいの創出を図ることができた。 

    ・君津市副次核推進対策協議会補助金  ５３５，４４５円 

○企業誘致推進事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３１，６５２ ２６，５７６ ２５，１１５

〈概要〉 地域経済の発展と活力ある街づくりを推進するため、千葉県や金融機関などの関係機関と連携し、

企業訪問や物件紹介等、企業誘致活動を実施するとともに、君津市企業誘致条例（現君津市企業立 

地促進条例）に基づき、指定企業４社に対して立地奨励金の交付を行った。 

〈成果〉 本市への企業進出のきっかけを作り、就業機会の拡大や定住人口の増加、地域経済の発展等につ 

ながる活動ができた。 

・企業誘致奨励金    ２４，９９２,０００円 

・その他支出         １２３,２８８円 
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【７款 商工費   １項 商工費】

２目 商工振興費 

○中心市街地商店街活性化推進事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８４０ ４２０ ４２０

〈概要〉 商店街のにぎわいを創出する集客性のあるイベントやＪＲ君津駅周辺の市街地の活性化に寄与す

る商店会が行う事業等を支援した。 

〈成果〉 イルミネーション事業を支援し、商店会のにぎわい創出を図った。 

・第２０回きみつ七夕祭り 中止 

・第９回きみコン     中止 

・イルミネーション（中野、坂田、久保商店会） 

○中小企業資金融資及び利子補給事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２２１，９５９ ２２５，２８７ ２２３，２７４

 ・中小企業利子補給金 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２１，９５９ ２５，２８７ ２３，２７４

〈概要〉 中小企業の設備資金、運転資金等の融資に係る利子の一部を補給し、中小企業者の経営安定化を 

支援した。

〈成果〉 中小企業資金融資制度預託金による融資を受けた市内中小企業者の利子と信用保証料の一部を補 

給し、経営負担を軽減することで中小企業者の育成と市内産業の振興を図ることができた。

・中小企業利子補給金等    利子補給２７０件、信用保証料補助１件 
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【７款 商工費   １項 商工費】

２目 商工振興費 

・中小企業融資制度預託金 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２００，０００ ２００，０００ ２００，０００

〈概要〉 金融機関に預託した金額の１０倍を限度に、中小企業の設備資金、運転資金等の融資を行い、中小

企業者の経営安定化を支援した。

〈成果〉 市内中小企業者の経営の安定、事業拡大のための資金の融資をすることで、中小企業者の育成と市

内産業の振興を図ることができた。 

・中小企業融資制度預託金   ６金融機関に預託 

・事業設備資金   ８件 ７０，１４０千円 事業運転資金  １５件 ９３，０００千円 

    創業設備資金   ２件  ８，２００千円 創業運転資金   １件  ５, ０００千円 

特別小口運転資金 １件   ４，０００千円 経営安定設備資金 １件 １０, ０００千円 

経営安定運転資金 ４件 ２４, ５００千円 

○商工団体育成事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４，１３５ １４，９３４ １４，８９１

 ・商工会議所育成補助金 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４，０００ １４，８００ １４，８００

〈概要〉 君津商工会議所の育成、健全な発展を図るため補助金を交付した。 

 〈成果〉 君津商工会議所を育成することにより、市内商工業の振興を図った。 

また、商工会議所が行う外国人技能実習生受入に係る監理団体設立のための事業に対し、補助金 

を交付した。 
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【７款 商工費   １項 商工費】

２目 商工振興費 

・かずさ青年会議所負担金 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９２ ９１ ９１

〈概要〉 青年経営者の育成を図るため負担金を交付した。 

 〈成果〉 地域経済の研究、講演会等の実施により地域社会の産業、市民意識の高揚を図った。 

○ふるさときみつ応援寄附金事業 【経済振興課・財政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３５１，０３４ ３６７，００９ ２６７，４２１

〈概要〉 ふるさと納税（寄附金）の推進と本市の特産品等の普及促進を図った。 

〈成果〉 ふるさと納税（寄附金）を募り、地元特産品等を贈呈することにより財源確保及び市内経済の活 

性化を図った。 

寄附件数 ５２，０５８件 

寄 附 額 ５６５，２５６，１０８円 

○創業支援事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，９１５ ３，５２０ ３，５２０

・きみつ魅力あふれるお店づくり事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，３９５ ３，０００ ３，０００

〈概要〉 魅力あるお店づくりを推進し、まちのにぎわいの創出と市内経済の活性化を図るため、市内の空

き店舗や空き家を活用して、新たにお店を始める方に対し、出店に係る経費の一部を補助した。 

〈成果〉 市内で新たにお店を始める事業者に対し、出店に係る経費の一部を補助したことで、まちのにぎ

わいの創出と市内経済の活性化を図った。 

・新規出店事業 ６件 ３，０００，０００円 

（飲食料品小売業１件、飲食店２件、持ち帰り飲食サービス業２件、美容業１件） 
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【７款 商工費   １項 商工費】

２目 商工振興費 

・特定創業支援事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５２０ ５２０ ５２０

〈概要〉 君津市創業支援事業計画に基づく特定創業支援事業として、君津商工会議所に委託し、創業セミ 

ナーを実施した。 

〈成果〉 創業セミナーを開催し、創業者の心構えやビジネスプラン等について講義を行った。 

      ・創業セミナー  参加者数 ８人 

○産業支援センター運営事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，９５０ ８，００９ ６，８７５

〈概要〉 中小企業や創業希望者への総合的な支援窓口として産業支援センターを設置し、市内で活動する 

中小企業等の経営の安定化を図った。 

〈成果〉 市内の中小企業や創業希望者が抱える様々な課題への早期解決を図るとともに、最新情報を発信 

し活用を促した。 

      ・相談件数 ２４７件 

○中小企業等事業継続支援事業 【経済振興課・農政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １６６，２３５ １３５，８５８

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症を起因とする経済活動の休止・縮小の影響を受けている中小企業等に 

対し、千葉県中小企業再建支援金に一律１０万円を上乗せ補助した。 

〈成果〉 補助件数 １，２９１件 
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【７款 商工費   １項 商工費】

２目 商工振興費 

○中小企業等感染防止対策事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ４６，３３６ ３１，２０９

〈概要〉 事業者と消費者が安心して経済活動を継続できるよう、市内の中小企業者等が新型コロナウイル 

ス感染症感染拡大防止対策を講じる際に必要となる経費の一部を補助した。補助対象経費の３/４、

上限１０万円（千円未満切捨て） 

〈成果〉 補助件数 ３９９件 補助金額 ３０，１０１千円 

○地域ポータルサイトを通じた消費喚起事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３３，０００ ３０，７１８

〈概要〉 ポータルサイト「きみなび」で店舗ごとに利用できるデジタルクーポンを発行し、新型コロナウ 

イルス感染症の拡大によって落ち込んだ市民や近隣住民の消費意欲を取り戻し、市内経済の活性化 

を図った。 

〈成果〉 参加店舗数 ２８０店舗  クーポン発行総額 ２５，７１８千円 

○中小企業テレワーク導入支援補助金 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ５，４４０ ５，３７８

〈概要〉 中小企業がテレワークを導入する際に掛かる経費を補助することで、職場における三密を回避 

するとともに、多様で柔軟な働き方を推進した。補助対象経費の２/３、上限４０万円（千円未満 

切捨） 

〈成果〉 補助件数 １９件  補助金額 ５，３７８千円 
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【７款 商工費   １項 商工費】

３目 観光費 

○観光推進事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６，８４２ ９，３６２ ８，３６３

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、例年実施しているイベントの多くが中止と

なった。 

〈成果〉 観光パンフレットの配架やポスター掲示、特産品の提供など感染対策のため、限られた形で実

施した。 

市原市、大多喜町と連携して房総さとやまGO(11月7日から12月6日までの土日祝運行の観光 

バス)運行事業については、例年どおり実施した。 

・観光キャンペーンの実施 ２回 （家たびスタンプラリー、千葉県アンテナショップ「ちばI・

CHI・BA2020」） ※令和元年度１１回 

○観光施設維持管理事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，４５２ １３，９１７ １３，２４２

〈概要〉 市内の観光施設を適切に維持管理し、観光客等の利便性・快適性を提供するため、観光トイレ

の清掃や浄化槽の維持管理委託をはじめ、電気水道料、し尿の汲取り、浄化槽法定検査等を行っ

た。また、観光トイレの浄化槽や設備の修繕を実施した。 

〈成果〉 市内の観光施設を適切に維持管理したことで、観光客等の利便性・快適性の向上を図ることが

できた。 

      観光トイレ  ９か所 

      公園・広場等 ３か所 
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【７款 商工費   １項 商工費】

３目 観光費 

○久留里観光交流センター管理運営事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，６８４ ３，８４０ ３，７４４

〈概要〉 指定管理者制度により、久留里地区を中心とした地域の観光に関する情報の提供、物産の展示

及び紹介等により観光客と地域住民との交流を促進し、地域経済の発展に寄与する施設として建

設した久留里観光交流センターの管理運営を行った。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、施設を閉鎖した期間があったことから、年

間の利用者数は減少したものの、地場産品等の展示紹介や観光客と地域住民との交流を促進する

場として、広く活用された。 

（年間利用者数 ９，２２８人） 

○観光協会育成補助金 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，３８６ ３３，２４７ ２２，０３８

〈概要〉 観光事業の振興及び観光産業の発展を図るため、推進団体である観光協会に対し、事業運営に

要する経費の助成を行った。また、君津市への誘客促進と地域産品の認知度向上を図り、再訪に

つなげることを目的とした「おもてなし提供事業」を実施することに対し、当該事業に係る経費

の助成を行った。 

〈成果〉 本市の観光推進団体である一般社団法人君津市観光協会を育成するため、運営に係る経費につ

いて助成を行うとともに新型コロナウイルス感染症対策として同協会が県の補助事業（補助率

2/3）として実施した「おもてなし提供事業」について市としても助成を行った。 
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【７款 商工費   １項 商工費】

３目 観光費 

○郡ダム湖面活用推進事業 【経済振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １，５９４ １，５１７

〈概要〉 郡ダムの湖面を水上スキー競技に活用することで、学生を中心とした交流人口が増え、地域活

性化につながる契機とするため、全日本学生水上スキー連盟による実証実験を行い、水上スキー

場としての適正や課題を検証した。 

〈成果〉 【検証実施期間】令和２年１１月５日～令和３年３月３１日 

     令和２年１１月２１日から２３日まで東京都水上スキー連盟主催の君津水上スキー大会を無観

客開催（参加者：３日間合計174人）。その他に水質検査（５回）や待機場所の整地、コンテナ等

の設置による影響の検証を行った。 

     なお、これまでの検証の範囲では、ダム施設や周辺環境への影響は認められていない。 
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【７款 商工費   １項 商工費】

４目 消費生活費 

○消費生活相談事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，８２１ ３，３５０ ２，９１９

〈概要〉 消費生活センターを開設し、消費生活の実態の把握と市民生活の安定強化に努めた。 

      ・消費生活相談員 ２人 

〈成果〉 消費生活におけるトラブルに対し、的確な指導と迅速な対応を行い、市民生活の安定に寄与する 

ことができた。 

     ・相談日  週４日（月、水、木、金曜日） 

      ・相談件数 延べ２９８件 

・相談内容 インターネット通販に関する相談（約３割）、各種契約に関する解約についてのト 

ラブル、契約先と連絡不能の相談など 

○消費者啓発事業 【市民活動支援課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６６７ １，２６７ ４７９

〈概要〉 消費生活において、複雑多様化している消費者問題に対応するため、消費者を守る法律や制度の 

基礎知識を学び、自ら的確に判断する力の向上に努めた。 

〈成果〉 木更津市と淑徳大学との共催事業で啓発資料の作成・配布を行い、相談窓口としての消費生活セ 

ンターの周知が図れた。 

      消費者大学は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止とした。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費  ４，０８２，８１７ ３，２４８，２６６

 １ 土木管理費 ５９２，４０２ ５８６，２１０

１目 土木総務費

○地籍調査事業 【管理課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４１，１３２ １０８，２４２ １０８，２０１

〈概要〉 地籍調査の実施により、登記情報が更新され正確な地図が法務局に備え付けられた。 

（１工区当たり３年を目途に調査を実施） 

〈成果・進捗〉 

（現 年 分）６２，８０６千円 

    ・貞元地区（第４工区） 

      ３年目の工程として、成果の数値情報化、国・県による成果の認証及び法務局への送付を行い、

調査が完了した。 

      調査面積 ：７３ｈａ（１，５１８筆） 

      境界同意率：１００％ 

・上湯江Ⅰ地区（第５工区） 

  ２年目の工程として、一筆地調査（境界の確認）、地籍測量及び成果の閲覧を実施した。 

調査面積 ：６５ｈａ（９３４筆） 

境界同意率：１００％ 

（繰越明許分）４５，３９５千円 

・貞元地区（第４工区） 

  ２年目の工程のうち、成果の閲覧等の一部（令和元年度から繰越した作業）を実施した。 

  調査面積 ：７３ｈａ（１，５１８筆） 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費 ２ 道路橋梁費 ２，１４０，２０４ １，３９０，７９４

１目 道路維持費

○市道維持補修事業 【道路維持課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７２，９９５ ２０８，５５２ ２０５，９９１

〈概要〉 道路及び河川等の維持補修を行い、交通の安全及び排水機能の維持を図った。 

〈成果〉 舗装、排水路等の維持管理を実施した。 

・補修関係費 【道路維持課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５０，１８６ ５４，０６８ ５２，３２２

      道路修繕    東坂田北線      ほか３１件 

      排水修繕    大井戸、砂押線    ほか１９件 

      除草等業務   小糸・久留里線    ほか３４件 

・道路及び排水維持工事関係費 【道路維持課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２２，８０９ １５４，４８４ １５３，６６９

     修繕費 

・道路維持    人見四丁目８号線   ほか６３件 

・排水維持    末吉中央線      ほか２４件 

     工事請負費     

・排水整備工事  作木地先       ほか ４件 

 Ｌ＝７５．７ｍ、鉄筋コンクリート管 Ｌ＝６１．３ｍ            
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

１目 道路維持費

○道路照明改修整備事業 【道路維持課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２７，５１６ ５９，２８８ ５９，２６４

〈概要〉 道路照明の整備等により、交通の安全を図った。 

 〈成果〉 水銀灯照明をＬＥＤ灯に更新し消費電力の低減を図った。 

・ＬＥＤ灯及び老朽化したポールの更新 君津台地先など ８５灯 

 〈行革等に伴う見直し〉 

      水銀灯をＬＥＤ灯に更新したことで、電気料が削減された。 

○トンネル長寿命化事業 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５４４，０７４ １１５，５９９ １１１，４８６

〈概要〉 長寿命化修繕計画に基づき、清水トンネルに係る道路改良工事、照明灯設置工事、法面工事などを

実施し、交通の安全を確保した。 

 〈成果・進捗〉 

（現 年 分）２，０４４千円 

    需 用 費：清水トンネルｐＨ処理装置に係る電気料及び消耗品 

    使 用 料：清水トンネルｐＨ処理装置に係るリース料 リース期間６か月 

（繰越明許分）１０９，４４２千円 

工事請負費：清水トンネル道路改良工事  

取付道路部 Ｌ＝４８．５ｍ トンネル部 Ｌ＝２４７．０ｍ 

       アスファルト舗装工 Ａ＝４７１㎡、コンクリート舗装 Ａ＝１，４４３㎡ 

             清水トンネル照明灯設置工事 トンネル照明灯 ３７台、坑口照明灯 ２台 

          清水トンネル照明灯設置工事（付帯工） 仮設照明灯 ８台 

          清水トンネル整備工事（法面対策工） 吹付法枠工 Ａ＝８１８㎡ 

             清水トンネル道路改良工事、照明灯設置工事が完了した。 
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

１目 道路維持費

○交通安全施設整備事業 【道路維持課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，２００ ６０，７９４ ５０，３２２

 〈概要〉 交通安全施設の修繕や通学路の安全対策を行い、交通事故の防止を図った。 

 〈成果〉 道路反射鏡や区画線等の設置を行い交通の安全対策を行った。 

（現 年 分） 

      修繕費 

  ・道路区画線設置 Ｌ＝５，４７２ｍ 

・道路反射鏡設置 Ｎ＝１４基 

交通安全施設設置工事 ２３，９１７千円 

・薄層カラー舗装   Ａ＝９１４㎡ 

・道路区画線設置   Ｌ＝６４６ｍ 

・車止め設置        ９３本 

（繰越明許分） 

交通安全施設設置工事 １３，５１７千円 

・薄層カラー舗装   Ａ＝２０４㎡ 

・車止め設置       ２４２本 

○舗装法面等長寿命化事業 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２０，１０２ ６３，９００ １０，１７５

 〈概要〉 第三者被害のおそれのある事故を防止し、安全かつ円滑な道路交通の確保を図るため、法面補修工

事に向けて、測量及び詳細設計のほか、横断歩道橋管理計画を策定した。 

 〈成果〉 委 託 料：市道高水大橋線法面補修測量業務委託 

            基準点測量、路線測量 Ｌ＝０．０５ｋｍ 

            市道高水大橋線法面補修詳細設計業務委託 

            法面工詳細設計 

            君津市横断歩道橋管理計画策定業務委託 

            横断歩道橋管理計画策定 

      市道高水大橋線の測量及び詳細設計のほか、横断歩道橋管理計画策定が完了した。 

      国の経済対策の補正予算による追加配分により、年度内では適正工期が確保できないため、 

     委託料、工事請負費を次年度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許 ５０，７００千円
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

２目 道路新設改良費 

○道路新設改良工事 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８９，２４８ ７８３，８０７ ３８４，４２５

〈概要〉 道路ネットワークの充実・強化及び道路利用者の安全確保を図るため、主要道路及び生活道路の整

備工事や用地取得などを実施した。 

〈成果・進捗〉 

・小山野・山高原線道路改良（山高原地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１７，０９０ ５５，３９２ ４０，１０１

（現 年 分）１２，４０９千円 

    工事請負費：道路改良工事（その２） Ｌ＝２９７．７ｍ 

          舗装工 Ａ＝１，２３０㎡、かごマット工 Ａ＝３０㎡ 

          道路改良工事（その１）  

取付道路工 １式、メッシュフェンス Ｌ＝１０６ｍ 

       補 償 金：電柱移転 

道路改良工事について、農業用水路の移設に伴う関係者との調整に不測の日数を要したため工 

事請負費を次年度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許 １５，２８９千円 

（繰越明許分）２７，６９２千円 

    工事請負費：道路改良工事 Ｌ＝４８３ｍ 

          モルタル吹付工 Ａ＝１，１５２㎡、舗装工 Ａ＝１，３８４㎡ 

          道路改良工事（その１）  

取付道路工 １式、メッシュフェンス Ｌ＝１０６ｍ 

公有財産購入費：用地取得 ５人 Ａ＝５９２．６２㎡ 

事業延長Ｌ＝１，０５０ｍのうち、道路改良工事や用地取得などを実施した。 
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

２目 道路新設改良費

・中島、和田下線道路改良（中島地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ５，７００ ５，６１５

（繰越明許分）５，６１５千円 

委 託 費：道路詳細設計 Ｌ＝３６０ｍ 

事業延長Ｌ＝３６０ｍのうち、道路詳細設計が完了した。

・八重原線道路新設改良（三直～宮下地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２０，８１２ ５５８，３５０ ２３９，９８５

  （現 年 分）７４，０８３千円 

    委 託 料：分筆登記業務委託 分筆登記 ７筆 

          資材価格調査業務委託 資材価格調査 ４品目 

   工事請負費：橋梁上部工桁製作・架設工事 橋長 Ｌ＝５６．２ｍ 

         形式 鋼単純非合成箱桁橋 

          道路改良工事（三直工区その２）  

          路体盛土 Ｖ＝２，３００ 、プレキャスト擁壁 Ｌ＝４４ｍ 

          道路改良工事（三直工区その３） Ｌ＝８１ｍ 

          平ブロック張 Ａ＝７１３㎡、プレキャストＵ型側溝 Ｌ＝１４３ｍ 

          道路改良工事（三直工区その４） Ｌ＝３５３．１ｍ 

          路体盛土 Ｖ＝８，１００ 、コンクリートブロック積 Ａ＝２０９㎡ 

道路改良工事（常代工区その２） Ｌ＝４６３．７ｍ 

          路体盛土 Ｖ＝１，５００ 、コンクリートブロック積 Ａ＝３４８㎡ 

          道路改良工事（常代工区その３） Ｌ＝１１７．２ｍ 

          掘削 Ｖ＝２，９００ 、コンクリートブロック積 Ａ＝３２７㎡ 

          道路改良工事（常代工区その４） Ｌ＝４２９．９ｍ 

             路体盛土 Ｖ＝２，３００ 、舗装 Ａ＝３，７５０㎡ 

公有財産購入費：用地取得 １２人 Ａ＝３，１８６．０５㎡ 

補 償 金：物件補償 ４人 立竹木等補償 

      電柱移転 

関連する先行工事の遅れにより、工事計画の見直しに不測の日数を要したため、工事請負費を次

年度へ繰り越した。また、橋梁上部工桁製作・架設工事の継続費について、支出未済額を次年度へ

逓次繰越した。   
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

２目 道路新設改良費

・令和３年度へ繰越明許 ２００，９０９千円

・令和３年度へ逓次繰越 １１６，７７０千円 

   （繰越明許分）１６５，９０２千円 

    委 託 料：境界標設置業務委託 境界標設置 ９９本 

          道路設計業務委託 取付道路設計 ２か所、自立式土留工設計 １式 

          物件調査業務委託 附帯工作物の調査及び算定 １戸、独立工作物 １か所 

          支障工作物移設業務委託 工作物撤去 ３個、工作物再設置 ２個 

          地質調査業務委託 サウンディング試験 ３か所 

    工事請負費：常代側橋台築造工事 逆Ｔ式橋台 １基、安定処理 Ａ＝１，３４０㎡ 

          道路改良工事（三直工区その２）  

          路体盛土 Ｖ＝２，３００ 、プレキャスト擁壁 Ｌ＝４４ｍ 

          道路改良工事（三直工区その３） Ｌ＝８１ｍ 

平ブロック張 Ａ＝７１３㎡、プレキャストＵ型側溝 Ｌ＝１４３ｍ 

道路改良工事（常代工区その１） Ｌ＝２４１．５ｍ 

          路体盛土 Ｖ＝１，６００ 、安定処理 Ａ＝６７９㎡ 

事業延長Ｌ＝１，３４０ｍのうち、常代側橋台築造工事、道路改良工事、地権者１２人の用地取

得などを実施した。 

・俵田・山本線歩道整備事業（賀恵淵地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２３，１００ ２３，０６９

（繰越明許分）２３，０６９千円 

 工事請負費：歩道整備工事 Ｌ＝１９７．４ｍ 

       大型蓋設置 １００枚、歩車道境界ブロック設置 Ｌ＝１２０ｍ 

 事業延長Ｌ＝４５０ｍについて、本年度で事業が完了した。 
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

２目 道路新設改良費

・大山野、奥谷線歩道整備（大山野地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，７６５ ４４，４１５ １７，８５４

（現 年 分）５，８５４千円 

 委 託 料：境界標設置業務委託 境界標設置 ６２本 

 工事請負費：歩道整備工事 Ｌ＝３０７．３ｍ 

       歩道舗装 Ａ＝１８１㎡、車道舗装 Ａ＝３４９㎡ 

       歩道整備工事（その２） Ｌ＝１７８．４ 

       歩道舗装 Ａ＝２５４㎡、Ｌ型擁壁 Ｌ＝２４ｍ  

補 償 金：電柱移転 

 自噴井戸の存在が確認され、切り回しの設計施工に不測の日数を要したため、工事請負費を次年

度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許 ２６，５５９千円 

（繰越明許分）１２，０００千円 

工事請負費：歩道整備工事 Ｌ＝３０７．３ｍ 

       歩道舗装 Ａ＝１８１㎡、車道舗装 Ａ＝３４９㎡ 

事業延長Ｌ＝４００ｍのうち、Ｌ＝３０７．３ｍの歩道整備工事などを実施した。
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

２目 道路新設改良費

・笹藤林線道路改良（笹地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２０，３９６ ７９，２００ ４７，８８１

（現 年 分）１６，７８１千円 

 委 託 料：境界標設置業務委託 境界標設置 ８６本 

工事請負費：道路改良工事（その２） Ｌ＝２１９．８ｍ 

      コンクリートブロック積 Ａ＝２７３㎡、車道舗装 Ａ＝８４６㎡ 

      道路改良工事（付帯工） 

      取付舗装 Ａ＝１８㎡、車道舗装 Ａ＝１０４㎡ 

支障となる電柱の移転先の交渉に不測の日数を要したため、委託料、工事請負費を次年度へ繰り

越した。 

   ・令和３年度へ繰越明許 ３１，３１８千円 

（繰越明許分）３１，１００千円 

工事請負費：道路改良工事 Ｌ＝９１．４ｍ 

      コンクリートブロック積 Ａ＝１５２㎡、車道舗装 Ａ＝５５０㎡ 

補 償 金：電柱移転 

事業延長Ｌ＝２８０ｍのうち、Ｌ＝９１．４ｍの道路改良工事などを実施した。 

・六手・中島線歩道整備（上地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，０３１ １７，６５０ ９，９２０

役 務 費：不動産鑑定評価業務 不動産鑑定 ２地点 

委 託 料：土地評価業務委託 標準地価格算定 ２標準地、各画地の評価格算定 １９画地 

      分筆登記業務委託 分筆登記 ３筆 

公有財産購入費：用地取得 ３人 Ａ＝１８１．６８㎡ 

補 償 金：物件補償 ３人 工作物等補償 

物件補償の移転先の調整に不測の日数を要したため、委託料、公有財産購入費、補償金を次年度 

へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許 ７，７０２千円 

事業延長Ｌ＝２７０ｍのうち、３人の用地取得、物件補償を実施した。 
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

２目 道路新設改良費

○神門地区道路拡幅事業 

・生活道路道路改良事業 【道路整備課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，７３１ ３９，４２４ ２２，１７４

〈概要〉 神門地区の道幅が狭く見通しが悪い道路について、安全性の確保及び利便性向上のため、現道拡幅

に向けて用地取得、物件補償などを実施した。 

〈成果・進捗〉 

役 務 費：不動産鑑定評価業務 不動産鑑定 ２地点 

委 託 料：土地評価業務委託 標準地価格算定 ２標準地、各画地の評価格算定 ２０画地 

      分筆登記業務委託 分筆登記 ４筆 

公有財産購入費：用地取得 １９人 Ａ＝４２５．５１㎡ 

補 償 金：物件補償 １４人 工作物等補償 

用地交渉に不測の日数を要したため、委託料、工事請負費、公有財産購入費、補償費を次年度へ繰

り越した。 

・令和３年度へ繰越明許 １７，２４９千円 

市道１号幹線１５号支線（４工区） 事業延長Ｌ＝２３０ｍのうち、１９人の用地取得などを実 

施した。 

○生活道路対策エリア事業 【道路整備課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ５，３００ ４，３７６

〈概要〉 国からＥＴＣ２．０のビッグデータによる速度超過、急ブレーキ箇所などの解析結果の提供を受

け、道路安全診断を行い、効果的な安全対策を実施した。 

〈成果・進捗〉  

工事請負費：安全対策工事（泉地区） 

      薄層カラー舗装 Ａ＝１８７㎡、標識設置 ２基 

      安全対策工事（その２） 

薄層カラー舗装 Ａ＝４２㎡、標識設置 １基 

小糸小学校の周辺について、交差点３か所、１路線の安全対策工事を実施した。 

- 173 -



【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

３目 橋梁維持費 

○橋梁長寿命化事業 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２３，９０４ ７７２，６７６ ５１８，３７１

〈概要〉 橋梁長寿命化修繕計画に基づき、事後保全的対応から予防的対応に転換し橋梁の長寿命化による

コストの縮減を図り、持続的な道路網の安全性を確保するため、定期点検や補修工事などを実施し

た。

〈成果・進捗〉 

（現 年 分）２７２，０９７千円 

役 務 費：戸越橋撤去による迂回路整備に伴う不動産鑑定評価業務 不動産鑑定 ３地点 

ドローンに係る機体及び賠償責任保険料 

委 託 料：館山自動車跨道橋に係る橋梁点検業務委託 みのうかいづか橋ほか４橋 

      ＪＲ内房線、ＪＲ久留里線跨線橋に係る橋梁点検業務委託 北子安跨線橋ほか４橋 

      橋梁点検測量業務委託 大和田跨線橋ほか３橋 

      市道坂田・九十九坊線ほか橋梁点検業務委託 北子安跨線橋ほか３橋 

      市道平山四ノ宮線ほか橋梁点検業務委託 高畑橋ほか６橋 

      映像データストリーミングサービス業務委託 橋梁点検映像データ保存 

      資材価格調査業務委託 資材価格調査 １品目  

      戸越橋撤去による迂回路整備に伴う土地評価業務委託 

      標準地価格算定 ３標準地、各画地の評価格算定 １３画地 

      戸越橋撤去による迂回路整備に伴う分筆登記業務委託 分筆登記 １２筆 

      大盛橋架け替え伴うＩＲＵ設備移設 

架空ケーブル 撤去 Ｌ＝１３４ｍ、新設 Ｌ＝２５ｍ 

大盛橋橋梁整備工事工作物設計業務委託 構造形式の検討、構造計算、図面作成 

大盛橋橋梁整備地質調査業務委託 サウンディング試験 １か所 

      使 用 料：ノートＰＣ賃貸借（長期継続契約） ドローン点検専用ＰＣ １台 

            ドローン機体賃貸借 ドローン １台 

      工事請負費：小糸橋橋梁整備工事（上部工桁製作・架設工） 橋長 Ｌ＝４９．３ｍ 

            形式 鋼単純合成鈑桁橋 

            大盛橋橋梁整備工事（下部工外） 仮桟橋工 旧橋撤去工 下部工 護岸工  

            大盛橋橋梁整備工事（上部工桁製作・架設工） 橋長 Ｌ＝３９．９ｍ 

            形式 鋼単純合成鈑桁橋 

            大盛橋橋梁整備工事（取付道路付帯工） Ｌ＝２４ｍ 

            石積擁壁撤去再設置 Ｌ＝２１ｍ 

ＪＲ委託工事による中野跨線橋補修工事 塗装塗替 Ａ＝８００㎡ 

中野跨線橋橋梁補修工事 歩道部塗装塗替 Ａ＝８６０㎡ 階段補修 Ａ＝６３㎡ 
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【８款 土木費   ２項 道路橋梁費】 

３目 橋梁維持費 

上川橋橋梁補修工事 塗装塗替 Ａ＝９５㎡、伸縮装置工 Ｌ＝９ｍ 

正木橋橋梁補修工事 ひび割れ注入 Ｌ＝１２ｍ、断面修復 １．１ 

公有財産購入費：戸越橋撤去による迂回路整備に伴う用地取得 ８人 Ａ＝８８４．２７㎡ 

備 品 購 入 費：橋梁点検に係る備品購入 

ドローン １台、バッテリー、ｉＰａｄｍｉｎｉ、ＳｆＭソフトウェア 

補 償 金：戸越橋撤去による迂回路整備に伴う物件補償 １名 工作物等 

大盛橋架け替え伴う通信設備の移転に関する補償 

架空ケーブル Ｌ＝０．１６ｋｍ、架空光ケーブル Ｌ＝０．３０ｋｍ  

橋梁補修工事について、施工方法の変更による工期の調整に不測の日数を要したため、委託料、 

工事請負費、公有財産購入費、補償金を次年度へ繰越明許した。 

また、継続費の小糸橋橋梁整備工事（上部工桁製作・架設工）、大盛橋橋梁整備工事（下部工外）、

大盛橋橋梁整備工事（上部工桁製作・架設工）については、支出未済額を次年度へ逓次繰越した。 

・令和３年度へ繰越明許  ９７，３４６千円 

・令和３年度へ逓次繰越 １５４，６９８千円 

（逓次繰越分） ４２，４２０千円 

工事請負費：大盛橋橋梁整備工事（下部工外） 仮桟橋工 旧橋撤去工 下部工 護岸工 

（繰越明許分）２０３，８５４千円 

工事請負費：小糸橋橋梁整備工事（小糸川左岸橋台築造工） 逆Ｔ式橋台 １基 

      大盛橋橋梁整備工事（解体工） 建物解体撤去、工作物撤去 

      豊田大橋橋梁補修工事 塗装塗替 Ａ＝１，４６１㎡ 

      防護柵部材取替 ２４か所、高力ボルト取替 ５，１７８本 

      中橋橋梁補修工事 支承取替 ４基、伸縮装置取替 Ｌ＝１４．５ｍ 

塗装塗替 Ａ＝３５０㎡ 

      中原橋橋梁補修工事 重力式擁壁 １５ 、エアモルタル充填 ４５ 

かごマット Ａ＝１１７㎡、ブロック積 Ａ＝１７㎡ 

小糸橋橋梁整備工事（上部工桁製作・架設工）、大盛橋橋梁整備工事（下部工外）、大盛橋橋梁整備

工事（上部工桁製作・架設工）、中野跨線橋ほか５橋の補修工事、３１橋の橋梁点検などを実施した。
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費 ３ 河川費 ２８，２４９ ２６，８８５

１目 河川新設改良費 

○梅田川河川改修事業 【道路維持課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １７，９６３ １７，６００

〈概要〉 災害の発生予防などを目的として、護岸整備を実施した。 

〈成果〉 普通河川梅田川河川改修工事 

      工事延長   Ｌ＝ ９３ｍ（左岸） 

      かごマット工 Ａ＝１９７㎡ 

○尾車川河川改修事業（尾車地先） 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，１１４ １０，２８６ ９，２８５

〈概要〉 市内を流れる二級河川小糸川・小櫃川は、千葉県により管理されているが、小糸川の中・上流部や

支流は川幅が狭い区間もあるため、浸水被害のない河川環境の整備を図り、地域住民の安全性を確保

するため、尾車川に架かる橋梁の上部工、橋台工などを実施した。 

〈成果・進捗〉 

     尾車川は素掘りの普通河川で、降雨時には河川両岸の耕地が冠水するため、平行する千葉県施工の

一般県道荻作君津線の道路改良工事に併せ、千葉県との協定に基づき千葉県６９％、君津市３１％の

負担割合で事業を行った。 

基本協定：平成２６年２月締結 

全体計画：延長Ｌ＝１，７４０ｍ 

（現 年 分）５，６４０千円 

負担金：橋梁上部工、Ａ１橋台工、電柱移転 

Ａ１橋台築造に伴い支障となる電柱の移設先の調整に不測の日数を要したため、負担金を次年度へ

繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許 ８５千円 

（繰越明許分）３，６４５千円 

負担金：Ａ２橋台工 

事業延長Ｌ＝１，７４０ｍのうち、橋梁上部工、橋台工などを実施した。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費 ４ 都市計画費 １，０４７，０５５ ９９４，５４８

１目 都市計画総務費 

○都市計画調査・検討事業 【建設計画課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６１１ ６，９９０ ６，６０５

 〈概要〉 時代の変化に対応した持続可能なまちを目指すため、立地適正化計画及びバリアフリー基本構 

想の策定に向けた基礎調査を実施した。 

 〈成果〉 君津市立地適正化計画基礎調査業務委託     ３，７４０千円 

     君津市バリアフリー基本構想調査検討業務委託  ２，６０７千円 

○景観事業 【公園緑地課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９４ ２３８ ６７

 〈概要〉 地域の景観資源の保全・活用を図るため、景観条例等に基づく届出事務等を実施した。 

 〈成果〉 景観法・景観条例による届出受付、景観審議会開催 

     令和２年度届出件数 建築物     ３件 

               工作物    ４８件（うち太陽光パネル４６件） 

               開発行為    ２件 

               土石の採取等  ４件 

                合  計  ５７件 
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【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

２目 建築指導費

○木造住宅耐震化促進事業 【住宅営繕課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，０５６ ３，９１９ ３，５５０

〈概要〉 耐震相談会の開催や木造住宅の耐震診断に要する費用の補助を行い、建築物の安全性に対する市

民意識の向上を図るとともに、木造住宅の耐震改修及び併せて行うリフォームに要する費用の一部

を補助することにより、耐震化の促進、住環境の質の向上を図った。

令和２年度から戸建て住宅の耐震診断に要する費用を市が全額負担とし、除却費用に対する補助

を新たに補助対象に加え、制度の拡充を行った。

〈成果〉 ・耐震相談会  委託料  ２４０千円

耐震相談会開催回数    ７回（相談組数 ３７組）

出前耐震相談開催日数   ２日（相談組数  ２組）

・木造住宅耐震診断申請           委託料 １，７５０千円（２１件） 

・木造住宅耐震化促進申請          補助金   ８６２千円（ ３件） 

・耐震改修と併せて行うリフォーム工事申請  補助金   ６６０千円（ ２件）
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【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

４目 街路事業費 

○都市計画街路整備事業 【道路整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，６８８ ５３，３００ １９，３６０

〈概要〉 市街化区域における舗装の劣化が著しい路線について、改修を行い、交通事故防止及び交通の

安全を図った。

〈成果〉 工事請負費：市道人見、高山１号線舗装補修工事

工事延長 Ｌ＝１２４．９ｍ

アスファルト舗装工 Ａ＝１，１９０㎡ 

路上路盤再生工 Ａ＝１，１９０㎡ 

国の経済対策の補正予算による追加配分により、年度内では適正工期が確保できないため、工事請

負費を次年度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許 ３３，３００千円 

市道人見、高山１号線 事業延長Ｌ＝３８０ｍについて、Ｌ＝１２４．９ｍの舗装補修を実施し 

た。 

○街路樹等維持管理事業 【道路維持課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２１，６３６ ２３，０００ ２２，９９６

〈概要〉 市街化区域における幹線道路の中央分離帯や植樹桝内の除草及び植栽の剪定を実施し、生活環境

や都市景観の向上を図った。

〈成果〉 外箕輪・人見線ほか１６路線の分離帯、植樹桝内の除草を実施した。 

高木剪定     ７７７本 （１回） 

高木伐採      １３本 （１回） 

低木剪定   ７，１００㎡ （１回） 

除草工   ２６，０００㎡ （２回） 

小糸川沿岸歩行者専用道 

人力除草  １３，１００㎡ （３回） 

機械除草  ２７，７００㎡ （３回） 

低木剪定   ９，０００㎡ （１回） 
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【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

５目 公園費

○都市公園施設改修事業 【公園緑地課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

      ３，８４２ １４，６８２ １３，０４７

〈概要〉 公園利用者等の利便性の向上や安全を図るため、施設の改修を実施した。 

〈成果〉  

（現年分）８，０７４千円 

    君津緩衝緑地野球場バックネット改修 1基 

    市民体育館多目的トイレ改修（オストメイト対応） 一式 

  （繰越明許分）４，９７３千円 

    高畑公園トイレ設置 

女性用トイレ２室（水洗洋式２基） 

男性用トイレ１室（水洗洋式１基） 

○西ノ作公園整備事業 【公園緑地課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

    － ２２，５８３ ２１，５０５

〈概要〉 周辺居住者の増加に伴い、公園の必要性が高まっている郡三丁目地先において、良好な都市環境 

の形成を図るため公園を整備し、令和３年４月１日に開園した。 

〈成果〉 

（現年分）１４，７７８千円 

    西ノ作公園整備（園路広場工、遊具施設工、休息施設工、照明設備工） 

  （繰越明許分）６，７２７千円 

    西ノ作公園整備（敷地造成工、管理施設工、給排水設備工） 
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【８款 土木費   ４項 都市計画費】 

５目 公園費

○公園施設長寿命化対策事業 【公園緑地課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５８，５３６ ８，３３８ ７，９７５

〈概要〉 内みのわ運動公園の施設が安全・安心に利用できるよう長寿命化計画に基づき、市民体育館屋 

根・外壁の改修の実施設計などを実施した。 

〈成果〉 市民体育館屋根・外壁改修実施設計 

屋根面積 Ａ＝３，７７１㎡（主体育室 ３，３３８㎡、小体育室 ４３３㎡） 

○公園照明灯改修整備事業 【公園緑地課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

      ７，８１０ ２０，７９０ １８，４５４

〈概要〉 公園照明灯を水銀灯からＬＥＤ灯へ計画的に更新した。 

〈成果〉 水銀灯照明をＬＥＤ灯に更新し消費電力の低減を図った。 

ＬＥＤ灯に更新 ５６灯 

〈行革等に伴う見直し〉 

      水銀灯をＬＥＤ灯に更新したことで、電気料が削減された。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

８ 土木費 ５ 住宅費 ２７０，３６２ ２４５，２９０

１目 住宅管理費

○市営住宅管理事業 【住宅営繕課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，９４１ ６，５０６ ６，３０７

〈概要〉 ９団地１１０戸の維持管理を行った。 

〈成果〉 施設等維持補修      ５，４９４千円（４９件） 

新規入居         ０件 

集約転居（団地内移転）  １件 

退去           ２件 

入居率        約７２％ 

団地名 管理戸数 入居戸数 

市 場 団 地 １戸  ０戸  

新 町 団 地 ２０戸  １５戸  

小市部団地 １０戸  ５戸  

千 鳥 団 地 ４戸  ４戸  

あけぼの団地 １５戸  ８戸  

藤 林 団 地 ７戸  ７戸  

平 山 団 地 ２０戸  ７戸  

古 川 団 地 ２戸  ２戸  

外箕輪団地 ３１戸  ３１戸  

計 １１０戸  ７９戸  
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【８款 土木費   ５項 住宅費】 

１目 住宅管理費

○中古住宅取得補助事業 【住宅営繕課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １２，０１８ １２，０１８

〈概要〉 中古住宅の利活用を促進し、管理されない空き家の発生を抑制するため自ら住む目的で戸建て中

古住宅を取得した者に、取得に要した費用の一部を補助した。 

〈成果〉 中古住宅取得補助金   １２，０００千円（２６件） 

○被災住宅修繕緊急支援事業 【住宅営繕課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５８，２０６ ２４７，２６５ ２２２，７０３

〈概要〉 令和元年房総半島台風等による一部損壊（損害割合１０％未満）の被災住宅に対し、国の交付金・

県の補助金を活用して被災住宅の修繕に対する支援を行った。 

〇耐震性向上を含む修繕・・・補助対象工事費の２０％（最大５０万円）を補助 

・補助対象工事費の１５０万円以下の部分 ：上限３０万円（財源：国5/10、県3/10、市2/10） 

・補助対象工事費の１５０万円を超える部分：上限２０万円（財源：県8/10、市2/10） 

〇耐震性向上を含まない修繕・・・補助対象工事費の２０％（最大５０万円）を補助 

・補助対象工事費の２０％：上限５０万円（財源：県8/10、市2/10） 

〈成果・進捗〉 

（現年分）  被災住宅修繕支援 １９７，８２７千円（１，１０８件） 

（繰越明許分）被災住宅修繕支援  ２４，８７６千円（１２６件） 

新型コロナウイルス感染症の影響による工事の停滞等により予定期間に工事が完了しないた 

め、次年度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許       ５，８７５千円（１８件） 

・令和３年度へ事故繰越       ５，０９２千円（２３件） 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

９ 消防費  ２，４９４，６３９ ２，１２５，４０４

 １ 消防費 ２，４９４，６３９ ２，１２５，４０４

１目 常備消防費 

常備消防は、１本部・１署・３分署が配置され、車両３１台を配備し、職員数１６０人で組織されており、 

令和２年度中の出動状況等は次のとおりとなっている。 

     火災出動      ６７件  

     救急出動   ４，１７１件（うち高度救命処置   １２３件） 

（消防隊等との連携活動 ４５８件（ＰＡ連携３７０件・救急支援８８件）） 

（Ｄｒヘリ要請      ３０件（うち搬送 ９件）） 

     救助出動         ４０件  

○予防業務関係費 【予防課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１２０ ８５３ ８４５

〈概要〉 春・秋季火災予防運動を中心に火災予防チラシの回覧やポスターの掲示、住宅用火災警報器の設

置促進及び維持管理の広報を実施した。

     また、防火対象物や危険物施設への立入検査等を実施した。 

〈成果〉 市民や市内事業所に対して防火、防災に対する意識の高揚を図った。 

・住宅用火災警報器設置率     ８１％ 

・防火対象物立入検査       ７２件 

・危険物施設立入検査       ２５件 

・自治会回覧による火災予防チラシ  ３回（６月、１１月、１２月） 
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【９款 消防費   １項 消防費】

１目 常備消防費 

○庁舎管理・保守点検等委託 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，３８３ ８，８１９ ７，０１９

〈概要〉 消防庁舎の維持管理のため、清掃業務及び各設備等の保守点検等を業者委託により実施した。 

〈成果〉 消防庁舎内の衛生的な環境確保及び各設備等の機能維持を図った。 

       主な委託業務 

・消防庁舎総合管理業務           ２，１０１千円 

・消防庁舎冷暖房機保守             ９３７千円 

・消防庁舎昇降機保守 ほか         ３，９８１千円 

○職員教育研修費 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，９２８ ４，７７０ ３，７３２

〈概要〉 消防職員としてより高度な専門的知識や技術を習得するため、千葉県消防学校に１４人、消防大学 

校に１人、救急救命東京研修所に１人、その他の研修・講習等に１３０人の研修を実施した。 

〈成果〉 各研修課程において、基礎的、専門的知識及び技術を習得することができた。 

また、消防大学校では、全国の消防職員とともに研修を実施することで、相互に情報交換しな 

がら、より高度で専門的な知識と最新の技術を習得することができた。 

 研 修 課 程 人員 研修期間 研修経費 

千葉県 

消防学校 

救急科 ２人 ４１日間 ２８５千円

救助科 ２人 ２３日間 ２２０千円

火災調査科 ２人 １３日間 １６９千円

予防査察科 １人 １１日間 ４６千円

特殊災害科 ２人 １０日間 ７８千円

中級幹部科 ２人 ８日間 ６２千円

水難救助科 １人 ５日間 ４１千円

はしご自動車等講習会 ２人 ４日間 ２８千円

消防大学校 幹部科 １人 ４５日間 ３６７千円

救急救命 

東京研修所
救急救命士新規養成課程 １人 １２７日間 ２，１９３千円

その他 その他の研修・講習等 １３０人 ４日間ほか ２４３千円

合計 １４６人 － ３，７３２千円
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【９款 消防費   １項 消防費】

１目 常備消防費 

○ちば消防共同指令センター関係費 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６２，７０２ ２１，６７２ １９，６２１

〈概要〉 千葉県北東部・南部の２０消防本部で共同運用を行っている「ちば消防共同指令センター」の運

用に要する経費や指令関係機器の部品交換に係る負担金を支出した。 

 〈成果〉 指令管制システム機器及び車載端末装置等の部品交換により、ちば消防共同指令センターの安定

的な稼働に寄与することができた。 

        ・運営負担金分        １９，６２１千円 

○常備消防感染防止対策事業 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２０，８０４ ２０，４８８

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症感染防止対策として、必要な物品の配備や施設の改修等を実施した。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症感染防止対策として、消防庁舎における手洗器の自動水栓化等の改修 

や職員の衛生管理のため、仮眠室で使用する寝具の追加リース等により、職員の新型コロナウイル 

ス感染症への感染リスク軽減を図った。 

また、新型コロナウイルス感染症患者や疑いのある患者を救急搬送した際に、配備した物品を活 

用することにより、新型コロナウイルス感染症感染防止及び安全対策を図った。 

・消防本部庁舎及び松丘分署手洗器水栓改修（自動水栓化）  ２，２９６千円 

・本署仮眠室カーテン設置改修               ３，２７３千円 

・消耗品（マスクほか）購入                １，０１９千円 

・仮眠用寝具追加リース                    ２７６千円 

・オゾンガス式除染装置購入                ４，８３１千円 

・陽・陰圧装置付搬送具購入                ８，７９３千円 
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【９款 消防費   １項 消防費】

２目 非常備消防費 

非常備消防は、１本部・５個支団・４４個分団をもって組織し、定数９６０人に対して、令和２年度末の実

員は８５９人となっている。 

（うち、女性消防分団１８人、機能別市役所分団３０人、機能別消防ＯＢ団員８６人） 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、訓練等は実施できなかったが、より安全で効果的な活動ができる

よう消防団活動マニュアルの改正を行うとともに、新型コロナウイルス感染症感染防止対策品や消防団活動上

必要な装備品等を貸与することで災害対応力の充実強化を図った。 

○消防団運営関係費 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６０，１３６ ５９，６１３ ４９，７２８

〈概要〉 消防団員の報酬（機能別市役所分団を除く。）や出動手当の支給、消防団運営交付金の交付及び消

防団機庫の光熱水費など施設の適正な維持管理に係る経費等を支出した。 

〈成果〉 消防団の運営や消火活動等を円滑に遂行するとともに、機庫や車両の適正な維持管理を行った。 

     また、雨衣などの消防団活動に必要な装備品等を貸与し、災害対応力の強化を図った。 

・報酬・出動手当等     ２８，６１０千円 

・光熱水費・燃料・被服等  １２，４７３千円 

・運営交付金         ８，６４５千円 

（出動実績）              出動分団数（延べ） 

        ・火災出動   ４９件         １７５個分団 

        ・警戒出動    ２件           ６個分団 

- 187 -



【９款 消防費   １項 消防費】

２目 非常備消防費 

○消防団活性化対策事業 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７３１ ４８５ ４６９

〈概要〉 消防団ＯＢで編成された消防協力隊の活動をサポートするとともに、地域ぐるみで消防団を応援

するという趣旨のもと、消防団員の士気の高揚及び加入促進を図るため、消防団応援の店事業を展

開した。

〈成果〉 消防協力隊員の活動に係る傷害保険の加入等を行った。

消防団応援の店については、新たに２店舗の登録申込みがあった。また、広報きみつやホームペ

ージでの広報により、消防団員の加入促進を図った。 

消防協力隊保険料            ２４７千円 

消防団応援の店表示証（３０枚）      ７３千円 

消防団応援の店利用証（１００枚）     ８２千円 

消防協力隊用ジャンパー（１０着）     ６７千円 

        令和３年３月３１日時点  ２９店舗登録 

○消防団感染防止対策事業 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３，９０５ ３，８５４

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症感染防止対策として、消防団の感染防止対策に必要な物品を配備した。

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症感染防止対策品を消防団に配備したことにより、消防団活動における 

新型コロナウイルス感染症への感染リスクの軽減を図った。 

・シールド付きヘルメット購入             １，６３２千円 

・防護服購入                       ９４６千円 

・消耗品（マスクほか）購入              １，２７６千円 
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【９款 消防費   １項 消防費】

３目 消防施設費 

○消防水利整備事業 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２３，１４８ ４２，３２５ ３９，５４５

〈概要〉 消防力の充実強化を図るため、消防水利の不足している地域に消火栓を新設したほか、消防水利

の維持補修を行った。 

〈成果〉 令和２年度に４０ 型耐震性貯水槽を１基、地下式消火栓を１基新設し、消防水利の拡充を図っ

た。 

また、既存消火栓及び防火水槽等の適切な維持管理を行うことができた。 

（現年分）２８，６５５千円 

       ・地下式消火栓     １基  笹地先     １，６８２千円 

       ・消火栓の維持管理に係る負担金ほか      ２６，９７３千円 

    （繰越明許分）１０，８９０千円 

       ・４０ 型耐震性貯水槽 １基 郡三丁目地先   １０，８９０千円 

○消防自動車購入事業 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４７，６４３ ２２６，１５２ ２１６，０１６

〈概要〉 常備消防車両２台（消防ポンプ自動車、救助工作車）を更新した。 

〈成果・進捗〉  

消防ポンプ自動車、救助工作車の更新により、多様化する災害への対応強化を図った。 

     また、消防団車両については、新型コロナウイルス感染症の影響により、部品の供給等が困難と 

なり艤装に不測の日数を要したため、次年度へ繰り越した。 

・消防ポンプ自動車     １台     ４９，３６０千円 

・救助工作車        １台    １６６，６５６千円 

・令和３年度へ繰越明許（消防団小型動力ポンプ付積載車 １台） ９，４８８千円 
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【９款 消防費   １項 消防費】

３目 消防施設費

○ホース乾燥塔整備事業 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，８５２ １，７４３ １，７０５

〈概要〉 老朽化した第３４分団の三脚鉄式ホース乾燥塔をポール式ウインチ付乾燥塔に更新した。 

〈成果〉 乾燥塔の更新により、地上での作業が可能となり、高所作業が不要となったことで、消防団員の

安全を確保し、負担を軽減することができた。 

○消防団機庫整備事業 【消防総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３０，０３０ ２９，７８８

 〈概要〉 消防団の活動拠点となる分団機庫の機能維持を図るため、１７分団機庫の建替え工事及び第１０

分団機庫の建替えに向けた用地測量業務委託を実施した。 

〈成果〉 

    （現年分）１，７７１千円 

昭和５６年３月に建築され、老朽化が著しい第１０分団機庫の建替えに向けて、買収予定 

地の用地測量業務委託を実施した。 

（事故繰越分）２８，０１７千円 

第１７分団機庫の建替えにより、地域防災力及び消防力の強化を図った。
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【９款 消防費   １項 消防費】 

４目 災害対策費 

○防災訓練関係費 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９９ ９２８ ４９０

〈概要〉 自治会や自主防災会などが行う自主防災訓練及び防災講座に職員を派遣した。 

なお、総合防災訓練や地域別防災訓練等については、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、

中止とした。 

〈成果〉 自主防災訓練及び防災講座については、防災意識を高め、災害時における行動等について、認識

を新たにすることができた。

件  名 回  数 参加者数 

自主防災訓練 ６回 １４１人 

防 災 講 座 ６回 １２７人 

○非常災害時用備蓄品購入事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，３１２ １０５，３９５ １０５，３９５

〈概要〉 避難所の電源環境を強化するため、ＬＰガス対応ハイブリッド発電機、可搬型リチウムイオン蓄

電池を購入したほか、バリアフリー化のため、段差解消用のスロープ、車椅子対応型トイレ、オス

トメイト専用トイレ、新型コロナウイルス感染症対策のため、間仕切り、サーマルカメラ、大型扇

風機、各種衛生用品等、その他の備蓄品として、保存食や段ボールベッド等の購入を行った。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症対策用品を含め、避難所の開設・運営に必要となる消耗品や備品等を

強化することができた。 

○防災行政無線施設維持管理事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，０４６ １７，００１ １４，２２８

〈概要〉 防災行政無線施設を常時安定稼働させるため、基地局・中継局・屋外拡声子局の保守点検や修繕

工事等を行った。 

〈成果〉 各施設について点検や修繕等を行い、年間を通して安定稼働させることができた。

      ・基地局（１）、中継局（１）、屋外拡声子局（２２６） 

       ※屋外拡声子局のうち２局は再送信局を兼ねる。 
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【９款 消防費   １項 消防費】 

４目 災害対策費 

○防災情報フリーダイヤル事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，２２４ ２，４４６ ２，４４６

〈概要〉 防災行政無線放送を聞き逃した方等に対し、テレホンガイドサービス（フリーダイヤル）により、

情報発信を行った。 

〈成果〉 防災行政無線の放送を補完することで、情報提供手段の多重化に資することができた。 

○デジタル防災行政無線施設整備事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２０，９８０ ６０３，４２１ ２９２，２７４

〈概要〉 技術基準の改正により、現在、アナログ波で運用している防災行政無線施設が使用できなくなる

ことから、防災行政無線施設のデジタル波対応工事を行う事業であるが、成果・進捗に示した理由

により、繰越実施することとなった。 

〈成果・進捗〉 

新型コロナウイルス感染症の影響等により、第２期工事が遅れ、適正な工期を確保することがで

きなくなったことから、次年度へ繰り越した。 

（繰越明許費）工事請負費 ほか ２８６，６７５千円 

（現 年 分）委託料        ５，５９９千円 

・令和３年度へ繰越明許     ２９９，５５９千円
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【９款 消防費   １項 消防費】 

４目 災害対策費 

○災害時通信機器整備事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６８７ ６，２５２ ３，９２１

〈概要〉 災害対応に係る情報通信環境を整えるため、新たに公用スマートフォンのリース、ポケットＷｉ－

Ｆｉの購入（通信契約含む。）、災害対応用ＧＩＳの整備等を行ったほか、引き続き、各拠点施設用の

衛星携帯電話のリースを行った。 

〈成果〉 公用スマートフォンについては、グループチャット機能を活用することで、避難所担当者と本部

事務局間での効率的な情報共有が可能となった。 

     ポケットＷｉ－Ｆｉについては、庁内ＬＡＮを介さないインターネット環境を整えることで、他

市町村等からの応援職員用に通信環境を提供するとともに、君津市のインターネット通信用システ

ムに障害が発生した場合でも情報発信等が可能となった。 

     災害対応用ＧＩＳについては、各種情報を視覚的に共有することで、迅速な災害対応につなげる

とともに、わかりやすい情報発信が可能となった。 

     衛星携帯電話については、通信障害発生時でも拠点間での通信が可能な環境を維持することがで

きた（市役所本庁舎、各行政センター（４）、消防署（１署３分署）の計９か所）。 

○地区防災計画策定事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １２，４１６ １２，４０８

〈概要〉 住民自らの手で地区防災計画を策定できるよう、地区防災計画策定の手引きを作成した。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、ワークショップの実施は見送り、防災対策に

必要な基礎資料を作成した。 

〈成果〉 今後実施予定の勉強会やワークショップ等の効果を高め、地区防災計画の策定促進につながる成

果物を作成することができた。 

○災害用トイレトレーラー配備事業 【危機管理課】 

  （単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２８，９９４ ２８，９６５

〈概要〉 クラウドファンディングを活用のうえ、トイレトレーラーを配備した。 

〈成果〉 災害発生時におけるトイレ環境の改善及び自治体間の相互応援体制の強化が図られた。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費  ５，２５４，５９４ ４，０６７，９５９

 １ 教育総務費 ６９６，７８３ ６６５，４７１

１目 教育委員会費 

○特別支援教育推進事業 【学校教育課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５０２ ６０５ ５０３

〈概要〉 特別支援教育アドバイザーを任用し、幼児を中心に就学に関する検査や園訪問などを行った。 

相談窓口としての「ほほえみ相談室」の運営を行った。 

〈成果〉 特別な支援を必要とする児童生徒への支援の継続と充実を図る校内支援体制の整備を推進した。 

・市内小中学校における交流及び共同学習の実施状況を把握 

・特別支援チームの学校派遣：（巡回訪問）中止（要請訪問）就学に関わるもののみ１０件 

・県立君津特別支援学校との連携による「ほほえみ相談室」の運営（緊急事態宣言期間休止） 

相談延べ回数（幼児２１回、小学生６３回、中学生３回 計８７回） 

・就学相談・検査、就園相談、園の訪問支援の実施 

○奨学金貸付事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，０６０ ９，３６０ ８，５６０

〈概要〉 経済的な理由により修学が困難な学生に対し、修学に必要な資金の貸付けを行い、有為な人材の育

成に努めた。 

〈成果〉 新たに大学生２人及び専門学校生１人に貸付けを行った。 

     継続  月額５０千円 １１人   ６，６００千円 

    月額３０千円  １人     ３６０千円 

         新規  月額５０千円  ３人   １，６００千円 

     計          １５人   ８，５６０千円 
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【１０款 教育費   １項 教育総務費】

１目 教育委員会費 

○学校再編推進事業 【教育総務課・学校再編推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５，０２０ １６，３２６ １１，６０４

〈概要〉 少子化により学校の過度の小規模化が懸念されている中、学校の適正規模、適正配置を目指して、

学校の統合、通学区域の見直し、小中一貫教育等を視野に入れた学校再編を推進し、「子どもたちに

とってよりよい教育環境」を目指した。 

〈成果〉 統合準備室を運営し、円滑な統合に向けた取組を推進した。 

市民を対象とした各種説明会や意見交換会を開催し、丁寧な説明を行った。 

統合対象校同士で事前交流を行うことで円滑な接続を推進することができ、統合校での教育活動 

の充実を図ることができた。 

・統合準備室運営事業 【学校再編推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３３１ ３６９ ２５０

小糸地区、上総地区、大和田小・坂田小の統合準備室において、円滑な統合に向けた会議を実施 

した。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、書面開催を行う等の工夫をした。 

内  容 対  象 開催回数 

市民説明会 周西中学校区、小糸地区、上総地区 ６回 

統合準備室 小糸地区 ８回 

〃 上総地区 １２回 

〃 大和田小・坂田小 １５回 

・事前交流事業 【学校再編推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，２６８ ２，１１７ ９２０

児童の円滑な接続に向け、統合前に学校間で合同学習等の交流を通し、互いの学校や地域の理解 

を進めた。新型コロナウイルス感染症の影響により、交流事業の実施回数が予定より減少した。 

地  区 実施回数 

小糸地区 ８回 

上総地区 ３回 
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【１０款 教育費   １項 教育総務費】

１目 教育委員会費 

・統合関係費 【学校再編推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，３０８ １３，６８４ １０，４３４

上総小学校及び小糸小学校の開校に伴い、引っ越し業務の委託、校旗等の備品の購入や校章・校

歌の制作を行った。また、再編に伴った備品の移設や再分配を行った。 

（繰越明許分）     ３００千円 

     （現 年 分）  １０，１３４千円 

２目 事務局費 

○私立幼稚園教育振興費補助事業 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，２８３ １，３２５ １，２７４

〈概要〉 市内の私立幼稚園の適正な運営に資するため、教材費等の一部を補助した。

〈成果〉 市内の私立幼稚園に対し、教材費等の一部を補助することにより、適正な運営を維持する一助と 

するとともに、幼児教育の振興を図った。 

市内私立幼稚園 ４園 
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【１０款 教育費   １項 教育総務費】

２目 事務局費 

○学校図書館司書補助員配置事業 【学校教育課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，５００ ８，１４７ ８，０１４

〈概要〉 学校図書館に司書補助員を配置し、図書館担当職員の補助及び図書館運営に関する支援を行った。

（司書補助員２３人配置：任用は、年間７０～１００日 １日４時間勤務 週２～３日程度） 

〈成果〉 児童生徒の読書意欲を高めるとともに、学校図書館システムを活用して、学校図書館機能を高め、

蔵書の有効活用及び読書教育の推進を図ることができた。 

中央図書館と連携し、学校団体貸し出しセットや団体貸し出しセットを用意して、読書活動や学 

習で活用することができた。（貸し出し実績：３２回） 

学校図書館が、気持ちを落ち着かせて読書活動に取り組む場となるよう、環境整備を行うことが 

できた。 

新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえ、できる範囲で学校図書館運営を行った。 

○伝統音楽教育推進事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２０５ ２２７ １８０

〈概要〉 和楽器（箏）に触れることにより、日本の伝統音楽に興味・関心を持たせ、伝統と文化を尊重す 

る児童生徒の育成を図った。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の影響により年間の箏配置は休止したが、１０月から、希望校に箏を 

配置し、出前授業を実施した。５小学校で児童が箏の体験学習を経験した。 

生田流大師範を講師として招聘することで、質の高い指導と生演奏を鑑賞する機会を得ることが 

できた。 

生演奏を聴いたり実際に演奏をしたりすることにより、箏に親しみ、日本の伝統音楽への興味・ 

関心を深めたり成就感を得たりすることができた。 

師範とのふれあいも大切にすることができた。
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【１０款 教育費   １項 教育総務費】

２目 事務局費 

○小中一貫教育推進事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８７ １８９ １８１

〈概要〉 周南小中一貫教育校において、９年間を一貫したカリキュラムで行う実践研究を行い、教育活

動の充実を図った。 

〈成果〉 周南小・中学校が、共有する教育目標や学習規律等を定め、連携を図るために必要となる体制

を構築することができた。また、中学校教員による小学校６年生算数科、小学校５・６年生外国語

科や小学校教員による中学校１年生数学科の乗り入れ授業や異学年交流など、９年間の学びと育ち

の充実を図ることができた。 

消耗品費 

小学校教科書及び指導書（算数、外国語）・・・ １８０，９９３円 

○幼児教育無償化事業 【保育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２９，６５５ ２８２，３６７ ２７２，０４０

〈概要〉 君津市に在住する私立幼稚園児の保護者について、保育料等を無償とし、保護者の負担の軽減を図

った。

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、幼児教育の振興を図った。 

区 分 支給額（千円） 園児数（延べ人数） 

保育料 ２６３，２６４   １１，０２１

預かり保育 ５，０９６ ６１１

副食費   ２，５１５ ２３６
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ２ 小学校費 １，４４８，０３９ ８８０，５１２

１目 学校管理費 

○校舎等維持補修事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４０，７９５ ７９，４４３ ７７，７３５

〈概要〉 校舎等の維持補修、校内樹木の伐採などを行った。 

また、新型コロナウイルス感染症対策として、トイレ及び手洗い場の蛇口を自動水栓やレバー式 

水栓に交換した。

〈成果〉 補修修繕を迅速に行い、児童の安全で快適な学校生活に寄与することができた。 

補修修繕 １６校 ３８０件 ７０，１８９千円 

       委託   １０校  １７件  ２，４９６千円 ほか 

○学校施設警備委託料 【教育総務課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，４７９ １，４０５ １，４０４

〈概要〉 夜間等における施設管理のため、機械警備を実施した。 

〈成果〉 夜間等の警備を行い、学校施設及び児童の安全確保を図った。

○施設整備事業 【教育総務課・学校再編推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７８３，５７０ ８２４，７６１ ３３７，９５６

〈概要〉 各小学校からの施設整備の要望に基づき、計画的に施設整備を行った。また、子どもたちにとっ 

てよりよい教育環境を目指した学校再編の実施に伴い、統合後の使用校舎の施設整備を行った。 

〈成果〉 学校施設の整備を行い、教育環境の向上を図った。 

（繰越明許分）      １６０，４０６千円 

（逓次繰越分）      １１３，３４４千円 

（現 年 分）       ６４，２０６千円 

・令和３年度へ繰越 ４７６，７２４千円 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】

１目 学校管理費 

 ・貞元小学校普通教室棟整備事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ６２，２６２ ６１，１３３

（繰越明許分）６１，１３３千円 

普通教室棟の増築工事を実施し、児童の増加に伴う教室不足の解消を図った。 

・小学校消防設備改修事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５０１ ７７ ７７

期限切れとなる消火器の撤去及び新規消火器の設置を行った。 

・（仮称）上総地区小学校統合施設整備事業 【学校再編推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４９，２９７ ５８５，７５１ １５１，０５２

旧久留里小学校の大規模改造工事及び一部改築を実施。また、仮設校舎への不足分エアコンの導 

入やシンクの整備を行った。 

（逓次繰越分）      １１３，３４４千円 

（現 年 分）       ３７，７０８千円 

・令和３年度へ逓次繰越  ４３４，３９６千円 

・小学校空調設備設置事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５３０，３０１ ８，２５６ ８，２５５

猛暑等に伴う児童の体調管理への配慮及び快適な学習環境を確保するため、大和田小学校、小 

糸小学校、松丘小学校、坂畑小学校の普通教室にレンタルエアコンを設置した。 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】

１目 学校管理費 

・南子安小学校敷地整備事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，６１０ １０６，６８６ ９８，８３８

（繰越明許分）９８，８３８千円 

湧き水の影響等により、水捌けが悪化したグラウンドの改修工事を行った。 

・大和田・坂田小学校統合施設整備事業 【学校再編推進課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １１，０２１ １１，０００

周西の丘小学校施設整備の方向性を示した基本構想・基本計画を策定した。この計画を基に、令和

３年度以降、基本・実施設計を行う。 

・貞元小学校特別教室棟機能改善事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３，１４５ ３，１４５

     有効活用されていない和室等を改修し、保健室の移転を行うなど、円滑な学校運営を図るための

改修に係る実施設計を行った。 

・小学校屋内運動場ＬＥＤ照明改修事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １５，５２１ ０

     周西小学校において、次年度に実施予定だった工事を前倒し事業として補助金の交付決定を受け

たため、次年度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許      １５，５２１千円 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】

１目 学校管理費 

・小学校屋内運動場非構造部材耐震化事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２６，８７３ ０

     八重原小学校において、次年度に実施予定だった工事を前倒し事業として補助金の交付決定を受

けたため、次年度へ繰り越した。 

    ・令和３年度へ繰越明許      ２６，８０７千円 

○管理備品購入事業 【教育総務課】    

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，０８３ ５，９３８ ５，３１６

〈概要〉 学校の管理運営に必要な備品を計画的に更新し、教育環境の充実を図った。 

〈成果〉 小学校管理備品２１件を整備した。 

○スクールバス運行事業 【教育総務課】    

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３８，００６ ３８，００５

〈概要〉 学校再編に伴う、生徒の通学手段としてスクールバスを運行した。 

〈成果〉 児童の登下校における安全を確保した。 

運行車両台数 ： 清和小学校 ４台 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】

２目 教育振興費 

○振興備品購入事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

７，６４４ ８，２４２ ８，１５２

〈概要〉 授業に必要な教材を購入した。 

〈成果〉 授業の効率化を促進するため、各種教材備品等の整備充実を図った。 

・備品等 ５，０２４千円  

・図書等 ３，１２８千円 

○特別支援教育就学奨励事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，９５９ ３，７８２ ３，７８１

〈概要〉 特別支援学級に在籍する児童又は通常学級に在籍する学校教育法施行令第２２条の３に規定す 

る障害の程度に該当する児童の保護者に対し、就学に必要な経費の一部を補助した。 

 対象者数 １０２人  給食費の１／２を支給、学用品費・修学旅行費等を一部支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、特別支援教育の振興を図った。 

○就学援助事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，８４４ ２２，９９２ ２２，６７７

〈概要〉 経済的な理由により就学困難な児童の保護者に対し、就学に必要な援助を行った。 

対象者数 ３０４人  給食費・学用品費・修学旅行費等を認定月から全額支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の振興を図った。 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】

２目 教育振興費 

○ＩＣＴ活用推進事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４９，１２０ ６８，４２４ ６７，６１４

〈概要〉 情報化時代に対応した迅速な事務処理及び学校教育を推進した。

 〈成果〉 教育イントラの積極的な活用が図られ、コンピュータの操作技能が身に付いてきたことに

より文書作成・表計算・プレゼンテーションソフトの活用技能が高まり、コンピュータを活用

した授業を行う教員が増えてきた。また、児童には、コンピュータや電子黒板等のＩＣＴ機器

を活用した授業を行うことができた。学校用ホームページについては、各校の更新回数も大幅

に増え、タイムリーな記事を公開することができ、地域に開かれた学校づくりを推進すること

ができた。 

○子ども支援・介護事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０，２１８ １１，３２９ １１，０６７

〈概要〉 小学校に「生活体験指導員」を配置し、支援を必要とする児童の学習活動の補助、体験学習の支 

援及び介護を必要とする児童への支援等を行った。

（任用は、年間８５日 １日６時間以内・週１５時間以内の勤務  週２～３日程度） 

〈成果〉 介護・支援が必要な児童にとって、学校での学習や生活の場面において、豊かな人間性や社会性 

を育成し、きめ細かな教育活動が可能となった。 

特別支援学級に在籍する児童だけでなく、通常の学級に在籍する支援の必要な児童に対しても、 

一人一人のニーズに応じた支援をすることができた。  

・小学校１１校に２１人配置 

 八重原小、南子安小、周西小、大和田小、坂田小、貞元小、周南小、中小、小櫃小、北子安小、 

外箕輪小 
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【１０款 教育費   ２項 小学校費】

２目 教育振興費 

○指導補助教員配置事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，０５８ １５，４０５ １５，１５５

〈概要〉 学力低下や問題行動等が問題視され、生きる力・確かな学力の育成が重要課題となっている中、市

独自で教員資格を有する会計年度任用職員を配置した。 

〈成果〉 少人数指導を推進することで、きめ細かな指導を充実させ、学力の向上を図った。 

     また、指導内容も校外学習・各種大会等への引率など、活動内容も広がり児童一人一人の個性に応

じた指導・支援を推進することができた。 

    ・小学校５校に５人配置 

     南子安小、周西小、貞元小、周南小、中小 

○校内通信ネットワーク整備事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １７６，６６７ １３８，９７４

〈概要〉 国より出されたＧＩＧＡスクール構想に基づき、校内通信の高速ＬＡＮ化をするためにネットワ 

ークを整備した。 

 〈成果〉 小学校１１校の整備（周西の丘小・上総小については、校舎の整備後実施予定） 

（繰越明許分）   １３８，９７４千円 

○ＩＣＴ学習環境整備事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３７，７０１ １１，５９０

〈概要〉  国より出されたＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童が１人１台端末を使用するための校内通信 

機器等を整備した。 

〈成果〉 整備内容は以下の通りである。 

    ・校内通信機器及び学習支援ソフトの調達（ベネッセ「ミライシード」） 

    ・ＩＣＴ支援員の設置：各校月２回（１日の訪問時間３時間程度） 

    ・モバイルルーターの調達（Wi-Fi環境がない家庭） 

    ・端末、システム保守及び導入費用（児童用iPad３５６２台、授業者用iPad２５２台） 

    ・リース料 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ３ 中学校費 １，０８２，４７４ ６３２，８８５

１目 学校管理費 

○校舎等維持補修事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２５，６９４ ４０，７１３ ３９，８５３

〈概要〉 校舎等の維持補修、校内樹木の伐採などを行った。 

また、新型コロナウイルス感染症対策として、トイレ及び手洗い場の蛇口を自動水栓やレバー式 

水栓に交換した。

〈成果〉 補修修繕を迅速に行い、生徒の安全で快適な学校生活に寄与することができた。 

補修修繕  ８校 ２０１件 ３４，２８３千円 

委託    ４校   ８件  １，２９６千円 ほか 

○学校施設警備委託料 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，０３１ １，５６５ １，５４６

〈概要〉 夜間等における施設管理のため機械警備を実施するとともに、防犯カメラによる警備を行った。 

〈成果〉 夜間等の警備及び防犯カメラによる警備を行い、学校施設及び生徒の安全確保を図った。 

○施設整備事業 【教育総務課・学校再編推進課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９２７，９４１ ６０２，９４８ ２０２，４０８

〈概要〉 各中学校からの施設整備の要望に基づき、計画的に施設整備を行った。また、子どもたちにとっ 

てよりよい教育環境を目指した学校再編の実施に伴い、統合後の使用校舎の施設整備を行った。 

〈成果〉 学校施設の整備を行い、教育環境の向上を図った。 

（繰越明許分）      １４６，４４２千円 

（逓次繰越分）       ５３，５５０千円 

（現 年 分）        ２，４１６千円 

・令和３年度へ繰越 ３７９，２９８千円 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】

１目 学校管理費 

・中学校消防設備改修事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６６ ４９ ４４

期限切れとなる消火器の撤去及び新規消火器の設置を行った。 

・中学校トイレ改修事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１６２，１４９ １３９，２１４ １３０，５５０

      （繰越明許分） １３０，５５０千円 

老朽化した周南中学校の教室及び管理棟、屋内運動場のトイレ改修に係る実施設計及び改修工事 

を実施し、教育環境の改善を図った。 

・周西南中学校屋内運動場整備事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ４１６，３９３ ６９，４９９

老朽化した周西南中学校屋内運動場の改修に係る実施設計及び改修工事を行った。 

また、令和３年度に実施予定だった工事を前倒し事業として補助金の交付決定を受けたため、次 

年度へ繰り越した。 

（繰越明許分）周西南中学校屋内運動場大規模改造実施設計業務  １５，３９７千円 

（現 年 分）バスケットゴール購入 等               ５５２千円 

（逓次繰越分）周西南中学校屋内運動場大規模改造工事 等    ５３，５５０千円 

      ・令和３年度へ逓次繰越                   ３４０，５０４千円 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】

１目 学校管理費 

・上総小櫃中学校屋内運動場整備事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予算現額 決 算 額 

－ ２３，２１６ ０

老朽化した上総小櫃中学校屋内運動場の改修に係る実施設計を行った。 

また、設計条件の変更に伴う検討に不測の日数を要したため、次年度へ繰り越した。

・令和３年度へ繰越明許      １７，４５４千円 

・中学校屋内運動場ＬＥＤ照明改修事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ７，６４５ ０

     周東中学校において、次年度に実施予定だった工事を前倒し事業として補助金の交付決定を受け

たため、次年度へ繰り越した。 

    ・令和３年度へ繰越明許       ７，６４５千円 

・中学校屋内運動場非構造部材耐震化事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １３，７３９ ０

     八重原中学校において、次年度に実施予定だった工事を前倒し事業として補助金の交付決定を受

けたため、次年度へ繰り越した。 

    ・令和３年度へ繰越明許      １３，６９５千円 

○管理備品購入事業 【教育総務課】    

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，６８４ ３，７４５ ３，５３０

〈概要〉 学校の管理運営に必要な備品を計画的に更新し、教育環境の充実を図った。 

〈成果〉 中学校管理備品２０件を整備した。 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】

１目 学校管理費 

○スクールバス運行事業 【教育総務課】    

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４，３９４ １１５，８５３ １１５，７２０

〈概要〉 学校再編に伴う、生徒の通学手段としてスクールバスを運行した。 

〈成果〉 生徒の登下校における安全を確保した。 

運行車両台数 ： 周東中学校 ３台、上総小櫃中学校 ７台 

２目 教育振興費 

○振興備品購入事業 【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，４５９ ３，８２０ ３，７８７

〈概要〉 授業に必要な教材を購入した。  

〈成果〉 授業の効率化を促進するため、各種教材備品等の整備充実を図った。 

・備品等 ２，２２５千円 

・図書等 １，５６２千円 

○特別支援教育就学奨励事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，８５９ ２，０４０ ２，０３９

〈概要〉 特別支援学級に在籍する生徒又は通常学級に在籍する学校教育法施行令第２２条の３に規定す

る障害の程度に該当する生徒の保護者に対し、就学に必要な経費の一部を補助した。 

対象者数 ３８人 給食費の１／２を支給、学用品費・修学旅行費等を一部支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、特別支援教育の振興を図った。 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】

２目 教育振興費 

○就学援助事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２４，８０９ ２６，６６９ ２５，３５２

〈概要〉 経済的な理由により就学困難な生徒の保護者に対し、就学に必要な援助を行った。 

      対象者数 ２２３人  給食費・学用品費・修学旅行費等を認定月から全額支給 

〈成果〉 保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の振興を図った。 

○ＩＣＴ活用推進事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３２，４３４ ４２，６４２ ４２，３２２

〈概要〉 情報化時代に対応した迅速な事務処理及び情報教育の推進を図った。 

〈成果〉 教育イントラの積極的な活用が図られ、コンピュータの操作技能が身に付いてきたことに

より文書作成・表計算・プレゼンテーションソフトの活用技能が高まってきた。特に英語や社

会科の授業では、コンピュータや電子黒板を活用して授業を行う教員が増えた。また、生徒に

はコンピュータや電子黒板等のＩＣＴ機器を活用した授業を行うことができた。学校用ホー

ムページについては、各校の更新回数も大幅に増え、タイムリーな記事を公開することがで

き、地域に開かれた学校づくりを推進することができた。 

○運動部活動地域連携実践事業 【体育振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８２０ １，０７６ ２２２

〈概要〉 生徒数の減少や指導者の高齢化等、中学校運動部活動が抱える諸課題を解消するため、合同部活

動により生徒の個性伸張を図った。

〈成果〉 周南中学校・周東中学校・上総小櫃中学校において、合同練習会を実施した。また、県駅伝大会

出場に当たり、試走練習を実施した。ただし、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、教

育活動全般に活動制限がかかり、最小限の執行となった。
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】

２目 教育振興費 

○指導補助教員配置事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，６５０ ２５，０４４ ２４，７６４

〈概要〉 学力低下や問題行動等が問題視され、生きる力・確かな学力の育成が重要課題となっている中、市

独自で教員資格を有する会計年度任用職員を配置した。 

〈成果〉 少人数指導を推進することで、きめ細かな指導を充実させ、学力の向上を図った。 

     また、指導内容も校外学習・宿泊学習・各種大会等への引率など活動内容も広がり、生徒一人一人

の個性に応じた指導・支援を推進することができた。 

    ・中学校７校に８人配置 

     君津中（２人）、周西中、周南中、周東中、小櫃中、周西南中、八重原中 

○中学校合同生徒会事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２１ ２１ ９

〈概要〉 「学校を越えた様々な仲間との交流を通し、自主性、協調性、コミュニケーション能力などの 

社会性を身につけた生徒の育成を図る。また、全体協議会、全体研修会を実施し、学校間の交流を 

深めるとともに、市内一斉の生徒会活動を展開する。」を目標に計画したが、新型コロナウイルス 

感染症の感染拡大防止のため、実施できなかった。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、実施できなかった。 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】

２目 教育振興費 

○子ども支援・介護事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，０６０ ２，１５７ ２，１５３

〈概要〉  中学校に「生活体験指導員」を配置し、支援を必要とする生徒の学習活動の補助、体験学習の支 

援及び介護を必要とする生徒への支援等を行う。

（任用は、年間８５日 １日６時間以内週１５時間以内勤務  週２～３日程度） 

〈成果〉  介護・支援が必要な生徒にとって、学校での学習や生活の場面において、豊かな人間性や社会性 

を育成し、きめ細かな教育活動が可能となった。 

特別支援学級に在籍する生徒だけでなく、通常の学級に在籍する支援の必要な生徒に対しても、 

一人一人のニーズに応じた支援をすることができた。 

     ・中学校４校に４人配置（君津中、周東中、上総小櫃中、周西南中） 

○校内通信ネットワーク整備事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ９０，９３２ ７３，５２５

〈概要〉 国より出されたＧＩＧＡスクール構想に基づき、校内通信の高速ＬＡＮ化をするためにネットワ 

ークを整備した。 

 〈成果〉 ７校すべてで高速ＬＡＮを整備した。 

（繰越明許分）   ７３，５２５千円 
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【１０款 教育費   ３項 中学校費】

２目 教育振興費 

○ＩＣＴ学習環境整備事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ２２，５８８ ５，９３０

〈概要〉  国より出されたＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童が１人１台端末を使用するための校内通信 

機器等を整備した。 

〈成果〉 整備内容は以下の通りである。 

    ・校内通信機器及び学習支援ソフトの調達（ベネッセ「ミライシード」） 

    ・ＩＣＴ支援員の設置：各校月２回（１日の訪問時間３時間程度） 

    ・モバイルルーターの調達（Wi-Fiがない家庭） 

    ・端末、システム保守及び導入費用（生徒用iPad１８６５台、授業者用iPad１５６台） 

・リース料 

○準要保護世帯高校進学等支援事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ５，６００ ５，６００

〈概要〉 高校進学者等がいる準要保護世帯に対して支援金を支給した。 

〈成果〉  高等学校への進学、就業等を予定している準要保護生徒１人につき７０，０００円を支給した。 

対象者：８０人 
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（単位：千円）

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ４ 社会教育費 ９５８，１７９ ８８８，３７８

１目 社会教育総務費 

○子どもの読書活動推進事業 【生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４１５ ４３６ ４００

〈概要〉 平成３０年３月に策定した「第三次君津市子ども読書活動推進計画」に基づき、すべての子ども達

が、楽しく充実した読書ができる環境づくりを進めている。行政の関連機関等との連携を図りなが

ら、乳児期、幼児期、児童期と年代に応じた読書活動の推進事業を行った。 

〈成果〉 ・「君津市子どもの読書活動推進委員会」の開催 

事務局会議及び年齢別担当者会議の実施 

     ・「子どもが初めて本に出会うための事業（ブックスタート事業）」の実施 

       新型コロナウイルス感染症対策として読み聞かせは行わず、絵本の手渡しのみを行った。 

手渡した数 ５１８人 

・ブックスタート事業の君津市ホームページへの掲載 

・マタニティクラス内での読み聞かせの実施（年３回） 

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため「一日だけの、森の童話館」は中止した。 

○まちづくりふれあい講座 【生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８ １８ １２

〈概要〉 まちづくりに対する自治意識の高揚を図るため、市職員等が講師として、市政の説明や専門知識 

を活かした講座等を行った。 

〈成果〉 受講者からの評価も良好であり、市民の市政に関する理解を深めるものとなっているが、新型コ 

ロナウイルス感染症の影響から受講数が大幅に減少となった。 

・講座数  ６０講座 

・受講講座 １０件  受講者数 ３８８人 

・受講団体 自治会、公民館（サークル含む。）、各協議会、学校等 

・主な講座 防火・防災、健康、悪質商法についての受講が多かった。 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

１目 社会教育総務費 

○生涯学習バス管理運営事業 【生涯学習文化課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，５７６ １３，５５７ １２，５３１

〈概要〉 生涯学習バスを移動教室と位置付け、利用マナーの向上や環境学習を深める機会とする生涯学習

バスの管理運営を委託し、運行した。 

〈成果〉 生涯学習活動の広がりや文化圏の拡大に伴う市民ニーズに対応し、学習活動の充実を図った。ま

た、抽選会の際に利用説明の時間を設け、生涯学習バスの趣旨について利用者と共通認識を図った。

    新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度に引き続き運行停止や利用キャンセルが多くなっ

た。 

生涯学習バス運行状況                   （単位：回・人） 

○つどいの広場事業 【生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，６９７ ３，３６４ ２，９８８

〈概要〉 子育てについて幅広い知識を持つ広場サポーターを配置し、子育てに関する相談業務や事業を実

施した。また、利用者による運営委員と協議を重ね、プレイルームの環境作り、各事業の企画・運営

を行った。（拠点施設：小糸公民館プレイルーム） 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の影響により外出自粛制限がかかる中、ママチャレンジ等の事業のネ

ット配信やプレイルームサポーターによる電話相談などを行った。地域における子育て中の親子の

交流を図り、子育ての拠点づくりとして、地域の教育力の向上を図った。 

・プレイルーム利用者数 延べ１，２２６人 

区 分 ふれあい号 かがやき号 計 

実
運
行
回
数

社教施設・行政 ３ ４ ７

学 校 ３９ ５１ ９０

社教団体ほか ４０ ３８ ７８

計 ８２ ９３ １７５

利
用
者
数

大 人 ３０７ １９２ ４９９

子 ど も １，２３５ １，１０５ ２，３４０

計 １，５４２ １，２９７ ２，８３９
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

１目 社会教育総務費 

○コミュニティ・スクール推進事業 【生涯学習文化課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３５３ ５５６ ３５４

〈概要〉 周西小学校・周西南中学校に学校運営協議会を設置し、「地域とともにある学校」づくりを通じて、

    活力ある地域コミュニティを目指した。 

〈成果〉 ・新型コロナウイルス感染症の影響下でも学校運営協議会の役割を果たすために、書面開催２回 

を含む全４回会議を開催し、より良い学校運営について協議を行った。 

・学校と地域が情報を共有することで、相互理解を深め、新たな連携や活動に結び付けていくこ 

とをねらいとしてコミュニティ・カレンダーを作成した。 

・新型コロナウイルス感染症の影響で、ボランティア活動は実施を見合わせた。 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

２目 公民館費 

○公民館管理運営事業 【生涯学習文化課・各公民館】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５８，３１９ ６９，７８１ ５８，１５５

〈概要〉 公民館の管理に関する経費（光熱水費、電話料、設備等の管理・保守委託費）であり、地域住民

の利用に供するため施設の維持管理を図り、快適かつ安全な利用に努めた。 

 〈成果〉 学習活動や相互交流活動の場を継続的に提供でき、計画的な活動ができる環境を提供できた。 

      電気事業法に基づく自家用電気工作物保守管理、浄化槽法に基づく浄化槽維持管理、消防法令に

基づく消防設備保守点検など、法令に基づく施設管理を行うことで、不特定多数の市民が毎日利用す

る施設としての性能を維持できた。

各公民館の利用状況                                 （単位：回・人）

（注）中央公民館は、貞元分館の利用状況を含む。上総公民館は、松丘・亀山分館の利用状況を含む。 

○公民館維持補修事業 【生涯学習文化課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，１７９ １９，５２４ １８，９３２

〈概要〉 利用者が快適かつ安全に利用できるよう、公民館の維持補修事業を実施した。 

〈成果〉 八重原、周西、周南、小糸、清和、小櫃公民館に対して、計４２件の維持修繕を実施した。 

      八重原公民館ギャラリー空調設備改修工事などの計画的な修繕を行うとともに、清和公民館雨漏

り修繕などの突発的な設備故障等に対応した。また、新型コロナウイルス感染症対策で、各館の手洗

い蛇口を自動水栓にした。 

区 分 
主 催 事 業 登 録 団 体 その他一般・個人 計 

延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 

君津中央公民館 9 80 1,600 14,071 1 8 1,610 14,159

八重原公民館 65 648 1,332 12,007 347 1,912 1,744 14,567

周西公民館 62 1,324 711 6,983 39 4,187 812 12,494

周南公民館 39 660 511 2,900 164 3,920 714 7,480

小糸公民館 53 1,340 914 7,398 111 7,375 1,078 16,113

清和公民館 48 614 272 1,757 124 2,906 444 5,277

小櫃公民館 53 957 422 3,325 186 4,268 661 8,550

上総公民館 82 1,439 654 5,527 237 5,559 973 12,525

計 411 7,062 6,416 53,968 1,209 30,135 8,036 91,165
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

３目 図書館費 

○中央図書館資料購入事業 【中央図書館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２２，１５４ ２２，３００ ２２，２４７

〈概要〉 中央図書館、移動図書館、分室で図書館資料（図書、雑誌、新聞、視聴覚資料）を購入した。

〈成果〉 様々な分野の資料を広く市民に提供し、課題解決に応えた。 

一般書：６，８８８冊  児童書：２，２６４冊  新聞：２６紙  雑誌：１４７誌 

ＣＤ：７２点  ＤＶＤ：８５点  

○中央図書館資料貸出事業 【中央図書館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４１，４０５ ４８，８１５ ４５，１１５

〈概要〉 図書館業務の根幹をなす資料貸出を円滑に行うため、会計年度任用職員を任用した。また、移動 

図書館車について、運行管理を業務委託した。 

〈成果〉 会計年度任用職員の適切な配置及び移動図書館の運行により、読書環境の充実を図った。 

（単位：冊・人）   

 貸出冊数 新規登録者数 利用者数 入館者数 

中央図書館 ３２６，１６０ ６６５ ７０，２７９ １０８，２２６

移動図書館 １７，７４７ １４７ ６，９９７

分   室 １２，７６６ ３２ ３，６２１

計 ３５６，６７３ ８４４ ８０，８９７ １０８，２２６

    ※新型コロナウイルス感染症対策による臨時休館 ４/１～５/３１、１/１９～３/２１ 

中央図書館の開館日数 ２００日 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

３目 図書館費 

○中央図書館読書推進事業 【中央図書館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３６１ ３８４ ３６１

〈概要〉 ハンディのある利用者のための資料を購入し、点訳本作成のボランティアを養成した。また、図書

館で所蔵するＤＶＤを映画鑑賞会や子ども映画会で活用するため、公共図書館向け映画作品の上

映会許諾サービスと契約した。 

〈成果〉 大活字本２１タイトル（３８冊） 

 点訳講座 １１回開催 延べ１８８人参加 

新型コロナウイルス感染症対策のため、映画鑑賞会等の集会事業を中止とした。 

○中央図書館施設管理事業 【中央図書館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９，８２７ ２９，５３５ ２７，４３１

〈概要〉 施設全体の維持管理のため、総合管理、昇降機、空調設備等の保守、夜間警備等を委託した。設 

備の部品や消耗品を交換し、必要に応じて設備補修を行った。 

また、新型コロナウイルス感染症対策として、サーマルカメラの設置、トイレの手洗いの自動水栓

化、消毒用消耗品の購入を行った。 

〈成果〉 施設を適切に維持管理し、来館者に安全で快適な利用環境を整備した。 

○図書館「知の拠点化」推進事業 【中央図書館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，４１４ １，２５７ １，１６１

〈概要〉 図書館を市民の知の拠点とするため、課題解決支援やWi-Fi導入による環境整備を行い、来館者 

の利便性向上を図った。 

〈成果〉 インターネット接続データベース（５種）の提供  合計３３回 

くらしに役立つ法律・判例情報講座 ※県立中央図書館共催 

「災害の時に役に立つ法律の話」 参加者１５人 

館内無料Wi－Fiサービスの提供 

国立国会図書館デジタルコレクション送信サービスの提供  合計７回 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

３目 図書館費 

○中央図書館空調設備更新事業 【中央図書館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ １７，３８０ ５，３９０

〈概要〉 現在使用している冷媒ガスの生産終了に伴い空調設備を更新するため、改修工事の実施設計を行っ

た。

〈成果・進捗〉  

設計を進めるなかで、空調設備と照明設備を同時に改修することにより工期や費用を抑え、効率的

な施工方法や利用者負担の軽減を図ることができることから、令和３年１月に変更契約をした。ま

た、必要となる工期を確保するため次年度へ繰り越した（令和３年７月完成）。 

実施設計業務委託      ４，９５０千円 

冷温水配管劣化調査業務委託   ４４０千円 

・令和３年度へ繰越明許  実施設計業務委託 １１，９９０千円 

○中央図書館照明設備更新事業 【中央図書館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ４，６８６ ０

〈概要〉 生産終了等により今後交換が難しくなることが想定される水銀灯、蛍光灯を省エネ効果も期待でき

るＬＥＤに照明設備を更新するための実施設計を行った。 

〈成果・進捗〉  

空調設備の更新と同時に行うことにより、費用を抑え効率的な施工方法とするため、照明設備の設

計業務を追加契約した。また必要となる工期を確保するため次年度へ繰り越した（令和３年７月完

成）。 

・令和３年度へ繰越明許  実施設計業務委託 ４，６８６千円 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

４目 文化財保護費 

○漁業資料館管理運営事業 【生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，７０６ ５，３６６ ５，１４７

〈概要〉 資料館事務、施設の点検・整備や漁業等に関する資料の保存管理を行い、資料館管理の充実を図 

った。 

〈成果〉 館内の職員による虫害等環境調査（年４回／６月・９月・１２月・３月）のほか、空調修繕、空 

調機保守点検、浄化槽管理、清掃業務、消防設備点検及び警備業務を実施した。 

○文化財活用事業 【生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６０３ ２，９７１ ２，３０４

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症の影響により、出土遺物公開展、体験教室、関連講演会は中止した。 

松本ピアノの修理、新井白石パネルミニ展示を実施した。 

〈成果〉 （現 年 分） 

 ・歴史ｋｉｄｓ隊（市内小中学生対象） 中止 

・出土遺物公開展  中止 

・文化財講演会   中止 

・市所有「松本ピアノ」の補修 

・新井白石パネルミニ展示（森林体験交流センター等にて展示） 

（繰越明許分） 

・市指定文化財「建暦寺阿弥陀堂」（浜子所在）の調査記録作成  １，９６９千円 

令和元年房総半島台風で被災した市指定文化財「建暦寺阿弥陀堂」（浜子所在）の調査記録 

を作成した。 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

４目 文化財保護費 

○スクールミュージアム事業 【生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予算現額 決 算 額 

７９ ８３ ４９

〈概要〉 学校周辺の自然・文化等を、児童が専門家等の指導を受けながら学ぶ、観察会・体験学習等の機会

を設定し、坂畑小・小櫃小・八重原小の３校と希望校で実施した。また、社会教育指導員が「スクー

ルミュージアムだより」を作成して、実施した内容を市内各小学校に発信し、実施校以外でも情報、

成果の共有を図った。希望校では、体験プログラム実施を支援した。 

〈成果〉 坂畑小スクールミュージアム 

・東京大学千葉演習林見学会（５・６年生） 

       ・森林インストラクター会の指導による学校周辺の自然観察会（３・４年生） 

      小櫃小スクールミュージアム 

       ・森林インストラクター会の指導による学校周辺の「小櫃の森」の自然観察会（１・２年生）

八重原小スクールミュージアム 

       ・生涯学習文化課の指導による学校周辺の史跡等の見学会（新型コロナウイルス感染症感染拡

大防止のため中止） 

       ・森林インストラクター会の指導による学校周辺の内みのわ運動公園内の自然観察会（１年生）

      ３校共通プログラム 

       ・中央博物館職員の指導によるプール水生生物観察会（新型コロナウイルス感染症感染拡大防

止のため中止） 

・千葉県教育庁教育振興部文化財課職員の指導による土器の観察や勾玉作り体験 

 （坂畑小：５・６年生、小櫃小：６年生、八重原小：５年生） 

      希望校 

・周南小：地域の歴史学習（５年生） 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

５目 青少年対策費 

○地域コミュニティ推進事業 【生涯学習文化課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１５ １２９ １１０

〈概要〉 青少年をめぐる諸問題と今後の取組について検討するとともに、青少年の健全育成について様  々

な分野から支え、地域の自主的な取組を推進した。また、「子ども１１０番の家」協力者の保険に 

加入するとともに、新規協力者に対し「子ども１１０番の家」プレートを設置した。 

〈成果〉 新型コロナウイルス感染症の影響下においても、関連団体の青少年健全育成に係る情報を共有 

するために、青少年健全育成団体合同研修会を書面により開催し、団体の活動状況や君津警察署に 

よる青少年を取り巻く犯罪状況などについて認識を深めた。研修を通して、家庭・地域・学校の相 

互の連携強化に繋げることができた。 

○放課後子ども教室事業 【生涯学習文化課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３４ １６７ ６９

〈概要〉 放課後の子どもたちの安全・安心な居場所作りと地域住民との世代間交流を目的として、地域 

ボランティアの協力を得て勉強やスポーツ・文化活動等の取組をした。平成２８年度の実験期間を 

経て、平成２９年度に学校と連携を図りながら、八重原小学校１～３年生を対象にした放課後子ど 

も教室「やえっ子ひろば」を開設した。 

〈成果〉 八重原小学校において、放課後子ども教室「やえっ子ひろば」を年間計２回実施。 

対象学年を小学４年生まで拡大した。また、新型コロナウイルス感染症の影響下においても安全 

に活動できるよう、１・４年生、２・３年生の２学年ごとに分けた実施とし、３密を避けながら実 

施した。 

・登録者：八重原小学校１～４年生７８人 

・地域ボランティア登録者数：１６人 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

６目 博物館費 

○常設展示事業 【久留里城址資料館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３０７ ５３７ ５３１

〈概要〉 博物館法に基づき、各種の歴史関係資料を収集・保管し、その調査研究の成果を生かした展示・普

及事業を実施した。 

〈成果〉 「ふるさとの歴史と自然をたずねて」をメインテーマに久留里城に関する資料をはじめ、市内の歴

史資料を展示し、市民や県内・県外からの来館者、校外学習等の児童生徒などに展示解説を実施し

た。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４月１日～５月３１日と１月１９日～３月２１日

を臨時休館とし、強風により７月４日を城山封鎖したため、開館日数は１９５日であった。

入館者数 １２，１３０人  市内 １，３２１人

県内 ７，４３１人（市内を除く。）

                    県外 ３，３７８人

○企画展示事業 【久留里城址資料館】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９２ ４４３ ３５６

〈概要〉 久留里城や市内の歴史をテーマとして、特別に期間を定めて展示を開催した。

〈成果〉 秋の企画展は「疫病ときみつの信仰-道切りを中心に-」と題し、新型コロナウイルス感染症の影

響下の中、関心の高まる歴史的な感染症や、君津市域の疫病除けのまじないなどを、屋外展示を含

めて紹介した。

また、上総掘りで縁のある熊本県人吉地方をとりあげたミニ展示「人吉温泉と上総掘り」は、館

だけでなく、公民館（小糸・小櫃）や市民文化ホールヘの巡回展も行った。
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

７目 文化振興費 

○市民文化ホール関係費 【生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４７，７８３ １５６，０２１ １４８，７４５

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症の影響下の中、市民文化ホールを円滑かつ効率的に運営するため、 

（公財）君津市文化振興財団を指定管理者に指定して管理運営を行い、感染対策をとりつつ、可能な限

り地域文化の振興を図った。 

〈成果〉 緊急事態宣言による臨時休館等のため、利用貸出可能日及び利用者が減少した。 

大ホール舞台上の一斉解放弁の修理について、部品が特別注文で工期を要し、年度内に完了する 

ことができなかったため、次年度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許  大ホール一斉解放弁修繕 １，２９８千円 

（１）主要施設利用状況           

施設名 利用可能日 利用日数 稼働率 
利用回数 

利用人数 
午前 午後 夜間 

大ホール 197 125 63.5 ％ 88 91 71 16,237 人

中ホール 204 110 53.9 ％ 81 57 41 11,475 人

リハーサル室 202 166 82.2 ％ 108 70 98 2,796 人

小計 603 401 66.5 ％ 277 218 210 30,508 人

練習室１ 202 173 85.6 ％ 89 117 76 665 人

練習室２ 202 125 61.9 ％ 72 74 46 387 人

会議室 207 114 55.1 ％ 66 88 37 534 人

和室１ 98 16 16.3 ％ 8 15 8 10 人

和室２ 98 10 10.2 ％ 6 9 7 3 人

和室３ 98 10 10.2 ％ 6 9 7 3 人

ギャラリー 203 61 30.0 ％ 57 50 21 363 人

合計 1,711 910 53.2 ％ 581 580 412 32,473 人

                         （注）稼働率は利用日数を利用可能日で除したもの 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

７目 文化振興費 

（２）市民文化ホールの自主事業・共催事業・後援事業 

事業名称 公演数 来場者数・参加者数 

文化芸術の鑑賞の機会の提供 

（こころの劇場・各種コンサート中止、きみぶんシネマ実施） 
7公演 1,660人

地域文化活動の協働及び創造性を育む機会の提供 

（スクールコンサート・水と緑のコンサート中止、松本ピアノ

実施） 

3公演 553人

文化芸術に関する講座等の開催及び体験の機会の提供 

（ワークショップ等） 
1公演 27人

優れた文化芸術活動の担い手の育成 

（きみぶん演劇祭実施、ＬＩＶＥ ＦＯＲＥＳＴ中止） 
1公演 132人

共催事業 0公演 0人

後援事業 0公演 0人

合  計 12公演 2,372人

○君津市民文化ホール改修事業 【生涯学習文化課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，１４２ ３０，９９８ ２８，９１９

〈概要〉 市民文化ホールの施設整備の性能を維持するため、空調設備修繕を実施した。 

・リハーサル室ダンパモータ開度更新    ７７０千円 

・大ホール空調機コイル修繕     １６，５００千円 

・楽屋エアコン修繕          １，９９１千円 

・中ホール空調機コイル修繕      ７，５９０千円 

・空冷フレックスモジュールチラー修繕 ２，０６８千円 

 〈成果〉 新型コロナウイルス感染症対策の「新しい生活様式」のもとで市民文化ホールが正常に機能する 

ため、設備の不具合を回避し、施設利用を提供することができた。 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

７目 文化振興費 

○きみつ少年少女合唱団育成事業 【生涯学習文化課】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

      ５，２４０ ３，２４０ ２，５００

〈概要〉 本市の子ども文化の代表として活躍する合唱団の育成と活動の支援を図った。 

 〈成果〉 新型コロナウイルス感染症対策をとりつつ、合唱技術の向上に努めた。オリンピック・パラリン 

ピック関連及びその他のイベントがほぼ中止となったが、定期演奏会（関係者のみ）を開催した。 

８目 地域交流センター費 

○生涯学習交流センター管理運営事業 【生涯学習交流センター・生涯学習文化課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，８７２ ２０，３０６ １７，０８６

〈概要〉 生涯学習交流センターの施設の維持管理を行い、利用者が快適に利用できるよう努めた。

〈成果〉 施設管理委託等一覧 

・昇降機設備管理業務（エレベーターの遠隔監視、定期メンテナンス） 

・夜間警備業務（長期継続契約） 

・消防設備点検業務 

・自家用電気工作物保安管理業務 

・設備保守管理業務（床、ガラス、空調点検） 

・受水槽清掃業務委託（年１回） 

・修繕（非常用発電機、和室畳替ほか） 

      ・光熱水費、ガス・電話料金、ＡＥＤ賃貸借料等 

生涯学習交流センター利用状況                          （単位：回・人） 

主催事業 利用団体 その他 計 

延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 

21 177 1,801 15,704 833 3,377 2,655 19,258 

（注）貞元分館を除く中央公民館利用状況を含む。 
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

８目 地域交流センター費 

○市民相互交流促進・生涯学習促進事業 【生涯学習交流センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４７７ ５４５ １６２

〈概要〉 生涯学習交流センターを利用する機会を幅広く提供するとともに、市民の生涯学習活動や家庭教 

育の促進を図った。 

〈成果〉 様々な年齢層を対象とした事業やイベント、生涯学習に親しみやすい講座など幅広い事業を展開 

することを目標としていたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、やむを得ず開催できない 

事業も多くあった。 

      そのような中でＩＴ講習会やＺｏｏｍを活用した家庭教育講演会など、諸団体との連携により感 

     染対策を講じながら事業を運営し、より親しみやすく効果的に事業運営を行うことができた。 

講座名 実施回数（実施日） 受講者数 

生涯学習講演会 ３回 延べ２９３人

ＩＴ講習会 ９回 延べ４９人

○子ども相互交流事業 【生涯学習交流センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５８８ ７５８ ６６９

〈概要〉 各種体験学習を通して子ども同士や世代間の交流を深めながら、社会のルールやマナーを学び、

豊かな心を育てた。

 また、親子がふれあう場所を提供することにより、親同士の交流や相談などの子育て支援の充実

を図った。

 〈成果〉 「こっこるーむ」では、様々な団体と協力し、新型コロナウイルス感染症対策を徹底の上、親子

でふれあうことのできるイベントを実施した。また、家庭教育指導員が中心となり、市内の子育て

支援事業の情報を収集・発信する中で、子育て支援の環境づくりを進めることができた。

こっこるーむ 利用者数      延べ１，３３３人

イベント実施回数       １０回

イベント受講者数  延べ   ５１人
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【１０款 教育費   ４項 社会教育費】

８目 地域交流センター費 

○上総地域交流センター管理運営事業 【生涯学習文化課・上総地域交流センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１２，１０５ １６，２８３ １４，２９０

〈概要〉 上総地域交流センターの快適かつ安全な利用環境を確保するため、管理運営を行った。 

〈成果〉 利用者に快適かつ安全な環境を提供することができた。また、各公民館と同様に節電に取り組み、

維持管理費の削減と節電意識の向上に努めた。

   施設管理委託等一覧 

     ・昇降機設備管理業務（エレベーターの遠隔監視、定期メンテナンス） 

     ・夜間警備業務（長期継続契約） 

     ・消防設備点検業務 

     ・自家用電気工作物保安管理業務 

     ・設備保守管理業務（床、ガラス、空調点検、浄化槽維持点検） 

     ・浄化槽清掃業務委託（年１回） 

     ・夜間・土日開館業務委託（（公社）君津市シルバー人材センターに委託）等その他管理経費 

・光熱水費、ガス・電話料金、ＡＥＤ賃貸借料等 

   上総地域交流センター利用状況                 （単位：回・人） 

主催事業 利用団体 その他 計 

延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 延回数 延人数 

47 1,184 482 3,538 247 7,029 776 11,751

（注）松丘分館・亀山分館を除く上総公民館利用状況を含む。
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ５ 保健体育費 ９１６，７０１ ８５０，５２１

１目 保健体育総務費 

○学校保健事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２２，４６４ １０１，４４９ ７６，５８１

〈概要〉 学校保健法に基づき、幼児・児童・生徒及び教職員の健康維持管理と学校環境衛生の確保を図った。

〈成果〉 幼児・児童・生徒及び教職員の健康維持増進と適切な学校環境を確保した。

       生活習慣病予防検診（対象 小学４年生 ５１９人、中学２年生 ５７４人）

       教職員健康診断（基本健診）３３６人 

       心電図（対象 小学１年生 ５５１人、中学１年生 ６０１人） 

      学校再開に当たり、新型コロナウイルス感染症対策のため各校に用品を購入した。 

国の補正予算で計上された感染症対策等の学校教育活動継続支援事業が令和２年度で完了しなか 

ったため次年度へ繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許  ２１，６００千円 

○学校開放事業 【体育振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，１７３ １，０２７ １，０２７

 〈概要〉 管理指導員２３人を任命し、利用者の危険防止及び学校体育施設の管理と利用者の指導に当たっ

     た。

 〈成果〉 小学校及び中学校の体育施設をスポーツの場として市民に開放し、体力づくりと社会体育の振興

     普及を図った。また、各学校に管理指導員を置き利用者の危険を防止し、施設及び備品を管理した。

    学校開放利用状況               （単位：日・人）

施  設  名 開 放 日 数 利 用 人 数

屋外（グラウンド）２３校 ６０１ ２７，０５１

屋内（体育館）  ２３校 ２，５８８ ６４，１３１

計 ３，１８９ ９１，１８２
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【１０款 教育費   ５項 保健体育費】

１目 保健体育総務費 

○スポーツ広場等管理経費 【体育振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２６，２１７ ２０，９６３ ２０，０６２

〈概要〉 市内５か所のスポーツ広場、君津グラウンド・ゴルフ場及び２か所の仮運動場の適正な維持管理

を行った。小糸スポーツ広場、君津グラウンド・ゴルフ場及び久留里市民プールは指定管理者を指

定し、施設を運営した。 

〈成果〉 市民が快適に利用できる施設環境の維持を図ることができた。ただし、新型コロナウイルス感染

症感染拡大防止のため、一部又は全部の期間において、施設を休場とした。 

○生涯スポーツ推進事業 【体育振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３５７ ４１２ ４４

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、ニューイヤーマラソン大会など多くのスポーツ

イベントが中止となり、開催は中学生軟式野球大会のみとなった。

〈成果〉 市民一人一人が健康で活力あふれる生活や人と人とのふれあい、さわやかな心の充実を求めて、そ

れぞれの年代やライフスタイルに応じて、スポーツ・レクリエーションに親しむことができるよう推

進体制の整備を図った。ただし、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、多くの大会が中

止となったことから、最小限の執行となった。

    参加状況                                   （単位：人）

種     目 参 加 人 数 備  考

グラウンド・ゴルフ大会 ０ 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

スポーツ・レクリエーション祭 ０ 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

中学生軟式野球大会 ５９ ５チーム（７校）

３×３バスケットボール大会 ０ 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

中学生野球教室 ０ 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

中学生サッカー教室 ０ 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

ニューイヤーマラソン大会 ０ 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

なわとび大会 ０ 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

合     計 ５９
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【１０款 教育費   ５項 保健体育費】

１目 保健体育総務費 

○体力向上プロジェクト事業 【体育振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，０３２ ４５ ３４

〈概要〉 全国・関東大会出場選手激励会を行い、２校２種目、２１人の選手に激励書と記念品を贈呈した。

      持久走ランキングを小学校５・６年生、中学校１・２・３年生を対象に、１回実施し、各学年男女

別トップ２０の児童生徒へ記録書を贈呈した。

 〈成果〉 各競技団体が開催した全国大会の出場選手激励会をオンラインで行い、君津中学校の選手２名が、

全国入賞を果たした。 

○学校体育活動指導補助者活用事業 【体育振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１５６ ３０６ １３８

〈概要〉 生徒数の減少・指導者の高齢化や専門性等、学校体育活動や運動部活動が抱える諸課題の解消を図

るため、地域在住の指導者を養成し市内各小・中学校へ派遣した。

〈成果〉 指導補助登録者数 ４４人

     活動者数     ２２人 延べ１９９回

      派遣先      君津中、周西中、上総小櫃中、周西南中、八重原中 

○オリンピック・パラリンピック教育推進事業 【体育振興課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

６６９ ６５０ ８０

〈概要〉 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの周知を図るとともに、インクルーシブ教育の観点

からパラリンピックへの理解を深めるため、オンラインによる講演会を行った。

〈成果〉 オリンピック・パラリンピック教育推進校２校  八重原小、周西南中
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【１０款 教育費   ５項 保健体育費】 

２目 学校給食費

○その他管理費 【学校給食共同調理場】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，３２７ ９，６７６ ８，５３５

〈概要〉 給食業務の円滑な管理運営を行った。 

〈成果〉 学校給食費徴収管理システムを導入した。 

○給食運営管理費 【学校給食共同調理場】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３４５，２６６ ３３８，９１９ ３３２，３６９

・運営管理費 【学校給食共同調理場】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５３，５０４ ５５，２９３ ４９，７１６

〈概要〉 調理に係る光熱水費、ボイラー燃料費 

〈成果〉 調理業務の円滑な運営を図った。 

・調理用消耗品 【学校給食共同調理場】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，４６４ １，２０４ ７００

〈概要〉 調理用消耗品の購入 

〈成果〉 消耗・劣化した調理器具等を適切に買い替えることができた。 

・調理等業務委託費 【学校給食共同調理場】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２９０，２９８ ２７９，２９５ ２７９，２８７

〈概要〉 調理場における調理等業務委託を行った。 

〈成果〉 調理・配送・配膳業務を円滑に行うことができた。 
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【１０款 教育費   ５項 保健体育費】 

２目 学校給食費

・学校給食食物アレルギー対応事業 【学校給食共同調理場】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

－ ３，１２７ ２，６６６

〈概要〉 食物アレルギーを有する児童生徒へ代替食の提供を行った。 

〈成果〉 食物アレルギー代替食を安全かつ衛生的に提供することできた。 

○給食賄材料費 【学校給食共同調理場】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２７５，５４２ ３０５，９５６ ２８４，３２６

〈概要〉 給食の食材費 

〈成果〉 地産地消を推進し、安全安心でおいしい給食を提供した。 

      地産地消割合  米１００％、野菜 ４３．７８％（近隣４市産） 

      残渣発生量   ８７，１８０ｋｇ 

      給食訪問    ２３校 ７７回 

個別指導    １５校 ７０人 

食指導     １２校 ２１時間 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１０ 教育費 ６ 教育センター費 １５２，４１８ １５０，１９２

１目 教育センター費 

○適応指導教室管理運営事業 【適応指導教室】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４，６０８ ４，９３８ ４，５７１

〈概要〉 不登校が長期化している児童生徒に対して、相談活動や様々な体験活動を通して、通級児童生徒 

の自主性や人間関係の改善を行い、社会復帰、学校復帰を目指した取組を行った。

〈成果〉 個々の状況に応じた対応や学校や他機関との連携により、児童生徒への適切な支援が行えた。

・午前中１時間から２時間の個に応じた、学習時間の確立を図った。

・コミュニケーション能力の向上のために、レクやスポーツを活動に取り入れた。

・保護者及び学級担任との連携を深められた。（保護者面談・学級担任面談実施）

・管理職を含めた学校との連携・共通理解を図った。（学校訪問実施）

・精神科医による｢さわらび相談｣を行い、医療行為が必要な児童生徒に医療機関とのつながり 

をもたせることができた。

・四市適応指導教室との連携を図った。（連絡協議会、高校説明会など）

通級者９人（中学生４人 小学生５人）

○外国人英語助手活用事業 【教育センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

４４，３２８ ４９，６１９ ４９，６１９

〈概要〉 外国人英語助手を小・中学校へ派遣契約により配置した。（外国人英語指導助手 １０人）

〈成果〉 ・１０人を小中兼務とし中学校週２～５日、小学校週１～２日配置した。

・児童生徒の英語における実践的コミュニケーション能力の育成を図るとともに、英語教員の指 

導力の向上を目指した。中学校では、週４時間ある英語の授業のうち２時間程度は外国人英語 

助手とのコミュニケーション中心の授業を実施できるようになっている。また、小学校では、 

中・高学年の授業の８割以上に外国人英語指導助手が入り、言語活動を通して表現を身につけ 

る授業を実施している。 

・本市独自の英語教育施策である「小中学校イングリッシュ・デイ・キャンプ」は新型コロナ 

ウイルス感染症感染拡大防止の観点から動画配信の形で実施した。 
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【１０款 教育費   ６項 教育センター費】

１目 教育センター費 

○社会科副読本作成事業 【教育センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１９ ２，３２２ ９９９

〈概要〉 新型コロナウイルス感染症の影響により、作成委員会は中止となり、１４訂版の編集は見送りに 

なったが、令和３年度使用の１３訂版を増刷した。 

〈成果〉 君津市の伝統や文化、そして地域を学ぶに当たって幅広く取り上げることができた。 

○国際化推進コーディネーター活用事業 【教育センター】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２，５３２ １，７８０ １，７３８

〈概要〉 英会話能力を有する指導員５人を任用した。３人は外国語科・外国語活動の指導員として小学校 

     に派遣し、英語教育の充実を図るとともに国際教育の推進に努めた。また、２人は日本語指導が必 

要な外国人等の児童生徒のために派遣した。 

〈成果〉 コーディネーターと授業を行うことで、コミュニケーションの手段としての英語教育が充実する 

とともに、新学習指導要領の全面実施に向け教員の英語活動に対する意識や授業力の向上が図られ 

た。 

・英語活動の指導員は、市内小学校１６校を３ブロックに分けて、学校規模により各校年間４日 

～９日、合計１００日派遣した。 

・日本語指導の指導員は、要請があった小学校５校、中学校３校に対して年間９２日派遣した。 

・全体として合計年間１９２日派遣した。 
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【１０款 教育費   ６項 教育センター費】

１目 教育センター費 

○ＩＣＴ活用推進事業 【学校教育課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３７，３２３ ４４，１４８ ４４，１４７

〈概要〉 情報化時代に対応した迅速な事務処理及び情報教育の推進を図った。 

〈成果〉 教育イントラの積極的な活用が図られ、コンピュータの操作技能が身に付いてきたことに

より文書作成・表計算・プレゼンテーションソフトの活用技能が高まってきた。特に英語や社

会科の授業では、コンピュータや電子黒板を活用して授業を行う教員が増えた。また、生徒に

はコンピュータや電子黒板等のＩＣＴ機器を活用した授業を行うことができた。学校用ホー

ムページについては、各校の更新回数も大幅に増え、タイムリーな記事を公開することがで

き、地域に開かれた学校づくりを推進することができた。 

○いじめ防止・虐待貧困対策事業 【教育センター】  

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，７８６ １，５０４ １，４９４

〈概要〉 いじめ防止のため教育相談窓口の１つとして、平成３１年１月から中学生を対象にＳＮＳを活用 

した相談を開設した。また虐待や貧困対策のため、学校と福祉機関等との繋ぎ役となるスクールソー

シャルワーカー（ＳＳＷ）を配置した。 

〈成果〉 ＳＮＳ相談は、市内全中学校に出前授業を実施し、登録人数７５人、相談件数３件であった。友

達や学校、家庭で言えないことを、ＳＮＳの窓口をとおして相談できるので、子どもたちにとって 

不安や悩みを相談できる場を増やすことができた。 

また、ＳＳＷは、教育センターに１人配置し、学校の要請により学校や家庭を訪問した。令和２ 

年度は、小学校８校、中学校４校から派遣申請があり、合わせて２２件に対応した。学校ではでき 

ない支援を、必要な関係諸機関に繋ぎ、児童生徒支援や家庭支援をすることができた。 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１１ 災害復旧費  ８８６，２９６ ６７０，２４６

 １ 農林水産業施設災害復旧費 ２５２，０２５ １５１，４７４

１目 農業施設災害復旧費 

○農業施設災害復旧事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１３，３９１ １３７，４３０ ９６，１２７

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した農道等の農業用施設の災害復旧を実施した。 

〈成果・進捗〉 

 被災した農業生産基盤施設等の早期復旧により、農業経営の安定化及び利用者の安全を図ること

ができた。 

（繰越明許分）            ８３，１３５千円 

・修繕         東猪原地先  ほか  ４１件 

・借上げ（重機）    平田地先   ほか  ５９件 

・工事         大井戸地先  ほか   ５件 

（現 年 分）            １２，９９２千円 

・借上げ（重機）    作木地先   ほか  ３２件 

被災箇所数が多く、年度内では適正工期が確保できないほか、工法変更のため国や県との協議に不

測の日数を要し、年度内の完了が困難となった箇所が生じたため、修繕費、借上料、工事請負費を次

年度に繰り越した。 

・令和３年度へ繰越明許  ２４，１００千円 

・令和３年度へ事故繰越   ３，０１７千円 
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【１１款 災害復旧費   １項 農林水産業施設災害復旧費】 

２目 林業施設災害復旧費 

○林業施設災害復旧事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

９，２８８ ８５，５９４ ３８，２０１

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した林道等の林業施設の災害復旧を実施した。 

〈成果・進捗〉 

 被災した林業施設の早期復旧により、利用者の安全を図ることができた。年度内の完了が見込め

ない工事等について次年度へ繰り越した。

（繰越明許分）             ２９，９９８千円

・修繕           大戸見地先  ほか １１件 

・委託（調査・倒木撤去）  大戸見地先  ほか  ５件 

・借上げ          大戸見地先  ほか  ３件 

・工事            糸川地先       １件 

（現 年 分）              ８，２０３千円 

 ・修繕           山滝野地先  ほか  ２件 

 ・委託（設計）       機械ボーリング Ｌ＝１５．０ｍ、仮設設計業務 一式 

・借上げ（重機）       糸川地先   ほか  ６件 

被災箇所数が多く、年度内では適正工期が確保できないほか、地質調査及び工法検討に不測の日数

を要し、年度内の完了が困難となった箇所が生じたため、修繕費、工事請負費を次年度に繰り越した。

・令和３年度へ繰越明許   ３，８０７千円 

・令和３年度へ事故繰越  ３５，７５７千円 
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【１１款 災害復旧費   １項 農林水産業施設災害復旧費】 

３目 農地災害復旧費 

○農地災害復旧事業 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

３，８９２ ２９，００１ １７，１４７

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した農地の災害復旧を実施した。 

〈成果・進捗〉 

 被災した農地の早期復旧により、農業経営の安定化を図ることができた。 

（繰越明許分）        １７，１４７千円 

・工事       根本地先  ほか  ９件 

工法変更のため国や県との協議に不測の日数を要し、年度内の完了が困難となった箇所が生じたた

め、工事請負費を次年度に繰り越した。 

・令和３年度へ事故繰越  １，７５６千円 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１１ 災害復旧費 ２ 土木施設災害復旧費 ５０１，５８２ ４３２，８８２

１目 道路橋梁災害復旧費 

○道路橋梁災害復旧事業 【道路維持課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１４９，８３８ ２４８，４０７ ２０２，１１４

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により、被災した道路施設の復旧を実施し、交通の安全を図った。

〈成果・進捗〉

 年度内の完了が見込めないため、繰り越していた復旧工事等が完了した。 

（繰越明許分）          ２０１，８３１千円

・修繕       馬登地先    ほか  １５件 

・委託       広岡地先    ほか   ３件

・借上げ（重機）  白駒地先    ほか  ９２件  

・工事       奥米地先    ほか  １３件 

     （現 年 分）              ２８３千円 

・委託       融雪剤散布   ほか   ８件 

２目 河川災害復旧費

○河川災害復旧事業 【道路維持課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

８，４２６ ９９，７０１ ７９，９８５

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した河川施設の復旧を実施し、河川機能の回復を図った。 

〈成果・進捗〉 

 年度内の完了が見込めないため、繰り越していた復旧工事等が完了した。 

（繰越明許分）         ７９，９８５千円

・修繕        尾車地先   ほか  ９件

・借上げ（重機）   白駒地先   ほか １３件

・工事        川谷地先   ほか  ３件
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【１１款 災害復旧費   ２項 土木施設災害復旧費】 

３目 公園施設災害復旧費 

○公園施設災害復旧事業 【公園緑地課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

     ５１，７７９ １５３，４７４ １５０，７８３

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した公園施設の復旧を実施し、公園機能の回復を図った。 

〈成果・進捗〉 

 年度内の完了が見込めないため、繰り越していた復旧工事等が完了した。 

（繰越明許分）         １５０，７８３千円

・修繕        亀山湖畔公園 ほか １９件

・委託        君津緩衝緑地 ほか １４件

・工事        君津緩衝緑地 ほか  ３件
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１１ 災害復旧費 ３ 文教施設災害復旧費 １２７，３９３ ８０，９８４

１目 文教施設災害復旧費 

○文教施設災害復旧事業 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５７，９７０ １２７，３９３ ８０，９８４

【教育総務課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２６，６０７ １２０，３９３ ７４，４９２

〈概要〉 令和元年房総半島台風等により被災した学校施設の復旧を実施した。

〈成果〉 学校施設の被災箇所が復旧し、児童生徒等の安全を図ることができた。 

（繰越明許分）                    ７４，４９２千円

・修繕     外箕輪小学校校舎屋根災害復旧修繕    ほか  ８件 

・委託     周東中学校台風被害倒木処理業務     ほか  ２件 

・工事     周西南中学校特別教室棟屋根災害復旧工事 ほか １３件 

【久留里城址資料館】 

     （単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

２３，３０６ ７，０００  ６，４９２

〈概要〉 令和元年房総半島台風により地割れなどが発生した久留里城二の丸（資料館）～本丸（天守閣）

間の遊歩道を復旧整備した。

〈成果〉 被災箇所の復旧が完了したことで、城山来訪者への安全が図られた。 

・委託     久留里城遊歩道災害復旧設計業務委託    １件 

・工事     久留里城遊歩道災害復旧工事        １件
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１１ 災害復旧費 
４ その他公共施設・公用施設

災害復旧費 
５，２９６ ４，９０６

１目 その他公共施設・公用施設災害復旧費 

○その他公共施設・公用施設災害復旧事業 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５４，７０４ ５，２９６ ４，９０６

【消防総務課】

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１０，６５７ ５，２９６ ４，９０６

〈概要〉 令和元年房総半島台風等の影響により被災した防火水槽７基の復旧を実施した。 

〈成果〉  

    （繰越明許分）

令和元年度より繰越明許した防火水槽７基を復旧させ、消防水利の機能回復を図った。 

      ・修繕    防火水槽フェンス災害復旧（大戸見地先他６件）  ４，９０６千円 
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（単位：千円） 

款 項 予 算 現 額 支 出 済 額 

１２ 公債費  １，６０４，３０３ １，６０２，２３４

 １ 公債費 １，６０４，３０３ １，６０２，２３４

１目 元金 

○長期借入金償還金 【財政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１，７１６，０３３ １，５５７，２６４ １，５５７，２６３

〈概要〉 事業完了に伴い、借り入れた地方債に係る元金２４３件の償還を行った。 

令和２年度末借入金現在高 １４，７１４，３５７千円 

２目 利子 

○長期及び一時借入金 【財政課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５５，２５０ ４６，９７７ ４４，９１０

〈概要〉 長期借入金に係る利子３２１件の償還を行った。 

※元金との償還件数の差 

元金償還なし：７９件（据置期間） 

利子償還なし： １件（無利子） 
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主 要 施 策 の 成 果 説 明

特  別  会  計
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（単位：千円） 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

国民健康保険特別会計（事業勘定） ８，７５６，１３５ ８，３９４，７２３

令和２年度の決算額は、予算現額８７億５，６１３万５千円（前年度比１億３３３万７千円、１．２％の減）に

対し、歳入総額９２億１，５７７万４千円（前年度比２億２，６４６万４千円、２．４％の減）、歳出総額８３億

９，４７２万３千円（前年度比３億４，４８８万６千円、３．９％の減）で、実質収支は８億２，１０５万１千円

（前年度比１億１，８４２万２千円、１６．９％の増）であり、国民健康保険加入者に対し、医療の給付のほか、

高額療養費の支給、人間ドック補助や特定健診などの事業を行った。

加入者が医療機関を受診した際などに保険者として支払った費用は、５０億３，６２６万１千円で、前年度比   

２億４，４２６万３千円、４．６％の減となった。 

また、医療費が高額となったときに申請により支給する高額療養費のほか、出産したときに支給する出産育児

一時金などのその他の保険給付で、８億４６９万３千円を支出し、加入者の負担軽減を図ることができた。 

保険給付費全体では、５８億５，２０３万１千円で、前年度比２億５，１８９万７千円、４．１％の減となった

一方、加入者一人当たりに要した保険給付費は３２万円で、前年度比４千円、１．２％の減となった。 

国民健康保険は、平成３０年度からスタートした国保広域化により、県と市町村がともに保険者となり運営を

行っているが、県は、市町村ごとの国保事業費納付金の決定や保険給付に必要な費用の交付を行い、市は、保険証

の発行や保険給付の決定、保険税率の決定、賦課・徴収、特定健診など、被保険者に密着した業務を行った。 

伸び続ける一人当たりの保険給付費を抑制するため、医療費適正化対策として、診療報酬明細書の内容点検を

業者委託したほか、増加傾向にある人工透析患者を減少させるため、地域医師会と連携して、慢性腎臓病地域連携

パスを発行し、重症化予防に努めた。また、ジェネリック医薬品利用促進のため、差額通知を行うとともに、医療

機関等で提示できるジェネリック医薬品希望カードの配布や、協会けんぽが行う強化月間に合わせた広報など、

利用促進のための効果的な周知・啓発に努めた。 

保健事業では、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、特定健診を予定どおりに行えない期間も生

じたが、感染症予防に留意した予約制での集団健診や健診期間の延長等の対応を図るとともに、ＡＩを活用した

効果的な受診勧奨により、受診率の向上に努めた。また、特定保健指導についても感染症予防対策を図りながら、

生活習慣病の発症予防、早期発見、重症化予防等の保健指導を行った。 

収納率向上対策では、令和２年１１月から新たにLINE Pay、PayPayによるスマホ決済を導入し納付方法の拡充

を図ったほか、窓口で手軽に申込みのできるペイジー口座振替受付サービスやコンビニ収納を積極的に周知する

とともに、休日・夜間納税相談を月１回開催することで、納付機会の確保に努めた。 

また、督促状等の文書催告を早期に実施し、納付意思を見せない滞納者に対しては、速やかに差押を行うなど、

滞納の長期化、肥大化にならないよう初期における対策の実施に努めた。 

さらに、滞納繰越分の滞納者に対しては、納税相談と財産調査により滞納原因、納税誠意、資力を把握したうえ

で差押、換価、執行停止を適切・迅速に行い、併せて延滞金の適正徴収を実施することで、早期完納の促進と滞納

繰越額の縮減に努めた。 
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○国民健康保険の状況（国への報告基準によるデータから抜粋） 

１ 世帯数・被保険者数の状況                    （単位：世帯・人）

区     分 
年 度 末 年 間 平 均 

Ｒ元年度 Ｒ２年度 増 減 Ｒ元年度 Ｒ２年度 増 減 

世  帯  数 11,885 11,797 △88 12,113 11,864 △249

被
保
険
者
数

総   数 18,360 18,044 △316 18,848 18,274 △574

一般被保険者数 18,358 18,044 △314 18,825 18,274 △551

退職被保険者数 2 0 △2 23 0 △23

介護保険第２号被保険者数 5,527 5,304 △223 5,805 5,462 △343

２ 被保険者の異動状況                                （単位：件）

Ｒ２年度に

おける増 

転入 社保離脱 生保廃止 出生 後期離脱 その他 計 

669 2,228 29 40 0 231 3,197

Ｒ２年度に

おける減 

転出 社保加入 生保開始 死亡 後期加入 その他 計 

510 1,807 61 151 675 309 3,513

３ 医療給付の状況（返納金等調整後） （単位：件・千円）

区     分 件 数 
費 用 額 

(医 療 費) 

給  付  額 一部負担金 

(患者負担分) 
他法負担分 

(保険者負担分) 

療養の給付等

一 般 285,325 6,814,053 5,002,389 1,634,543 177,121

退職者 4 136 95 41 0

計 285,329 6,814,189 5,002,484 1,634,584 177,121

療 養 費 等 

一 般 3,156 33,653 26,506 7,147 0

退職者 0 0 0 0 0

計 3,156 33,653 26,506 7,147 0

合   計 288,485 6,847,842 5,028,990 1,641,731 177,121
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４ 高額療養費・その他保険給付の状況（返納金等調整後）  （単位：件・千円）

区      分 件  数 給付額 

高 額 療 養 費

一 般 15,011 777,388

退 職 者 0 0

計 15,011 777,388

高 額 介 護

合 算 療 養 費

一 般 29 751

退 職 者 0 0

計 29 751

そ の 他 の

保 険 給 付

出産育児一時金 42 17,640

葬   祭   費 145 7,250

計 187 24,890

合      計 15,227 803,029

５ 療養の給付の内訳

区   分 
件 数 日 数 費 用 額 一件当たり費用額 一人当たり費用額 

 (千円) (千円) (千円)

入  院 
一 般 4,021 60,175 2,341,110 582 128

退職者 0 0 0 0 0

入 院 外 
一 般 145,543 224,950 2,648,348 18 145

退職者 2 2 △5 △2 ※2 －

歯  科 
一 般 29,838 51,813 398,839 13 22

退職者 0 0 0 0 0

調  剤 
一 般 105,553 (123,255枚) 1,299,401 12 71

退職者 2 (2枚) 143 71 ※2 －

食事療養 
一 般 (3,724) (154,946回) 103,355 28 6

退職者 (0) (0回) 0 0 0

訪問看護 
一 般 370 2,138 23,000 62 1

退職者 0 0 0 0 0

合   計 
285,329 339,078 6,814,191 24 373

※1 ( )は除く ※1 ( )は除く

     ※1 調剤の処方せん枚数や食事療養の食事件数・回数は、外来・入院件数の再掲扱いのため、合計から除く 

※2 遡及による件数はあるが、令和２年度の退職被保険者数は０人のため
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（単位：千円） 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定） １２２，０００ ９６，３７２

直営診療施設勘定の令和２年度の決算額は、予算現額１億２，２００万円（前年度比２，０００万円、

１４．１％の減）に対し、歳入総額１億３７６万７千円（前年度比１，６１７万円、１３．５％の減）、歳出総額

９，６３７万２千円（前年度比１，８２２万７千円、１５．９％の減）で、実質収支は７３９万５千円（前年度比

２０５万７千円、３８．５％の増）であった。 

直営診療施設勘定では、各診療所で地域住民の健康保持に必要な治療に加え、各疾病の予防に努めるとともに 

ジェネリック医薬品の利用促進や在庫管理の徹底により、医薬材料費の抑制を図った。 

小櫃診療所においては、令和２年度から指定管理者制度を導入した。それに伴い、令和２年３月まで開院日が週

３日だったところを、４月から週５日とした。また、利用者の利便性を考慮して土足を可能とし、さらに、いずれ

も水曜日に、５月から午後に訪問診療、１０月からは夜間診療も開始するなど、地域のかかりつけ医としての定着

と充実に努めた。 

松丘診療所においては、火曜日に夜間診療として１９時まで診療を行うとともに、水曜日の午前中は笹診療所

に出向き、地域医療を充実させた。 

新型コロナウイルス感染症対策としては、各診療所で検温と手指消毒の徹底、パーティションを設置しソーシ

ャルディスタンスの確保に努めた。松丘診療所には空気清浄機も導入した。 

 診療の状況

区 分 開院日数 
レセプト

件  数 

延 べ 

受診者数

診療収入 

（千円）

１日当り
受診者数

小櫃診療所 240 - 4,721 - 19.7

松丘診療所 253 3,629 4,188 38,677 16.6

笹診療所※ 45 - 210 - 4.7 

合 計 493 - 8,909 38,677 18.1

  ※笹診療所のレセプト件数、診療収入は松丘診療所に含む。
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（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額

聖地公園事業特別会計 ６３，０００ ５７，５９３

平成６年度から第１期分の販売区画２，３１３基を君津市民のみを対象に販売し、平成８年度からは君津市民

以外の者も販売の対象とした。 

平成２３年度には、墓地の残基数の減少を理由に第２期整備事業を実施し、普通墓地、芝生墓地のほか、市民

の意見を反映した壁墓地、合葬墓地を合わせた１，００７区画を整備し、平成２４年６月から販売を開始した。 

令和元年８月に壁墓地の残基数が少なくなったため５基増設したほか、令和２年度においては、合葬墓地１体

用の納骨壇８０体を増設した。 

施設管理については、指定管理者制度により、適正に管理運営を行った。 

令和２年度の決算額は、予算現額６，３００万円に対し、歳入総額６，０７６万４千円、歳出総額 

５，７５９万３千円で、歳入から歳出を差し引いた実質収支は３１７万１千円であった。 

【１款 墓地公園事業費   １項 総務管理費】 

１目 一般管理費

○施設維持管理事業 【環境衛生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

５，４３４ ８，１２０ ６，３７５

〈概要〉 墓地経営に関する一般事務、施設維持管理を行った。

〈成果〉 施設の維持管理や適切な事務の執行ができた。

○聖地公園管理委託関係費 【環境衛生課】 

（単位：千円） 

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１１，６５７ １１，７６４ １１，７６４

〈概要〉 管理棟における事務、施設管理、見学者の対応等を行った。

〈成果〉 指定管理者制度により、施設の設置目的を効果的に達成するとともに、適切な管理を行うことが

できた。

墓地使用許可状況

 第１期整備分

区   分 総設置数 
令和元年 

度末許可数 

令和２年度増減 令和２年度末 

許可数 返還数 許可数 残基数 

普通墓地 
４㎡ ２，００４ １，９６２ ４ １５ １，９５１ ５３

８㎡ ９５ ９１ １ １ ９１ ４

芝生墓地  ４㎡ ２１４ ２１１ １ ２ ２１０ ４

計 ２，３１３ ２，２６４ ６ １８ ２，２５２ ６１
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【１款 墓地公園事業費   １項 総務管理費】 

１目 一般管理費

第２期整備分 

区   分 総設置数 
令和元年 

度末許可数 

令和２年度増減 令和２年度末 

許可数 返還数 許可数 残基数 

普通墓地４㎡ ５０６ １４６ ８ ０ １５４ ３５２

芝生墓地４㎡ ２５１ １２６ １２ ０ １３８ １１３

壁墓地２㎡ ５５ ４９ ３ ０ ５２ ３

合葬墓地１体用 １６０ ６６ ６ １ ７１ ８９

合葬墓地２体用 １２０ ４４ ９ ０ ５３ ６７

計 １，０９２ ４３１ ３８ １ ４６８ ６２４
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（単位：千円） 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

農業集落排水事業特別会計 ３３，５００ ３２，０７４

本事業は、農業集落におけるし尿、生活雑排水など汚水排水を処理することにより、農業用用排水の水質保全を

図るとともに、農村地域の生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を図ることを目的として、平成１０年４月

に事業が採択され、建設事業が平成１８年度で完了した。令和２年度の事業内容は、汚水処理場などの適正な維持

管理を図るための業務委託等を実施した。 

令和２年度の決算額は、予算現額３，３５０万円に対し、歳入総額３，３７２万８千円、歳出総額 

３，２０７万４千円で、実質収支は１６５万４千円であった。 

【１款 農業集落排水事業費   ２項 事業費】 

１目 維持管理費

○折木沢地区維持管理費 【農林整備課】 

（単位：千円）

令和元年度 令和２年度 

決 算 額 予 算 現 額 決 算 額 

１８，１１２ ２１，０１５ １９，５９９

〈概要〉 汚水処理場や中継ポンプなど施設の維持管理業務を実施した。 

〈成果〉 汚水処理場の適正な運転管理が図れたため、農業集落排水の水質保全と農村地域の生活環境の改 

善、公共用水域の水質保全を図ることができた。 

・委  託 

折木沢地区農業集落排水処理施設維持管理業務委託 

農業集落排水処理場周辺清掃等業務委託

農業集落排水施設使用料徴収等事務委託

      ・接続可能戸数     １１９戸

      ・水洗化戸数

平成１８年度から平成２４年度  １００戸

平成２５年度            １戸

平成２６年度から令和２年度     ０戸

計            １０１戸（うち利用戸数 ９３戸）
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 (単位：千円) 

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

介護保険特別会計 ７，３４９，４６５ ７，０５４，８４４

介護保険は、加齢に伴って生じる心身の変化に起因する疾病等により要介護又は要支援の認定を受けた

方が、自立した日常生活を営んでいくために必要となる居宅介護サービスや施設介護サービスなどを提供

する制度で、これに係る財源は、被保険者（４０歳以上）が納める保険料と国・県・市からの負担金等に

より運営されている。

 介護保険の第１号被保険者（６５歳以上）は、令和３年３月末で２６，３３３人であり、前年同月比で、

０．９％の増となっている。

要介護等認定申請件数は、３，２０９件であり、要介護状態区分等を審査する介護認定審査会を１０５

回開催し、２，４９６件の審査を行った。令和３年３月末の認定者数は４，４６１人であり、前年同月比

で、０．９％の増であった。

  居宅介護（予防）サービスは、延べ７５，２１６件、給付額２９億３，１４６万３千円、地域密着型介

護（予防）サービスは、延べ５，１４８件、給付額８億７，２９３万５千円であり、施設介護サービス（介

護老人福祉施設、介護老人保健施設及び介護療養型医療施設）は延べ７，９７１件、給付額２１億    

２，３５１万３千円であった。

また、高額介護サービス等費は、医療保険制度と同様に低所得者に配慮し、一定額を超えた場合に償還

払いされるもので、延べ１３，６５０件、給付額は１億５，７５０万６千円、施設利用者の居住費及び食

費について、低所得者の負担軽減を図るための特定入所者介護サービス等費は延べ６，８６３件、給付額

２億６，０６２万２千円であった。

  高齢化の進展に伴う要介護等認定者数の増加によりサービス利用が増加したことにより、保険給付費は

前年比３．０％の増となった。 

増加傾向にある保険給付費に対しては、利用者に適切な介護サービスを提供するため、介護給付費適正

化事業を実施し、縦覧点検・医療情報との突合、ケアプランの点検、介護給付費の通知を行った。 

  地域支援事業費では、地域の支え合いの体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果的かつ効率的な

支援等を可能とするため介護予防・日常生活支援総合事業を実施した。 

また、３か所の地域包括支援センターでは包括的支援事業として高齢者の総合相談及び権利擁護等の支

援や、介護予防支援として要支援者に対するケアプランの作成を実施するほか、生活の質の向上を図るこ

とを目的とした自立支援型、小地域、個別事例の地域ケア会議等を行い、地域の課題の把握に努めた。  

さらに、介護保険制度の根幹であるケアマネジメントのあり方を、市と介護支援専門員及び地域包括支

援センターとで共有し、ケアマネジメントの質の向上とよりよい介護保険制度の運営を図ることを目的と

して「君津市ケアマネジメントに関する基本方針」を策定した。 

  令和２年度の決算額は、予算現額７３億４，９４６万５千円に対し、歳入総額７２億８，８８２万１千

円、歳出総額７０億５，４８４万４千円で、実質収支は２億３，３９７万７千円であった。

１ 要介護等認定の申請・審査等の状況（令和２年４月～令和３年３月）

認定申請受付状況        （単位：件） 審査件数等

申請件数
申 請 別 内 訳 審査件数 介護認定審査会開催回数

新  規 更  新 区分変更 2,496件 105回

3,209 1,340 1,453 416
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２ 認定者数の状況

認定者数（令和３年３月末） （単位：人）

区  分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

認定者数 480 582 909 803 667 655 365 4,461

３ 保険給付費の状況 

保険給付費  6,489,106千円 

区分 種   別 件 数 
給付額 

(千円) 
区分 件 数 

給付額 

(千円) 

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪問サービス 19,408 738,278

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

906 13,217

通所サービス 13,980 1,017,484 1,056 33,901

短期入所サービス 2,634 332,181 43 1,769

福祉用具貸与及び購入 15,188 214,484 3,306 20,206

住宅改修費 176 16,441 90 9,596

特定施設入居者生活介護 1,470 288,213 308 21,300

居宅介護支援 22,360 324,382 4,054 18,171

計 75,216 2,931,463 9,763 118,160

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 477 75,788 0 0

夜間対応型訪問介護 74 1,212 0 0

地域密着型通所介護 1,862 176,607 0 0

認知症対応型通所介護 312 22,610 0 0

小規模多機能型居宅介護 328 64,027 20 1,310

認知症対応型共同生活介護 820 209,036 0 0

地域密着型介護老人福祉施設 941 247,942 0 0

複合型サービス（看護小規模多機能型

居宅介護） 
334 75,713 0 0

計 5,148 872,935 20 1,310

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護老人福祉施設 4,761 1,239,713

介護老人保健施設 2,899 784,575

介護療養型医療施設 311 99,225

計 7,971 2,123,513

計 88,335 5,927,911 9,783 119,470

高額介護サービス等費 13,650 157,505

高額医療合算介護サービス等費 680 18,745

特定入所者介護サービス等費 6,863 260,622

審査支払手数料 97,061 4,853
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４ 介護予防・日常生活支援総合事業の状況 

５ 地域包括支援センターの設置状況（令和３年３月末）  

種   別 件 数
給付額 

(千円)

介護予防・生活支援サービス事業費

訪問型サービス 1,875 35,080

通所型サービス 3,323 94,956

高額介護サービス費相当 59 142

高額医療合算介護サービス費相当 7 181

介護予防ケアマネジメント事業費 2,957 16,320

審査支払手数料 8,152 408

名   称 運営主体 

人員（人） 

主任介護 

支援専門員 

社会福祉士

等 
保健師等 事務職 

君津市地域包括支援室 君津市 １ ３ ２ ０ 

君津市中部地域包括支援センター 医療法人 １ ２ ３ １ 

君津市東部地域包括支援センター 社会福祉法人 ２ ２ １ １ 
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（単位：千円）

会 計 名 予 算 現 額 支 出 済 額 

後期高齢者医療特別会計 １，１９９，８８０ １，１６６，２９８

後期高齢者医療制度は、７５歳以上の方と、一定の障害がある６５歳から７４歳までの方を対象とする医療

制度として、平成２０年４月から施行された。療養の給付は、千葉県後期高齢者医療広域連合が行い、市は、

各種申請の受付と保険料の徴収を行っている。 

後期高齢者医療の費用は５割が公費、４割が現役世代の他の保険制度からの支援金でまかなわれ、残りの１

割を後期高齢者からの保険料で負担する仕組みである。本市の令和２年度平均加入者数は１万３，１０２人（前

年度比１４９人、１．２％増）となっている。 

令和２年度の決算額は、予算現額１１億９，９８８万円に対し、歳入総額１１億６，９８０万円（前年度比

８，１５１万５千円、７．５％の増）、歳出総額１１億６，６２９万８千円（前年度比８，１２７万５千円、    

７．５％の増）で、実質収支は３５０万２千円（前年度比２４万円、７．４％の増）であった。 

主な歳入は、後期高齢者医療保険料８億６，３７３万８千円（前年度比７，２５３万７千円、９．２％の増）

であり、歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金１０億６，０９４万３千円（前年度比７，２８５万円、

７．４％の増）であった。 

○加入者の状況                                     （単位：人）

区  分 
年間平均 

加入者数 

内  訳 

現役並み 

所得者（※2）
一 般（※3） 区分Ⅰ（※4） 区分Ⅱ（※5）

65歳～69歳 ３６ ３ ２０ ４ ９

70歳～74歳 ８３ ２ ４７ １０ ２４

75歳～79歳 ５，２９５ ３６９ ３，５２３ ４８５ ９１８

80歳～84歳 ３，７４９ １４９ ２，３３５ ５４１ ７２４

85歳～89歳 ２，４４８ ７４ １，３１３ ６００ ４６１

90歳～94歳 １，１４８ ３６ ５３７ ３６０ ２１５

95歳～99歳 ２９３ １０ １０９ １１８ ５６

100歳～ ５０ ０ １６ ２６ ８

計（※1）
１３，１０２ 

（１２，９５３）

６４３ 

（６３８）

７，９００ 

（７，８８４）

２，１４４ 

（２，１０８）

２，４１５ 

（２，３２３）

※１.(  )内は前年度の数値 

※２.現役並み所得者：保険証の自己負担割合が３割の加入者 

※３.一般：保険証の自己負担割合が1割で区分Ⅰ、Ⅱ以外の加入者 

※４.区分Ⅰ：保険証の自己負担割合が1割で世帯全員が個人市県民税非課税であり、かつ、その世帯全員の個々の 

所得が０円となる加入者 

※５.区分Ⅱ：保険証の自己負担割合が1割で世帯全員が個人市県民税非課税の加入者(区分Ⅰ以外の加入者) 
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資      料
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一般会計歳入決算の推移

 1 市税 17,356,364 55.8 3.5 17,387,097

 2 地方譲与税 526,725 1.7 1.4 525,711

 3 利子割交付金 16,785 0.1 56.0 16,480

 4 配当割交付金 64,536 0.2 36.8 54,081

 5 株式等譲渡所得割交付金 75,439 0.2 117.1 49,798

 6 法人事業税交付金 － － － －

 7 地方消費税交付金 1,532,514 4.9 3.8 1,681,444

 8 ゴルフ場利用税交付金 155,854 0.5 1.5 150,660

 9 自動車取得税交付金 120,243 0.4 49.6 109,879

10 環境性能割交付金 － － － －

11 地方特例交付金 49,013 0.2 12.8 55,957

12 地方交付税 36,537 0.1 △ 66.8 26,567

13 交通安全対策特別交付金 13,071 0.0 △ 3.1 12,655

14 分担金及び負担金 650,780 2.1 △ 2.5 640,487

15 使用料及び手数料 480,988 1.5 △ 3.9 488,809

16 国庫支出金 4,112,932 13.2 9.5 3,871,563

17 県支出金 1,845,412 5.9 4.9 2,797,398

18 財産収入 51,869 0.2 4.8 75,174

19 寄附金 52,760 0.2 237.1 108,662

20 繰入金 761,983 2.4 23.4 461,477

21 繰越金 1,000,689 3.2 △ 42.5 1,795,549

22 諸収入 638,765 2.1 4.2 606,345

23 市債 1,577,500 5.1 73.8 2,689,900

合　　　　　　　計 31,120,759 100.0 4.1 33,605,693

収入済額収入済額 構成比 前年比

平　成　３０　年　度平　成　２９　年　度

款
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51.7 0.2 17,426,734 48.8 0.2 17,951,896 38.3 3.0

1.6 △ 0.2 545,356 1.5 3.7 533,246 1.1 △ 2.2

0.1 △ 1.8 8,763 0.0 △ 46.8 9,395 0.0 7.2

0.2 △ 16.2 60,973 0.2 12.7 56,146 0.1 △ 7.9

0.1 △ 34.0 40,077 0.1 △ 19.5 68,089 0.1 69.9

－ － － － － 79,708 0.2 皆　増

5.0 9.7 1,635,360 4.6 △ 2.7 1,962,256 4.2 20.0

0.4 △ 3.3 133,355 0.4 △ 11.5 136,384 0.3 2.3

0.3 △ 8.6 63,535 0.2 △ 42.2 8 0.0 △ 100.0

－ － 18,565 0.1 皆　増 37,760 0.1 103.4

0.2 14.2 214,621 0.6 283.5 85,398 0.2 △ 60.2

0.1 △ 27.3 606,863 1.7 2184.3 26,962 0.1 △ 95.6

0.0 △ 3.2 12,106 0.0 △ 4.3 12,955 0.0 7.0

1.9 △ 1.6 504,271 1.4 △ 21.3 436,354 0.9 △ 13.5

1.5 1.6 491,237 1.4 0.5 430,662 0.9 △ 12.3

11.5 △ 5.9 4,565,464 12.8 17.9 14,548,863 31.1 218.7

8.3 51.6 2,727,438 7.6 △ 2.5 3,163,050 6.8 16.0

0.2 44.9 169,259 0.5 125.2 188,749 0.4 11.5

0.3 106.0 653,802 1.8 501.7 604,720 1.3 △ 7.5

1.4 △ 39.4 1,006,245 2.8 118.0 70,143 0.2 △ 93.0

5.4 79.4 1,885,357 5.3 5.0 3,341,603 7.1 77.2

1.8 △ 5.1 607,341 1.7 0.2 647,466 1.4 6.6

8.0 70.5 2,335,900 6.5 △ 13.2 2,457,800 5.2 5.2

100.0 8.0 35,712,622 100.0 6.3 46,849,613 100.0 31.2

構成比 前年比 収入済額 構成比 前年比

（単位：千円・％）

令　和　２　年　度

収入済額 構成比 前年比

平　成　３０　年　度 令　和　元　年　度
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税目別決算の推移

１ 市民税 5,731,378 33.0 1.7 5,811,334

   １ 個  人 4,820,321 27.8 0.7 4,857,965

      1 現年課税分 4,677,136 27.0 1.3 4,737,142

      2 滞納繰越分 143,185 0.8 △ 15.7 120,823

   ２ 法  人 911,057 5.2 7.1 953,369

      1 現年課税分 907,317 5.2 7.1 949,984

      2 滞納繰越分 3,740 0.0 10.5 3,385

２ 固定資産税 10,073,025 58.1 5.6 10,031,678

   １ 固定資産税 10,059,692 58.0 5.6 10,019,786

      1 現年課税分 9,961,842 57.4 6.0 9,939,073

      2 滞納繰越分 97,850 0.6 △ 23.3 80,713

   ２ 交付金 13,333 0.1 12.4 11,892

      1 現年課税分 13,333 0.1 12.4 11,892

３ 軽自動車税 244,386 1.4 4.2 254,894

　 １　環境性能割 － － － －

      1 環境性能割 － － － －

　 ２　種別割 244,386 1.4 20.6 254,894

      1 現年課税分 238,129 1.4 4.5 248,811

      2 滞納繰越分 6,257 0.0 △ 3.8 6,083

４ 市たばこ税 752,257 4.3 △ 6.8 732,346

      1 現年課税分 752,257 4.3 △ 6.8 732,346

５ 特別土地保有税 566 0.0 375.6 0

      1 滞納繰越分 566 0.0 375.6 0

６ 入湯税 1,774 0.0 △ 28.6 1,963

      1 現年課税分 1,774 0.0 △ 9.7 1,963

      2 滞納繰越分 0 0.0 皆　減 0

７ 都市計画税 552,978 3.2 0.3 554,882

      1 現年課税分 546,735 3.2 1.1 549,531

      2 滞納繰越分 6,243 0.0 △ 40.9 5,351

合           計 17,356,364 100.0 3.5 17,387,097

国民健康保険税 2,140,769 100.0 △ 9.7 1,939,333

      1 現年課税分 1,814,011 84.7 △ 10.0 1,697,479

      2 滞納繰越分 326,758 15.3 △ 7.8 241,854

前年比 決 算 額構成比決 算 額

平　成　２９　年　度 平　成　　　３０　年　度

款
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33.4 1.4 5,821,766 33.4 0.2 5,606,887 31.2 △ 3.7

27.9 0.8 4,767,347 27.4 △ 1.9 4,826,419 26.9 1.2

27.2 1.3 4,671,436 26.8 △ 1.4 4,744,683 26.4 1.6

0.7 △ 15.6 95,911 0.6 △ 20.6 81,736 0.5 △ 14.8

5.5 4.6 1,054,419 6.0 10.6 780,468 4.3 △ 26.0

5.5 4.7 1,051,870 6.0 10.7 776,888 4.3 △ 26.1

0.0 △ 9.5 2,549 0.0 △ 24.7 3,580 0.0 40.4

57.8 △ 0.4 10,047,550 57.7 0.2 10,786,984 60.1 7.4

57.7 △ 0.4 10,035,906 57.6 0.2 10,775,156 60.0 7.4

57.2 △ 0.2 9,972,150 57.2 0.3 10,713,602 59.7 7.4

0.5 △ 17.5 63,756 0.4 △ 21.0 61,554 0.3 △ 3.5

0.1 △ 10.8 11,644 0.1 △ 2.1 11,828 0.1 1.6

0.1 △ 10.8 11,644 0.1 △ 2.1 11,828 0.1 1.6

1.4 4.3 265,370 1.5 4.1 278,611 1.6 5.0

－ － 3,086 0.0 皆　増 9,029 0.1 192.6

－ － 3,086 0.0 皆　増 9,029 0.1 192.6

1.4 4.3 262,284 1.5 2.9 269,582 1.5 2.8

1.4 4.5 256,995 1.5 3.3 264,255 1.5 2.8

0.0 △ 2.8 5,289 0.0 △ 13.1 5,327 0.0 0.7

4.2 △ 2.6 725,359 4.2 △ 1.0 702,300 3.9 △ 3.2

4.2 △ 2.6 725,359 4.2 △ 1.0 702,300 3.9 △ 3.2

0.0 皆　減 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0

0.0 皆　減 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0

0.0 10.7 1,789 0.0 △ 8.9 2,248 0.0 25.7

0.0 10.7 1,789 0.0 △ 8.9 1,644 0.0 △ 8.1

0.0 0.0 0 0.0 0.0 604 0.0 0.0

3.2 0.3 564,900 3.2 1.8 574,866 3.2 1.8

3.2 0.5 560,774 3.2 2.0 570,140 3.2 1.7

0.0 △ 14.3 4,126 0.0 △ 22.9 4,726 0.0 14.5

100.0 0.2 17,426,734 100.0 0.2 17,951,896 100.0 3.0

100.0 △ 9.4 1,795,532 100.0 △ 7.4 1,784,850 100.0 △ 0.6

87.5 △ 6.4 1,616,517 90.0 △ 4.8 1,593,131 89.3 △ 1.4

12.5 △ 26.0 179,015 10.0 △ 26.0 191,719 10.7 7.1

前年比

令　和　元　年　度

決 算 額 構成比 前年比 構成比

 （単位：千円・％）

構成比 前年比 決 算 額

平　成　　　３０　年　度 令　和　２　年　度
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一般会計歳出決算の推移（目的別）

歳出決算額 構成比 前年比 歳出決算額

 １ 議　会　費 308,534 1.0 0.6 309,151

 ２ 総　務　費　　 4,202,285 14.3 △ 13.0 5,139,276

 ３ 民　生　費 9,479,525 32.3 0.0 9,447,805

 ４ 衛　生　費 3,688,233 12.6 △ 1.8 3,699,608

 ５ 労　働　費 30,860 0.1 0.2 46,942

 ６ 農林水産業費 1,060,581 3.6 84.2 1,244,689

 ７ 商　工　費 399,445 1.4 0.5 428,112

 ８ 土　木　費 2,539,328 8.7 15.7 2,518,162

 ９ 消　防　費 1,500,719 5.1 0.8 1,876,905

10 教　育　費 4,011,768 13.7 13.0 5,053,467

11 災害復旧費 55,286 0.2 △ 28.1 58,942

12 公　債　費 2,048,646 7.0 △ 6.8 1,897,277

合           計 29,325,210 100.0 1.5 31,720,336

平　成　２９　年　度 平　成　　　　３０　年　度
款
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　（単位：千円・％）

構成比 前年比 歳出決算額 構成比 前年比 歳出決算額 構成比 前年比

1.0 0.2 277,526 0.9 △ 10.2 275,188 0.6 △ 0.8

16.2 22.3 4,144,596 12.8 △ 19.4 13,846,767 31.2 234.1

29.8 △ 0.3 10,355,481 32.0 9.6 10,886,539 24.5 5.1

11.7 0.3 3,898,467 12.0 5.4 4,914,953 11.1 26.1

0.1 52.1 31,876 0.1 △ 32.1 39,505 0.1 23.9

3.9 17.4 1,464,767 4.5 17.7 1,819,965 4.1 24.2

1.4 7.2 784,640 2.4 83.3 919,721 2.1 17.2

7.9 △ 0.8 2,792,278 8.6 10.9 3,248,266 7.3 16.3

5.9 25.1 1,810,853 5.6 △ 3.5 2,125,404 4.8 17.4

15.9 26.0 4,689,964 14.5 △ 7.2 4,067,959 9.1 △ 13.3

0.2 6.6 349,288 1.1 492.6 670,246 1.5 91.9

6.0 △ 7.4 1,771,283 5.5 △ 6.6 1,602,234 3.6 △ 9.5

100.0 8.2 32,371,019 100.0 2.1 44,416,747 100.0 37.2

平　成　　　　３０　年　度 令　和　元　年　度 令　和　２　年　度

- 267 -



一般会計歳出決算の推移（性質別）

歳出決算額 構成比 前年比 歳出決算額

 １ 人　件　費 6,786,881 23.2 1.6 6,801,871

 ２ 扶　助　費　　 6,152,207 21.0 △ 3.7 6,038,724

 ３ 公　債　費 2,048,646 7.0 △ 6.8 1,897,277

 ４ 物　件　費 5,157,449 17.6 △ 2.7 5,303,817

 ５ 維持補修費 167,755 0.6 6.6 171,981

 ６ 補助費等 1,300,968 4.4 △ 4.0 1,556,724

 ７ 貸　付　金 206,900 0.7 △ 0.1 206,150

 ８ 繰　出　金 3,148,213 10.7 1.6 3,254,188

 ９ 積　立　金 586,203 2.0 △ 53.6 1,446,572

10 投資及び出資金 12,578 0.0 △ 53.5 7,806

11 普通建設事業費 3,702,124 12.6 73.3 4,976,284

12 災害復旧費 55,286 0.2 △ 28.1 58,942

合           計 29,325,210 100.0 1.5 31,720,336

款
平　成　２９　年　度 平　成　　　３０　年　度
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　（単位：千円・％）

構成比 前年比 歳出決算額 構成比 前年比 歳出決算額 構成比 前年比

21.5 0.2 7,024,464 21.7 3.3 7,632,226 17.2 8.7

19.0 △ 1.8 6,414,267 19.8 6.2 6,668,844 15.0 4.0

6.0 △ 7.4 1,771,283 5.5 △ 6.6 1,602,173 3.6 △ 9.5

16.7 2.8 5,996,461 18.5 13.1 6,031,698 13.6 0.6

0.5 2.5 149,777 0.5 △ 12.9 178,431 0.4 19.1

4.9 19.7 1,665,773 5.1 7.0 10,915,698 24.6 555.3

0.6 △ 0.4 208,060 0.6 0.9 208,560 0.4 0.2

10.3 3.4 3,308,677 10.2 1.7 2,928,654 6.6 △ 11.5

4.6 146.8 54,978 0.2 △ 96.2 1,110,239 2.5 1919.4

0.0 △ 37.9 212,708 0.7 2624.9 709,566 1.6 233.6

15.7 34.4 5,197,994 16.1 4.5 5,729,822 12.9 10.2

0.2 6.6 366,577 1.1 521.9 700,836 1.6 91.2

100.0 8.2 32,371,019 100.0 2.1 44,416,747 100.0 37.2

平　成　　　３０　年　度 令　和　元　年　度 令　和　２　年　度
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　○令和２年度決算における地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる

　　社会保障施策に要する経費

（歳入）
　地方消費税交付金（社会保障財源化分） 960,815 千円

（歳出）
　地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる 千円

　社会保障施策に要する経費

【社会保障施策に要する経費】

国県支出金 市債 その他

引上げ分の
地方消費税
(社会保障財源
化分の市町交付

金）

その他

障害福祉サービス費支給事業 1,529,184 1,164,615 0 17,153 80,606 266,810

重度心身障害者医療費助成事業 158,201 72,492 0 11,919 17,120 56,670

精神障害者医療費給付及び相談事業 43,008 0 0 0 9,979 33,029

老人ホーム入所措置事業 21,689 0 0 3,574 4,203 13,912

児童手当給付事業 1,066,950 904,860 0 60 37,594 124,436

児童扶養手当給付事業 290,167 97,303 0 297 44,679 147,888

認可外保育施設利用者補助金 4,725 4,032 0 0 161 532

ファミリーサポートセンター事業 3,289 1,866 0 0 330 1,093

市立保育園児童運営費 110,304 6,984 0 20,598 19,193 63,529

病児・病後児保育事業 10,030 3,624 0 99 1,463 4,844

子どものための教育・保育給付事業 551,449 366,476 0 38,906 33,890 112,177

幼児教育無償化事業 272,040 219,475 0 0 12,196 40,369

生活困窮者等自立相談支援事業 31,569 24,059 0 30 1,735 5,745

生活保護費 1,361,987 1,051,317 0 22,904 66,767 220,999

小計 5,454,592 3,917,103 0 115,540 329,916 1,092,033

国民健康保険特別会計繰出金 676,428 280,277 0 0 91,914 304,237

後期高齢者医療関係事業 1,080,868 147,979 0 0 216,446 716,443

介護保険特別会計繰出金 1,124,029 59,136 0 0 247,073 817,820

小計 2,881,325 487,392 0 0 555,433 1,838,500

子ども医療費助成事業 196,659 49,060 0 142,549 1,172 3,878

感染症予防事業 219,253 7,213 0 250 49,139 162,651

各種がん検診事業 60,056 330 0 0 13,857 45,869

妊婦乳児健康診査事業 48,697 0 0 0 11,298 37,399

小計 524,665 56,603 0 142,799 75,466 249,797

8,860,582 4,461,098 0 258,339 960,815 3,180,330

○令和２年度決算における都市計画税の充当状況  （単位：千円）

国県支出金 市債 その他

29,755 0 0 0 29,755 29,331

150,968 5,430 4,000 6,101 135,437 133,508

353,238 0 0 0 353,238 348,207

64,742 0 0 0 64,742 63,820

598,703 5,430 4,000 6,101 583,172 574,866

574,866

○令和２年度決算における入湯税の充当状況  （単位：千円）

国県支出金 市債 その他

49,275 0 0 12,326 36,949 2,248

2,248

8,860,582

社会保障施策に係る主な事業 事業費

財源内訳

特定財源 一般財源

 （単位：千円）

道路関係

公共下水道事業

事業費

都市計画公園関係

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

合計

区　　　分

令和２年度　都市計画税収入額

財源内訳

充当額特定財源
一般財源

地方債償還額（都市計画区域の道路、公園等に
かかるもの）

合計

充当額

令和２年度　入湯税収入額

観光振興関係

財源内訳

特定財源
一般財源

事業費区　　　分
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